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だ い ね ん ぶ つ

お
稚
児
さ
ん
募
集

　
た
く
さ
ん
の
お
参
り
の
方
に
身
守
ら
れ
、
ほ
と
け
さ
ま
を
身
近
に
感
じ
ら
れ

る
す
ば
ら
し
い
渡
御
と
な
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

　
「
菩
薩
様
と
の
記
念
撮
影
」
も
大
変
貴
重
な
経
験
と
な
り
ま
す
。

　
是
非
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

■
日
程
　
五
月
一
日
〜
七
日
　
雨
天
決
行

■
費
用
　
お
一
人
｠
五
千
円
（
一
日
）

◎
塔
婆
回
向

　
　
本
堂
に
て
受
付

　
　
　
（
十
時
か
ら
十
五
時
ま
で
）

　
　
○
万
部
中
常
回
向（
七
日
間
）五
千
円

　
　
　
　
※
万
部
終
了
後
で
あ
っ
て
も
七
日
間

　
　
　
　
　
　
ご
回
向
致
し
ま
す
。

　
　
○
当
日
回
向
｠
（
一
日
） 

三
千
円

◎
各
種
勧
進

　
　
○
巻
線
香
（
御
本
尊
用
） 

五
百
円

　
　
○
本
堂
正
面
用
ロ
ウ
ソ
ク 

二
千
円

　
　
○
脇
壇
用
ロ
ウ
ソ
ク   

　
一
千
円

　
　
○
本
堂
大
屋
根 

瓦
勧
進
｠
二
千
円

勧
進
の
ご
案
内

と
う
　
ば
　
え
　
こ
う

と
ぎ
ょ

ま
ん
　
ぶ
　
け
ち
え
ん
　
え
　
こ
う

ご
　
お
ん
　
き

◎
万
部
結
縁
回
向

万
部
輿
に
納
め
た
万
部
経
に
霊
名
を

記
し
、
管
長
猊
下
に
よ
っ
て
永
代
に
渡

っ
て
回
向
さ
れ
ま
す
。

伝
統
あ
る
こ
の
法
会
に
、
よ
き
ご
縁

を
結
ん
で
い
た
だ
き
た
く
お
勧
め
申
し

上
げ
ま
す
。

永
代
回
向
料
｠ 

一
霊
｠
一
〇
万
円

申
込
受
付
（
本
堂
売
店
・
寺
務
所
）

◎
御
遠
忌 

写
経
納
経

　
納
経
さ
れ
た
写
経
は
、

延
喜
殿
に
て
永
代
奉
納

さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

「
般
若
心
経
」
ま
た
は

「
日
課
浄
業
」
の
二
種

納
経
料
｠

一
巻
　
一
千
円

受
付

（
本
堂
売
店
・
寺
務
所
）

ご
し

※
白
足
袋
か
白
靴
下
を
御
用
意
く
だ

　
さ
い
。

申
し
込
み
　
大
念
佛
寺
寺
務
所
ま
で

電
話
〇
六
＿
六
七
九
一
＿
〇
〇
二
六

※
当
日
の
申
し
込
み
は
午
前
十
一
時

　
ま
で
受
け
付
け
て
お
り
ま
す
。

平成27年 御遠忌法要 日程・時間表

仏教讃歌奉納

八島念仏講
やしま あんど

安堵念仏講

５月1日○金日程
５月2日○土 ５月3日○日

憲法記念日
５月4日○月
みどりの日

５月5日○火
こどもの日

魚山流詠讃歌舞 魚山流詠讃歌舞 魚山流詠讃歌舞 魚山流詠讃歌舞

融通声明
コンサート

融通声明
コンサート 雅のハーモニー

時間

6時30分

9時30分

半斎勤行 半斎勤行 半斎勤行 半斎勤行 半斎勤行

おつとめ　
阿弥陀経 読誦
日課念仏

おつとめ　
阿弥陀経 読誦
日課念仏

おつとめ　
阿弥陀経 読誦
日課念仏

おつとめ　
阿弥陀経 読誦
日課念仏

おつとめ　
阿弥陀経 読誦
日課念仏

10時

10時30分
11時

12時

12時40分

1時

3時30分

11時30分

※各種奉納行事の内容・時間については、変更する場合がございます。
○万部中は、駐車場がございません。公共交通機関をご利用下さい。
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布　教 布　教

魚山流詠讃歌舞

布　教

仏教讃歌奉納

５月7日○木５月6日○水
振替休日

魚山流詠讃歌舞 魚山流詠讃歌舞

融通声明
コンサート

大念佛寺奉賛会
祈願法要

半斎勤行 半斎勤行
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阿弥陀経 読誦
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融
通
念
佛
宗
開
宗
九
百
年
記
念
・

大
通
上
人
三
百
回
御
遠
忌
と
い
う
難

遭
遇
の
大
法
要
に
お
会
い
す
る
こ
と

が
で
き
、
皆
様
と
共
に
お
慶
び
申
し

上
げ
ま
す
。

融
通
念
佛
宗
は
平
安
時
代
の
末
頃
、

良
忍
上
人
（
聖
應
大
師
）
に
よ
っ
て

開
か
れ
た
伝
統
仏
教
で
あ
り
、
日
本

で
初
め
て
誕
生
し
た
国
産
仏
教
の
宗

派
で
あ
り
ま
す
。
良
忍
上
人
は
応
徳

元
年
（
一
〇
八
四
）
十
二
歳
で
比
叡

山
延
暦
寺
に
入
り
勉
学
修
行
さ
れ
、

忽
ち
頭
角
を
現
し
二
十
一
歳
で
講
主

を
つ
と
め
ら
れ
ま
す
が
、
当
時
の
世

相
は
ま
さ
に
末
法
で
、
政
治
的
権
力

も
貴
族
よ
り
武
士
に
移
り
つ
つ
あ
り

ま
し
た
。
比
叡
山
も
真
面
目
に
勉
学

修
行
す
る
者
が
減
少
し
、
僧
兵
や
僧

徒
、
衆
徒
と
呼
ば
れ
る
武
力
を
持
っ

た
集
団
が
横
行
す
る
よ
う
に
な
り
、

他
の
大
社
寺
も
武
力
を
持
ち
、
世
の

中
は
混
乱
濁
世
に
陥
っ
て
い
ま
し
た
。

良
忍
上
人
は
道
を
求
め
て
二
十
三
歳

の
時
、
比
叡
山
を
下
り
大
原
に
移
り

修
行
を
続
け
ら
れ
ま
す
。
良
忍
上
人

は
天
性
、
音
楽
才
能
に
勝
れ
「
声

明
」
と
い
う
仏
教
音
楽
の
大
家
と
し

て
も
有
名
で
あ
り
、
「
声
明
業
中
興

の
祖
」
と
敬
称
さ
れ
て
い
ま
す
。

天
仁
二
年
（
一
一
〇
九
）
大
原
に

来
迎
院
を
建
立
さ
れ
、
念
仏
行
者
と

し
て
修
行
に
励
ま
れ
ま
す
。

永
久
五
年
（
一
一
一
七
）
五
月
十

五
日
、
阿
弥
陀
如
来
よ
り
「
一
人
一

切
人
　
一
切
人
一
人
　
一
行
一
切
行

　
一
切
行
一
行
　
是
名
他
力
往
生
　

十
界
一
念
　
融
通
念
仏
　
億
百
万
遍

　
功
徳
円
満
」
の
御
文
を
授
与
さ
れ
、

更
に
「
十
一
尊
天
得
如
来
」
の
御
姿

を
授
与
さ
れ
た
の
で
あ
り
ま
す
。
良

忍
上
人
は
こ
の
直
授
を
多
く
の
人
々
、

特
に
庶
民
の
間
に
布
演
す
べ
く
、
大

原
を
出
て
京
か
ら
大
阪
の
地
で
融
通

念
仏
を
ひ
ろ
め
ら
れ
、
平
野
の
地
が

念
仏
弘
通
相
応
の
地
と
い
う
聖
徳
太

子
の
夢
告
を
得

て
大
念
佛
寺
を

開
創
さ
れ
た
の

で
あ
り
ま
す
。

そ
の
後
、
融

通
念
仏
は
い
ろ

ん
な
ル
ー
ト
で

ひ
ろ
ま
っ
て
い

き
ま
し
た
が
、

宗
団
と
し
て
は

盛
衰
を
重
ね
つ

つ
江
戸
時
代
に

入
り
ま
し
た
。

　
元
禄
二
年

（
一
六
八
九
）
大
通
上
人
は
大
念
佛

寺
第
四
十
六
世
と
な
り
、
当
時
、
宗

内
が
い
ろ
い
ろ
と
混
乱
し
て
い
た
の

を
治
め
、
宗
門
再
興
に
尽
力
さ
れ
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。
す
で
に
四
十
五

世
　
良
観
上
人
を
助
け
て
宗
門
再
興

の
願
書
を
も
っ
て
江
戸
に
下
り
、
寺

社
奉
行
に
差
し
出
す
な
ど
、
幕
府
の

裁
許
を
得
る
た
め
に
努
力
さ
れ
て
い

ま
す
。
当
時
大
阪
か
ら
江
戸
へ
行
く

こ
と
は
旅
程
二
十
日
程
要
す
る
難
行

で
し
た
。

宗
門
再
興
の
裁
許
を
受
け
た
後
も
、

た
び
た
び
江
戸
に
お
も
む
き
、
元
禄

六
年
（
一
六
九
三
）
江
戸
城
に
て
天

得
如
来
御
開
帳
等
　
融
通
念
仏
弘
通

に
奔
走
さ
れ
ま
し
た
。

大
念
佛
寺
山
内
に
於
い
て
は
本
堂

修
造
、
阿
弥
陀
堂
・
位
牌
堂
・
宝
蔵

の
建
立
、
ま
た
元
禄
十
四
年
（
一
七

〇
一
）
京
都
に
円
満
寺
を
建
立
し
、

盛
ん
に
融
通
念
仏
を
勧
進
さ
れ
ま
し

た
。
ま
た
教
学
面
で
は
『
融
通
圓
門

章
』
『
融
通
念
佛
信
解
章
』
等
の
著

述
、
（
宝
永
六
年
、
一
七
〇
九
）
南

都
東
大
寺
の
大
仏
殿
落
慶
法
要
に
請

ぜ
ら
れ
、
導
師
と
な
り
親
修
さ
れ
ま

し
た
。
大
通
上
人
の
宗
内
外
に
於
け

る
功
労
は
誠
に
偉
大
で
あ
り
、
本
宗

今
日
あ
る
は
全
く
大
通
上
人
の
お
か

げ
で
あ
り
ま
す
。
三
百
回
御
遠
忌
に

あ
た
り
報
恩
謝
徳
の
誠
を
捧
げ
た
い

も
の
で
あ
り
ま
す
。

開
宗
九
百
年
記
念
・
大
通
上
人
三
百
回
御
遠
忌
　大
法
要
特
集

倍
　
巌
　
良
　
舜

ば
い
　
　
が
ん

　
　
り
ょ
う
　
　
し
ゅ
ん

融
通
念
佛
宗
管
長

開
宗
九
百
年
記
念
・
大
通
上
人

   

三
百
回
御
遠
忌
に
よ
せ
て

京都大原　音無しの滝

御遠忌法要標語

念仏は暗闇を照らす光明である

郷土芸能奉納 郷土芸能奉納

二十五菩薩練供養

菩薩 伝供

お勤め
供養楽

お稚児

詠讃歌舞

禅門講

諸講元

聖歌隊

万部輿 渡御

お渡り

在家勤行式

二十五菩薩練供養

還 御

二十五菩薩練供養

菩薩 伝供

お勤め
供養楽

お稚児

詠讃歌舞

禅門講

諸講元

万部輿 渡御

お渡り

在家勤行式

二十五菩薩練供養

還 御

二十五菩薩練供養

菩薩 伝供

お勤め
供養楽

お稚児

詠讃歌舞

禅門講

諸講元

万部輿 渡御

お渡り

在家勤行式

二十五菩薩練供養

還 御

二十五菩薩練供養

菩薩 伝供

お勤め
供養楽

お稚児

詠讃歌舞

禅門講

諸講元

万部輿 渡御

お渡り

在家勤行式

二十五菩薩練供養

還 御

二十五菩薩練供養

菩薩 伝供

お勤め
供養楽

お稚児

詠讃歌舞

禅門講

諸講元

万部輿 渡御

お渡り

在家勤行式

二十五菩薩練供養

還 御

二十五菩薩練供養

菩薩 伝供

お勤め
供養楽

お稚児

詠讃歌舞

禅門講

諸講元

聖歌隊

万部輿 渡御

お渡り

在家勤行式

二十五菩薩練供養

還 御

二十五菩薩練供養

菩薩 伝供

お勤め
供養楽

お稚児

詠讃歌舞

禅門講

諸講元

万部輿 渡御

お渡り

在家勤行式

二十五菩薩練供養

還 御

な
ん

そ
う
ぐ
う

し
ょ
う
お
う
だ
い
し

た
ち
ま

す
ぐ

し
ょ
う

み
ょ
う

し
ょ
う
み
ょ
う
ご
う

ら
い
ご
う
い
ん

ぎ
ょ
う
じ
ゃ

い
ち
に
ん
い
っ

さ
い
に
ん
　
　
い
っ
さ
い
に
ん
い
ち
に
ん
　
　
い
ち
ぎ
ょ
う
い
っ
さ
い
ぎ
ょ
う
　

い
っ
さ
い
ぎ
ょ
う
い
ち
ぎ
ょ
う
　
　
ぜ
み
ょ
う
た
り
き
お
う
じ
ょ
う
　

じ
っ
か
い
い
ち
ね
ん
　
　
ゆ
う
づ
う
ね
ん
ぶ
つ
　
　
お
く
ひ
ゃ
く
ま
ん
べ
ん

く
　ど
く
え
ん
ま
ん
　
　
　
　
　
ご
　も
ん

て
ん
と
く
に
ょ
ら
い

じ
き
じ
ゅふ

　え
ん

ぐ
　づ
う

ひ
ら
　の

て
ん

と
く
に
ょ
ら
い

し
ん
げ
し
ょ
う

し
ょ
う

こ
ん
に
ち

し
ん
し
ゅ
う

開
宗
九
百
年
記
念
・
大
通
上
人
三
百
回
御
遠
忌
　大
法
要
特
集

万部輿

だ い ね ん ぶ つ
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お
稚
児
さ
ん
募
集

　
た
く
さ
ん
の
お
参
り
の
方
に
身
守
ら
れ
、
ほ
と
け
さ
ま
を
身
近
に
感
じ
ら
れ

る
す
ば
ら
し
い
渡
御
と
な
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

　
「
菩
薩
様
と
の
記
念
撮
影
」
も
大
変
貴
重
な
経
験
と
な
り
ま
す
。

　
是
非
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

■
日
程
　
五
月
一
日
〜
七
日
　
雨
天
決
行

■
費
用
　
お
一
人
｠
五
千
円
（
一
日
）

◎
塔
婆
回
向

　
　
本
堂
に
て
受
付

　
　
　
（
十
時
か
ら
十
五
時
ま
で
）

　
　
○
万
部
中
常
回
向（
七
日
間
）五
千
円

　
　
　
　
※
万
部
終
了
後
で
あ
っ
て
も
七
日
間

　
　
　
　
　
　
ご
回
向
致
し
ま
す
。

　
　
○
当
日
回
向
｠
（
一
日
） 

三
千
円

◎
各
種
勧
進

　
　
○
巻
線
香
（
御
本
尊
用
） 

五
百
円

　
　
○
本
堂
正
面
用
ロ
ウ
ソ
ク 

二
千
円

　
　
○
脇
壇
用
ロ
ウ
ソ
ク   

　
一
千
円

　
　
○
本
堂
大
屋
根 

瓦
勧
進
｠
二
千
円

勧
進
の
ご
案
内

と
う
　
ば
　
え
　
こ
う

と
ぎ
ょ

ま
ん
　
ぶ
　
け
ち
え
ん
　
え
　
こ
う

ご
　
お
ん
　
き

◎
万
部
結
縁
回
向

万
部
輿
に
納
め
た
万
部
経
に
霊
名
を

記
し
、
管
長
猊
下
に
よ
っ
て
永
代
に
渡

っ
て
回
向
さ
れ
ま
す
。

伝
統
あ
る
こ
の
法
会
に
、
よ
き
ご
縁

を
結
ん
で
い
た
だ
き
た
く
お
勧
め
申
し

上
げ
ま
す
。

永
代
回
向
料
｠ 

一
霊
｠
一
〇
万
円

申
込
受
付
（
本
堂
売
店
・
寺
務
所
）

◎
御
遠
忌 

写
経
納
経

　
納
経
さ
れ
た
写
経
は
、

延
喜
殿
に
て
永
代
奉
納

さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

「
般
若
心
経
」
ま
た
は

「
日
課
浄
業
」
の
二
種

納
経
料
｠

一
巻
　
一
千
円

受
付

（
本
堂
売
店
・
寺
務
所
）

ご
し

※
白
足
袋
か
白
靴
下
を
御
用
意
く
だ

　
さ
い
。

申
し
込
み
　
大
念
佛
寺
寺
務
所
ま
で

電
話
〇
六
＿
六
七
九
一
＿
〇
〇
二
六

※
当
日
の
申
し
込
み
は
午
前
十
一
時

　
ま
で
受
け
付
け
て
お
り
ま
す
。

平成27年 御遠忌法要 日程・時間表

仏教讃歌奉納

八島念仏講
やしま あんど

安堵念仏講

５月1日○金日程
５月2日○土 ５月3日○日

憲法記念日
５月4日○月
みどりの日

５月5日○火
こどもの日

魚山流詠讃歌舞 魚山流詠讃歌舞 魚山流詠讃歌舞 魚山流詠讃歌舞

融通声明
コンサート

融通声明
コンサート 雅のハーモニー

時間

6時30分

9時30分

半斎勤行 半斎勤行 半斎勤行 半斎勤行 半斎勤行

おつとめ　
阿弥陀経 読誦
日課念仏

おつとめ　
阿弥陀経 読誦
日課念仏

おつとめ　
阿弥陀経 読誦
日課念仏

おつとめ　
阿弥陀経 読誦
日課念仏

おつとめ　
阿弥陀経 読誦
日課念仏

10時

10時30分
11時

12時

12時40分

1時

3時30分

11時30分

※各種奉納行事の内容・時間については、変更する場合がございます。
○万部中は、駐車場がございません。公共交通機関をご利用下さい。
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布　教 布　教

魚山流詠讃歌舞

布　教

仏教讃歌奉納

５月7日○木５月6日○水
振替休日

魚山流詠讃歌舞 魚山流詠讃歌舞

融通声明
コンサート

大念佛寺奉賛会
祈願法要

半斎勤行 半斎勤行

おつとめ　
阿弥陀経 読誦
日課念仏

おつとめ　
阿弥陀経 読誦
日課念仏

布　教 布　教
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融
通
念
佛
宗
開
宗
九
百
年
記
念
・

大
通
上
人
三
百
回
御
遠
忌
と
い
う
難

遭
遇
の
大
法
要
に
お
会
い
す
る
こ
と

が
で
き
、
皆
様
と
共
に
お
慶
び
申
し

上
げ
ま
す
。

融
通
念
佛
宗
は
平
安
時
代
の
末
頃
、

良
忍
上
人
（
聖
應
大
師
）
に
よ
っ
て

開
か
れ
た
伝
統
仏
教
で
あ
り
、
日
本

で
初
め
て
誕
生
し
た
国
産
仏
教
の
宗

派
で
あ
り
ま
す
。
良
忍
上
人
は
応
徳

元
年
（
一
〇
八
四
）
十
二
歳
で
比
叡

山
延
暦
寺
に
入
り
勉
学
修
行
さ
れ
、

忽
ち
頭
角
を
現
し
二
十
一
歳
で
講
主

を
つ
と
め
ら
れ
ま
す
が
、
当
時
の
世

相
は
ま
さ
に
末
法
で
、
政
治
的
権
力

も
貴
族
よ
り
武
士
に
移
り
つ
つ
あ
り

ま
し
た
。
比
叡
山
も
真
面
目
に
勉
学

修
行
す
る
者
が
減
少
し
、
僧
兵
や
僧

徒
、
衆
徒
と
呼
ば
れ
る
武
力
を
持
っ

た
集
団
が
横
行
す
る
よ
う
に
な
り
、

他
の
大
社
寺
も
武
力
を
持
ち
、
世
の

中
は
混
乱
濁
世
に
陥
っ
て
い
ま
し
た
。

良
忍
上
人
は
道
を
求
め
て
二
十
三
歳

の
時
、
比
叡
山
を
下
り
大
原
に
移
り

修
行
を
続
け
ら
れ
ま
す
。
良
忍
上
人

は
天
性
、
音
楽
才
能
に
勝
れ
「
声

明
」
と
い
う
仏
教
音
楽
の
大
家
と
し

て
も
有
名
で
あ
り
、
「
声
明
業
中
興

の
祖
」
と
敬
称
さ
れ
て
い
ま
す
。

天
仁
二
年
（
一
一
〇
九
）
大
原
に

来
迎
院
を
建
立
さ
れ
、
念
仏
行
者
と

し
て
修
行
に
励
ま
れ
ま
す
。

永
久
五
年
（
一
一
一
七
）
五
月
十

五
日
、
阿
弥
陀
如
来
よ
り
「
一
人
一

切
人
　
一
切
人
一
人
　
一
行
一
切
行

　
一
切
行
一
行
　
是
名
他
力
往
生
　

十
界
一
念
　
融
通
念
仏
　
億
百
万
遍

　
功
徳
円
満
」
の
御
文
を
授
与
さ
れ
、

更
に
「
十
一
尊
天
得
如
来
」
の
御
姿

を
授
与
さ
れ
た
の
で
あ
り
ま
す
。
良

忍
上
人
は
こ
の
直
授
を
多
く
の
人
々
、

特
に
庶
民
の
間
に
布
演
す
べ
く
、
大

原
を
出
て
京
か
ら
大
阪
の
地
で
融
通

念
仏
を
ひ
ろ
め
ら
れ
、
平
野
の
地
が

念
仏
弘
通
相
応
の
地
と
い
う
聖
徳
太

子
の
夢
告
を
得

て
大
念
佛
寺
を

開
創
さ
れ
た
の

で
あ
り
ま
す
。

そ
の
後
、
融

通
念
仏
は
い
ろ

ん
な
ル
ー
ト
で

ひ
ろ
ま
っ
て
い

き
ま
し
た
が
、

宗
団
と
し
て
は

盛
衰
を
重
ね
つ

つ
江
戸
時
代
に

入
り
ま
し
た
。

　
元
禄
二
年

（
一
六
八
九
）
大
通
上
人
は
大
念
佛

寺
第
四
十
六
世
と
な
り
、
当
時
、
宗

内
が
い
ろ
い
ろ
と
混
乱
し
て
い
た
の

を
治
め
、
宗
門
再
興
に
尽
力
さ
れ
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。
す
で
に
四
十
五

世
　
良
観
上
人
を
助
け
て
宗
門
再
興

の
願
書
を
も
っ
て
江
戸
に
下
り
、
寺

社
奉
行
に
差
し
出
す
な
ど
、
幕
府
の

裁
許
を
得
る
た
め
に
努
力
さ
れ
て
い

ま
す
。
当
時
大
阪
か
ら
江
戸
へ
行
く

こ
と
は
旅
程
二
十
日
程
要
す
る
難
行

で
し
た
。

宗
門
再
興
の
裁
許
を
受
け
た
後
も
、

た
び
た
び
江
戸
に
お
も
む
き
、
元
禄

六
年
（
一
六
九
三
）
江
戸
城
に
て
天

得
如
来
御
開
帳
等
　
融
通
念
仏
弘
通

に
奔
走
さ
れ
ま
し
た
。

大
念
佛
寺
山
内
に
於
い
て
は
本
堂

修
造
、
阿
弥
陀
堂
・
位
牌
堂
・
宝
蔵

の
建
立
、
ま
た
元
禄
十
四
年
（
一
七

〇
一
）
京
都
に
円
満
寺
を
建
立
し
、

盛
ん
に
融
通
念
仏
を
勧
進
さ
れ
ま
し

た
。
ま
た
教
学
面
で
は
『
融
通
圓
門

章
』
『
融
通
念
佛
信
解
章
』
等
の
著

述
、
（
宝
永
六
年
、
一
七
〇
九
）
南

都
東
大
寺
の
大
仏
殿
落
慶
法
要
に
請

ぜ
ら
れ
、
導
師
と
な
り
親
修
さ
れ
ま

し
た
。
大
通
上
人
の
宗
内
外
に
於
け

る
功
労
は
誠
に
偉
大
で
あ
り
、
本
宗

今
日
あ
る
は
全
く
大
通
上
人
の
お
か

げ
で
あ
り
ま
す
。
三
百
回
御
遠
忌
に

あ
た
り
報
恩
謝
徳
の
誠
を
捧
げ
た
い

も
の
で
あ
り
ま
す
。

開
宗
九
百
年
記
念
・
大
通
上
人
三
百
回
御
遠
忌
　大
法
要
特
集

倍
　
巌
　
良
　
舜

ば
い
　
　
が
ん

　
　
り
ょ
う
　
　
し
ゅ
ん

融
通
念
佛
宗
管
長

開
宗
九
百
年
記
念
・
大
通
上
人

   

三
百
回
御
遠
忌
に
よ
せ
て

京都大原　音無しの滝

御遠忌法要標語

念仏は暗闇を照らす光明である

郷土芸能奉納 郷土芸能奉納

二十五菩薩練供養

菩薩 伝供

お勤め
供養楽

お稚児

詠讃歌舞

禅門講

諸講元

聖歌隊

万部輿 渡御

お渡り

在家勤行式

二十五菩薩練供養

還 御

二十五菩薩練供養

菩薩 伝供

お勤め
供養楽

お稚児

詠讃歌舞

禅門講

諸講元

万部輿 渡御

お渡り

在家勤行式

二十五菩薩練供養

還 御

二十五菩薩練供養

菩薩 伝供

お勤め
供養楽

お稚児

詠讃歌舞

禅門講

諸講元

万部輿 渡御

お渡り

在家勤行式

二十五菩薩練供養

還 御

二十五菩薩練供養

菩薩 伝供

お勤め
供養楽

お稚児

詠讃歌舞

禅門講

諸講元

万部輿 渡御

お渡り

在家勤行式

二十五菩薩練供養

還 御

二十五菩薩練供養

菩薩 伝供

お勤め
供養楽

お稚児

詠讃歌舞

禅門講

諸講元

万部輿 渡御

お渡り

在家勤行式

二十五菩薩練供養

還 御

二十五菩薩練供養

菩薩 伝供

お勤め
供養楽

お稚児

詠讃歌舞

禅門講

諸講元

聖歌隊

万部輿 渡御

お渡り

在家勤行式

二十五菩薩練供養

還 御

二十五菩薩練供養

菩薩 伝供

お勤め
供養楽

お稚児

詠讃歌舞

禅門講

諸講元

万部輿 渡御

お渡り

在家勤行式

二十五菩薩練供養

還 御

な
ん

そ
う
ぐ
う

し
ょ
う
お
う
だ
い
し

た
ち
ま

す
ぐ

し
ょ
う

み
ょ
う

し
ょ
う
み
ょ
う
ご
う

ら
い
ご
う
い
ん

ぎ
ょ
う
じ
ゃ

い
ち
に
ん
い
っ

さ
い
に
ん
　
　
い
っ
さ
い
に
ん
い
ち
に
ん
　
　
い
ち
ぎ
ょ
う
い
っ
さ
い
ぎ
ょ
う
　

い
っ
さ
い
ぎ
ょ
う
い
ち
ぎ
ょ
う
　
　
ぜ
み
ょ
う
た
り
き
お
う
じ
ょ
う
　

じ
っ
か
い
い
ち
ね
ん
　
　
ゆ
う
づ
う
ね
ん
ぶ
つ
　
　
お
く
ひ
ゃ
く
ま
ん
べ
ん

く
　ど
く
え
ん
ま
ん
　
　
　
　
　
ご
　も
ん

て
ん
と
く
に
ょ
ら
い

じ
き
じ
ゅふ

　え
ん

ぐ
　づ
う

ひ
ら
　の

て
ん

と
く
に
ょ
ら
い

し
ん
げ
し
ょ
う

し
ょ
う

こ
ん
に
ち

し
ん
し
ゅ
う

開
宗
九
百
年
記
念
・
大
通
上
人
三
百
回
御
遠
忌
　大
法
要
特
集

万部輿



だ い ね ん ぶ つ だ い ね ん ぶ つ

念
仏
は
暗
闇
を
照
ら
す
光
明
で
あ
る

煩
悩
の
闇
路

人
に
は
お
し
な
べ
て
迷
い
が
つ
き
も

の
で
す
。
迷
い
と
い
え
ば
、
仏
教
で
は

煩
悩
と
い
う
語
が
よ
く
知
ら
れ
て
い
ま

す
。
煩
悩
と
は
私
た
ち
の
身
体
や
心
を

悩
ま
せ
、
か
き
乱
し
、
煩
ら
わ
せ
、
惑

わ
し
汚
す
精
神
作
用
の
こ
と
で
、
一
口

で
い
え
ば
底
な
し
の
迷
い
の
闇
の
こ
と

で
す
。

古
来
、
煩
悩
の
同
意
語
と
し
て
、
妄

念
（
迷
い
の
心
、
迷
妄
の
執
念
）
、
三

毒
が
あ
り
ま
す
が
、
そ
れ
以
外
に
も
惑
、

使
（
煩
悩
は
人
を
駆
使
し
て
迷
い
の
世

界
を
さ
ま
よ
わ
せ
る
意
味
）
眠
（
身
心

を
に
ぶ
く
さ
せ
る
こ
と
）
、
随
眠
（
潜

在
的
な
煩
悩
の
こ
と
で
、
内
心
に
潜
む

悪
へ
の
傾
向
）
、
見
（
誤
っ
た
見
解
）
、

纏
（
ま
つ
わ
り
つ
く
意
）
な
ど
が
あ
り

ま
す
。

除
夜
の
鐘
の
数
で
よ
く
知
ら
れ
て
い

る
よ
う
に
、
人
間
の
煩
悩
は
百
八
あ
る

と
い
う
の
が
通
説
に
な
っ
て
い
ま
す
。

貪
（
貪
欲
、
む
さ
ぼ
り
）
、
嗔
（
腹

立
ち
、
怒
り
）
痴
（
暗
い
心
）
を
三
毒

ま
た
は
三
惑
と
い
っ
て
、
根
本
煩
悩
と

も
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
に
加
え
て

慢
（
お
ご
り
、
た
か
ぶ
り
）
、
疑
、
邪

見
（
誤
っ
た
考
え
）
、
辺
見
（
か
た
よ

っ
た
考
え
）
な
ど
が
、
四
諦
と
名
づ
け

る
四
種
の
真
理
す
な
わ
ち
こ
の
世
は
苦

で
あ
る
と
い
う
こ
と
の
真
理
と
、
そ
の

原
因
で
あ
る
執
着
心
を
見
極
め
る
真
理
、

そ
れ
を
滅
す
る
真
理
と
道
筋
へ
の
真
理
、

こ
の
四
つ
の
真
理
を
蝕
む
煩
悩
に
八
十

八
を
数
え
（
八
十
八
使
）
、
さ
ら
に
十

随
眠
、
十
纏
と
い
う
煩
悩
を
加
え
て
百

八
と
し
ま
す
。
こ
れ
は
仏
教
の
根
本
聖

典
の
一
つ
で
あ
る
倶
舎
論
の
説
で
す
が
、

百
八
煩
悩
に
つ
い
て
は
、
他
の
説
も
あ

り
ま
す
。

眼
耳
鼻
舌
身
意
の
六
根
が
、
そ
の
対

境
と
し
て
の
色
声
香
味
触
法
を
感
じ
る

と
き
、
好
（
こ
の
む
）
、
悪
（
に
く

む
）
、
平
（
非
好
非
悪
の
こ
と
で
、
好

ま
ず
憎
ま
ず
の
ど
ち
ら
で
も
な
い
無
関

心
な
こ
と
）
の
三
種
の
思
い
を
起
こ
す

の
で
十
八
と
な
る
。
こ
の
十
八
に
そ
れ

ぞ
れ
染
（
け
が
れ
た
心
）
と
浄
（
清

い
心
）
の
二
つ
が
あ
る
か
ら
三
十
六
と

な
る
。
こ
れ
が
過
去
、
現
在
、
未
来
の

三
世
に
わ
た
っ
て
活
動
す
る
か
ら
百
八

と
な
る
と
い
う
わ
け
で
す
。

そ
の
他
に
も
別
の
数
え
か
た
も
あ
り

ま
す
が
、
要
す
る
に
そ
れ
だ
け
人
間
の

迷
い
が
多
岐
に
わ
た
っ
て
厖
大
で
あ
る

こ
と
を
表
し
て
い
る
の
で
す
。
　

仏
さ
ま
の
教
え
が
無
量
で
あ
る
こ
と

を
表
現
す
る
の
に
、
八
万
四
千
の
法
門

と
い
い
ま
す
が
、
そ
れ
と
同
じ
よ
う
に
、

人
間
の
欲
や
迷
い
な
ど
が
強
大
で
あ
る

こ
と
を
、
八
万
四
千
の
煩
悩
と
い
い
ま

す
。
と
て
も
百
八
ど
こ
ろ
で
は
な
い
わ

け
で
す
。

先
の
例
で
い
え
ば
、
六
根
の
は
た
ら

き
は
人
間
が
生
き
て
い
く
上
で
な
く
て

は
な
ら
な
い
大
切
な
も
の
で
す
が
、
ま

た
そ
れ
に
よ
っ
て
沢
山
の
煩
悩
を
作
り

出
し
て
い
る
こ
と
も
事
実
で
す
。
眼
に

見
え
る
も
の
、
耳
に
き
こ
え
る
音
声
、

舌
で
感
じ
る
味
覚
、
身
体
に
感
じ
る
触

感
も
、
あ
ら
ゆ
る
現
象
を
受
け
と
め
る

心
の
は
た
ら
き
も
、
人
に
よ
り
、
ま
た

そ
の
時
に
よ
り
ま
ち
ま
ち
で
す
。
そ
れ

ら
は
す
べ
て
人
間
の
煩
悩
と
な
り
ま
す
。

た
と
え
ば
空
腹
の
と
き
は
お
い
し
い
、

お
い
し
い
と
食
し
た
物
も
、
満
腹
時
に

は
厭
ま
し
い
も
の
に
な
り
ま
す
。
好
き

も
嫌
い
も
す
べ
て
煩
悩
で
す
。

こ
の
よ
う
に
煩
悩
い
っ
ぱ
い
の
世
界

を
迷
い
の
世
界
と
い
い
ま
す
。
そ
れ
は

暗
闇
の
世
界
で
も
あ
り
ま
す
。
い
う
な

れ
ば
私
た
ち
は
闇
路
を
さ
ま
よ
う
凡
夫

で
あ
り
ま
す
。

光
の
世
界
へ

〝
暗
闇
に
こ
そ
光
は
尊
い
〞
と
い
わ

れ
ま
す
が
、
暗
闇
の
中
で
は
一
歩
も
進

む
こ
と
は
で
ま
せ
ん
。
も
ち
ろ
ん
何
も

見
え
ま
せ
ん
。
そ
の
中
で
は
マ
ッ
チ
一

本
の
明
か
り
で
も
、
こ
の
上
な
く
尊
い

も
の
と
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
い

わ
ん
や
一
条
の
確
か
な
光
明
は
、
ど
ん

な
に
か
有
難
い
こ
と
で
し
ょ
う
。

念
仏
は
わ
が
足
許
を
し
っ
か
り
照
ら

し
、
心
の
闇
路
に
希
望
と
勇
気
と
喜
び

を
与
え
て
く
れ
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

そ
の
念
仏
を
持
ち
つ
づ
け
て
放
さ
な

い
こ
と
を
、
阿
弥
陀
経
に
は
「
執
持
名

号
」
と
説
か
れ
て
い
ま
す
。

喜
び
に
つ
け
悲
し
み
に
つ
け
、
い
つ

も
南
無
阿
弥
陀
仏
と
一
緒
で
あ
る
と
い

う
生
き
方
を
い
う
の
で
す
。

と
こ
ろ
で
古
え
の
念
仏
者
は
、
前
述

の
暗
闇
と
光
明
と
の
関
係
に
つ
い
て
興

味
あ
る
話
を
残
し
て
い
ま
す
。

私
た
ち
は
物
が
見
え
る
の
は
、
己
れ

の
眼
の
お
か
げ
と
感
じ
ま
す
。
あ
る
い

は
視
力
が
あ
る
か
ら
と
思
う
で
し
ょ
う
。

眼
す
な
わ
ち
視
力
に
よ
っ
て
物
を
見
る

こ
と
が
で
き
る
な
ら
、
夜
で
も
見
え
る

は
ず
で
あ
り
ま
す
。
と
こ
ろ
が
夜
の
暗

闇
で
は
何
も
見
え
な
い
の
で
す
。
頼
り

に
し
て
い
る
眼
が
は
た
ら
か
な
い
の
で

す
。
こ
こ
に
己
れ
の
眼
の
限
界
が
あ
る

こ
と
に
気
付
き
ま
す
。
つ
ま
り
自
分
の

力
の
弱
さ
、
ち
っ
ぽ
け
な
自
分
の
存
在

を
感
じ
な
い
わ
け
に
は
い
き
ま
せ
ん
。

念
仏
門
で
は
こ
れ
を
自
力
の
脆
さ
と

受
け
取
り
ま
す
。
す
な
わ
ち
自
己
の
力

を
過
信
し
て
い
て
も
、
よ
く
よ
く
考
え

て
み
れ
ば
そ
れ
が
い
か
に
脆
弱
で
あ
る

か
が
わ
か
り
ま
す
。

物
ひ
と
つ
見
る
こ
と
が
で
き
る
の
も
、

明
る
さ
、
光
明
の
お
か
げ
と
受
け
取
っ

た
と
き
、
自
己
を
と
り
ま
く
大
き
な
世

界
の
存
在
に
気
付
く
の
で
、
そ
の
光
明

が
私
た
ち
の
眼
の
は
た
ら
き
を
蘇
ら
せ

て
く
れ
る
の
で
す
。

こ
の
大
き
な
世
界
の
は
た
ら
き
を

〝
仏
の
力
〞
と
い
た
だ
い
た
と
き
、
暗

闇
の
中
の
光
は
仏
の
光
明
そ
の
も
の
と

な
り
ま
す
。

そ
の
仏
の
光
明
に
浴
す
る
こ
と
が
で

き
る
の
は
、
念
仏
衆
生
す
な
わ
ち
念
仏

を
喜
び
信
じ
て
称
え
る
人
で
あ
り
ま
す
。

ま
ず
こ
の
口
に
念
仏
を
称
え
る
人
に

な
る
こ
と
が
第
一
で
あ
り
ま
す
。
そ
れ

ゆ
え
本
宗
で
は
「
日
課
念
仏
」
と
い
っ

て
、
一
日
百
遍
の
念
仏
を
誓
っ
て
称
え

る
こ
と
と
、
「
早
旦
の
念
仏
」
と
い
っ

て
、
朝
、
洗
面
漱
口
の
あ
と
西
方
に
向

か
い
十
遍
の
念
仏
を
称
え
る
こ
と
が
大

切
な
行
と
な
っ
て
い
ま
す
。
し
か
も
こ

れ
は
尽
未
来
際
と
い
っ
て
、
後
の
世
を

経
て
も
未
来
永
劫
に
称
え
続
け
る
こ
と

が
説
か
れ
て
い
ま
す
。

念
仏
を
称
え
続
け
て
い
れ
ば
、
信
心

が
堅
固
な
も
の
と
な
る
。
そ
し
て
念
仏

の
温
か
み
が
湧
く
。
喜
び
の
心
と
な
る
。

ど
ん
な
と
き
で
も
仏
さ
ま
の
守
護
を
い

た
だ
け
る
。
す
な
わ
ち
執
持
名
号
の
人

と
な
っ
て
、
縁
あ
る
す
べ
て
の
人
び
と

と
共
に
、
大
い
な
る
救
い
の
中
に
生
き

往
く
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
。
こ
れ
を

決
定
往
生
と
い
い
ま
す
。

縁
あ
っ
て
開
宗
九
百
年
記
念
・
大
通

上
人
三
百
回
御
遠
忌
の
佳
節
に
め
ぐ
り

会
っ
た
私
た
ち
は
、
今
こ
そ
声
高
ら
か

に
念
仏
唱
和
の
鉦
を
力
強
く
打
鳴
ら
し
、

わ
が
足
許
を
、
さ
ら
に
は
私
た
ち
の
周

囲
を
、
光
り
輝
く
楽
土
に
し
た
い
も
の

で
あ
り
ま
す
。

〝
念
仏
は
暗
闇
を
照
ら
す
光
明
で
あ

る
〞私

た
ち
一
人
ひ
と
り
が
光
明
を
点
じ

る
人
で
あ
る
こ
と
を
心
に
銘
記
し
て
、

御
遠
忌
の
報
恩
行
に
い
そ
し
も
う
で
は

あ
り
ま
せ
ん
か
。

融
通
念
佛
宗
宗
務
総
長

五
月
二
日
の
洋
舞
と
は
、
ミ
ュ
ー
ジ

カ
ル
な
ど
で
よ
く
見
る
ダ
ン
ス
で
欧
米

の
バ
レ
エ
や
ジ
ャ
ズ
ダ
ン
ス
な
ど
の
総

称
で
す
。
今
回
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン

で
は
、
夢
の
お
つ
げ
に
従
い
冒
険
の
旅

に
出
る
若
者
の
奮
闘
記
を
ダ
ン
ス
シ
ー

ン
で
綴
り
ま
す
。
後
半
の
ダ
ン
ス
シ
ョ

ー
で
は
四
季
折
々
の
妖
精
達
が
軽
や
か

に
踊
り
ま
す
。
　

五
月
三
日
、
七
日
の
ペ
ル
シ
ャ
伝
統

楽
器
サ
ン
ト
ゥ
ー
ル
は
、
数
千
年
の
歴

史
を
持
ち
ま
す
。
悠
久
の
ペ
ル
シ
ャ
を

雅
で
エ
キ
ゾ
チ
ッ
ク
で
あ
り
な
が
ら
透

明
感
の
あ
る
音
色
を
奏
で
ま
す
。
今
回

テ
ヘ
ラ
ン
生
ま
れ
の
サ
ン
ト
ゥ
ー
ル
の

第
一
人
者
を
招
き
、
二
千
年
の
歴
史
を

口
伝
で
伝
承
さ
れ
て
来
た
仏
教
音
楽
声

明
と
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
で
す
。
ど

う
か
悠
久
の
時
間
を
お
楽
し
み
く
だ
さ

い
。

五
月
二
日
、三
日
、七
日
午
前
十
時
三
十
分
〜
十
一
時
三
十
分

融
通
声
明
研
究
会

声
明
と
天
女
の
舞
を
思
わ
せ
る
物
語
風
ダ
ン
ス
シ
ョ
ー

声
明
と
歴
史
あ
る
ペル
シ
ャ
伝
統
楽
器
サ
ン
ト
ゥ
ー
ル

融
通
声
明
コ
ン
サ
ー
ト

今
年
は
開
宗
九
百
年
記
念
・
大
通
上

人
三
百
回
御
遠
忌
に
あ
た
り
慶
讃
歌

『
法
の
よ
ろ
こ
び
』
を
奉
納
さ
せ
て
頂

き
ま
す
。
仏
教
讃
歌
、
メ
ッ
セ
ー
ジ
ソ

ン
グ
と
共
に
今
回
は
ご
参
詣
の
皆
様
と

ご
一
緒
に
『
ふ
る
さ
と
』
を
合
唱
さ
せ

て
頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
ど
う

ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
次
に
私
達
、
聖
歌
隊
を
ご
指
導
頂
い

て
お
り
ま
す
声
楽
家
　
河
田
早
紀
先
生

（
ピ
ア
ノ
伴
奏
　
　
木
寿
美
代
先
生
）

の
独
唱
が
ご
ざ
い
ま
す
。
再
興
大
通
上

人
三
百
回
忌
奉
讃
歌
『
生
命
燃
ゆ
』
他
、

堂
内
の
皆
様
の
心
の
中
に
語
り
か
け
響

き
わ
た
る
事
と
思
い
ま
す
。
一
日
と
六

日
十
時
半
よ
り
奉
納
致
し
ま
す
の
で
ど

う
ぞ
ご
参
拝
下
さ
い
ま
せ
。

仏
教
讃
歌
奉
納

五
月
一
日
　
午
前
十
時
三
十
分
〜
十
一
時
三
十
分

五
月
六
日
　
午
前
十
時
三
十
分
〜
十
一
時
三
十
分

融
通
念
佛
宗
聖
歌
隊

我
々
楽
役
（
楽
融
会
）
は
、
総
本
山

や
末
寺
等
の
行
事
に
於
い
て
、
儀
式
の

円
滑
な
進
行
を
促
し
、
人
の
死
を
悼
み
、

ご
家
族
や
ご
親
族
の
お
心
を
お
慰
め
し
、

尚
且
つ
、
儀
式
の
荘
厳
を
目
的
と
し
、

鋭
意
奏
楽
さ
せ
て
頂
い
て
お
り
ま
す
。

特
筆
す
べ
き
は
、
総
本
山
大
念
佛
寺
直

属
の
雅
楽
団
体
で
あ
り
、
そ
の
会
員
全

員
が
、
融
通
念
佛
宗
在
籍
の
僧
侶
で
あ

る
と
い
う
こ
と
で
す
。

さ
て
、
お
陰
様
で
毎
回
満
堂
の
参
詣
者
に
楽
し
ん
で
頂
き
、

好
評
を
博
し
て
い
る
演
奏
会
で
す
が
、

今
回
の
演
奏
曲
目
は
、

第
一
部
は
【
管
絃
】
平
調
音
取
・
鶏
徳
・
陪
臚

第
二
部
は
【
舞
楽
】
迦
陵
頻
・
還
城
楽
で
す
。

万
部
法
要
の
ひ
と
時
に
、
雅
な
平
安
の
調
べ
に
浸
っ
て
頂
き
、

皆
様
方
の
お
心
が
少
し
で
も
癒
さ
れ
れ
ば
幸
甚
に
存
じ
ま
す
。

五
月
四
日
　
午
前
十
時
三
十
分
〜
十
一
時
三
十
分

融
通
念
佛
宗
青
年
会
　会
長
　
吉
　
村
　
明
　
山

雅
の
ハ
ー
モ
ニ
ー楽

融
会

青
年
会
だ
よ
り

落
語
会
と
ぬ
り
え
展
示
の
お
知
ら
せ

一
人
一
切
人
　
一
切
人
一
人
　
一
行

一
切
行
　
一
切
行
一
行
　
是
名
他
力
往

生
、
十
界
一
念
　
融
通
念
佛
　
億
百

万
遍
　
功
徳
円
満

約
九
百
年
前
、
宗
祖
良
忍
上
人
が
阿

弥
陀
様
か
ら
お
念
仏
と
共
に
授
け
ら
れ

た
御
文
で
す
。

私
達
は
世
界
中
の
人
々
と
、
お
互
い

生
か
し
生
か
さ
れ
て
い
ま
す
。
共
々
に

唱
え
る
念
仏
を
通
じ
て
そ
の
事
に
気
付

き
、
感
謝
し
、
喜
べ
る
こ
と
が
出
来
た

な
ら
、
こ
の
世
は
感
謝
と
喜
び
に
溢
れ

た
素
晴
ら
し
い
世
界
に
な
る
で
し
ょ
う
。

青
年
会
で
は
開
宗
九
百
年
を
迎
え
る

に
あ
た
り
、
多
く
の
人
々
が
共
に
笑
い
、

楽
し
め
る
落
語
会
を
開
催
さ
せ
て
頂
く

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

日
　
　
時
　
五
月
四
日
　
十
八
時
開
場
　 

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
十
八
時
三
十
分
開
演

場
　
　
所
　
瑞
祥
閣

出
演
者
　桂
小
枝
、
笑
福
亭
純
瓶
、
桂
坊
枝
、
林
家
染
八

　
　
　
　
（
都
合
に
よ
り
変
更
あ
り
）

入
場
無
料
（
先
着
百
名
）

落
語
会
を
通
じ
て
、
少
し

で
も
多
く
の
人
が
、
共
に
喜

び
合
え
る
事
を
心
よ
り
祈
念

い
た
し
ま
す
。

又
、
毎
年
好
評
を
頂
い
て

お
り
ま
す
「
ぼ
さ
つ
さ
ま
ぬ

り
え
」
も
御
遠
忌
法
要
期
間

中
、
毘
沙
門
堂
に
お
い
て
展

示
を
行
い
ま
す
。

九
百
年
の
歴
史
を
、

次
の
世
代
へ
と
引
き
継

ぐ
た
め
に
、
青
年
会
で

は
こ
れ
か
ら
も
研
修
会

を
は
じ
め
と
す
る
様
々

な
活
動
を
通
し
て
研
鑽

を
重
ね
て
い
く
所
存
で

す
。

ぼ
ん
の
う

こ
と
ば

わ
ず

け
が

ま
ど

も
う

ね
ん

わ
く
　

し

ず
い
め
ん

み
ん（
め
ん
）

て
ん

け
ん

と
ん

し
ん

ち

ま
ん

ぎ
　
　
じ
ゃ

け
ん

む
し
ば

じ
っ
て
ん

く
し
ゃ
ろ
ん

げ
ん
に

び
ぜ
っ
し
ん
に

し
き
し
ょ
う
こ
う
み
そ
く
ほ
う

ろ
っ
こ
ん

び
ょ
う

お

せ
ん

じ
ょ
う

し
た
い

め

ぼ
う
だ
い

や
み
じ

い
と

ご
う

し
ゅ
う
じ
み
ょ
う

ぜ
い
じ
ゃ
く

し
ゅ
じ
ょ
う

そ
う
た
ん

そ
う
こ
う

ぎ
ょ
う

じ
ん
み
ら
い
さ
い

け
ん
ご

あ
た
た

け
つ
じ
ょ
う
お
う
じ
ょ
う

か
せ
つ

大通上人直筆名号

大通上人遺像

じ
　り
き
　
　
も
ろ

が
く
や
く
　

が
く
ゆ
う
か
い

い
た

の
り

み
や
び

な
ぐ
さ

か
ん
げ
ん
　
ひ
ょ
う
じ
ょ
う
の
ね
と
り
　　
け
い
と
く

　

　ば
い
ろ

ぶ
が
く
　
　か
り
ょ
う
び
ん

げ
ん
じ
ょ
う
ら
く

し
ょ
う
ご
ん

（7）第72号 平成27年4月 （2）第72号 平成27年4月だ い ね ん ぶ つ だ い ね ん ぶ つ

念
仏
は
暗
闇
を
照
ら
す
光
明
で
あ
る

煩
悩
の
闇
路

人
に
は
お
し
な
べ
て
迷
い
が
つ
き
も

の
で
す
。
迷
い
と
い
え
ば
、
仏
教
で
は

煩
悩
と
い
う
語
が
よ
く
知
ら
れ
て
い
ま

す
。
煩
悩
と
は
私
た
ち
の
身
体
や
心
を

悩
ま
せ
、
か
き
乱
し
、
煩
ら
わ
せ
、
惑

わ
し
汚
す
精
神
作
用
の
こ
と
で
、
一
口

で
い
え
ば
底
な
し
の
迷
い
の
闇
の
こ
と

で
す
。

古
来
、
煩
悩
の
同
意
語
と
し
て
、
妄

念
（
迷
い
の
心
、
迷
妄
の
執
念
）
、
三

毒
が
あ
り
ま
す
が
、
そ
れ
以
外
に
も
惑
、

使
（
煩
悩
は
人
を
駆
使
し
て
迷
い
の
世

界
を
さ
ま
よ
わ
せ
る
意
味
）
眠
（
身
心

を
に
ぶ
く
さ
せ
る
こ
と
）
、
随
眠
（
潜

在
的
な
煩
悩
の
こ
と
で
、
内
心
に
潜
む

悪
へ
の
傾
向
）
、
見
（
誤
っ
た
見
解
）
、

纏
（
ま
つ
わ
り
つ
く
意
）
な
ど
が
あ
り

ま
す
。

除
夜
の
鐘
の
数
で
よ
く
知
ら
れ
て
い

る
よ
う
に
、
人
間
の
煩
悩
は
百
八
あ
る

と
い
う
の
が
通
説
に
な
っ
て
い
ま
す
。

貪
（
貪
欲
、
む
さ
ぼ
り
）
、
嗔
（
腹

立
ち
、
怒
り
）
痴
（
暗
い
心
）
を
三
毒

ま
た
は
三
惑
と
い
っ
て
、
根
本
煩
悩
と

も
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
に
加
え
て

慢
（
お
ご
り
、
た
か
ぶ
り
）
、
疑
、
邪

見
（
誤
っ
た
考
え
）
、
辺
見
（
か
た
よ

っ
た
考
え
）
な
ど
が
、
四
諦
と
名
づ
け

る
四
種
の
真
理
す
な
わ
ち
こ
の
世
は
苦

で
あ
る
と
い
う
こ
と
の
真
理
と
、
そ
の

原
因
で
あ
る
執
着
心
を
見
極
め
る
真
理
、

そ
れ
を
滅
す
る
真
理
と
道
筋
へ
の
真
理
、

こ
の
四
つ
の
真
理
を
蝕
む
煩
悩
に
八
十

八
を
数
え
（
八
十
八
使
）
、
さ
ら
に
十

随
眠
、
十
纏
と
い
う
煩
悩
を
加
え
て
百

八
と
し
ま
す
。
こ
れ
は
仏
教
の
根
本
聖

典
の
一
つ
で
あ
る
倶
舎
論
の
説
で
す
が
、

百
八
煩
悩
に
つ
い
て
は
、
他
の
説
も
あ

り
ま
す
。

眼
耳
鼻
舌
身
意
の
六
根
が
、
そ
の
対

境
と
し
て
の
色
声
香
味
触
法
を
感
じ
る

と
き
、
好
（
こ
の
む
）
、
悪
（
に
く

む
）
、
平
（
非
好
非
悪
の
こ
と
で
、
好

ま
ず
憎
ま
ず
の
ど
ち
ら
で
も
な
い
無
関

心
な
こ
と
）
の
三
種
の
思
い
を
起
こ
す

の
で
十
八
と
な
る
。
こ
の
十
八
に
そ
れ

ぞ
れ
染
（
け
が
れ
た
心
）
と
浄
（
清

い
心
）
の
二
つ
が
あ
る
か
ら
三
十
六
と

な
る
。
こ
れ
が
過
去
、
現
在
、
未
来
の

三
世
に
わ
た
っ
て
活
動
す
る
か
ら
百
八

と
な
る
と
い
う
わ
け
で
す
。

そ
の
他
に
も
別
の
数
え
か
た
も
あ
り

ま
す
が
、
要
す
る
に
そ
れ
だ
け
人
間
の

迷
い
が
多
岐
に
わ
た
っ
て
厖
大
で
あ
る

こ
と
を
表
し
て
い
る
の
で
す
。
　

仏
さ
ま
の
教
え
が
無
量
で
あ
る
こ
と

を
表
現
す
る
の
に
、
八
万
四
千
の
法
門

と
い
い
ま
す
が
、
そ
れ
と
同
じ
よ
う
に
、

人
間
の
欲
や
迷
い
な
ど
が
強
大
で
あ
る

こ
と
を
、
八
万
四
千
の
煩
悩
と
い
い
ま

す
。
と
て
も
百
八
ど
こ
ろ
で
は
な
い
わ

け
で
す
。

先
の
例
で
い
え
ば
、
六
根
の
は
た
ら

き
は
人
間
が
生
き
て
い
く
上
で
な
く
て

は
な
ら
な
い
大
切
な
も
の
で
す
が
、
ま

た
そ
れ
に
よ
っ
て
沢
山
の
煩
悩
を
作
り

出
し
て
い
る
こ
と
も
事
実
で
す
。
眼
に

見
え
る
も
の
、
耳
に
き
こ
え
る
音
声
、

舌
で
感
じ
る
味
覚
、
身
体
に
感
じ
る
触

感
も
、
あ
ら
ゆ
る
現
象
を
受
け
と
め
る

心
の
は
た
ら
き
も
、
人
に
よ
り
、
ま
た

そ
の
時
に
よ
り
ま
ち
ま
ち
で
す
。
そ
れ

ら
は
す
べ
て
人
間
の
煩
悩
と
な
り
ま
す
。

た
と
え
ば
空
腹
の
と
き
は
お
い
し
い
、

お
い
し
い
と
食
し
た
物
も
、
満
腹
時
に

は
厭
ま
し
い
も
の
に
な
り
ま
す
。
好
き

も
嫌
い
も
す
べ
て
煩
悩
で
す
。

こ
の
よ
う
に
煩
悩
い
っ
ぱ
い
の
世
界

を
迷
い
の
世
界
と
い
い
ま
す
。
そ
れ
は

暗
闇
の
世
界
で
も
あ
り
ま
す
。
い
う
な

れ
ば
私
た
ち
は
闇
路
を
さ
ま
よ
う
凡
夫

で
あ
り
ま
す
。

光
の
世
界
へ

〝
暗
闇
に
こ
そ
光
は
尊
い
〞
と
い
わ

れ
ま
す
が
、
暗
闇
の
中
で
は
一
歩
も
進

む
こ
と
は
で
ま
せ
ん
。
も
ち
ろ
ん
何
も

見
え
ま
せ
ん
。
そ
の
中
で
は
マ
ッ
チ
一

本
の
明
か
り
で
も
、
こ
の
上
な
く
尊
い

も
の
と
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
い

わ
ん
や
一
条
の
確
か
な
光
明
は
、
ど
ん

な
に
か
有
難
い
こ
と
で
し
ょ
う
。

念
仏
は
わ
が
足
許
を
し
っ
か
り
照
ら

し
、
心
の
闇
路
に
希
望
と
勇
気
と
喜
び

を
与
え
て
く
れ
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

そ
の
念
仏
を
持
ち
つ
づ
け
て
放
さ
な

い
こ
と
を
、
阿
弥
陀
経
に
は
「
執
持
名

号
」
と
説
か
れ
て
い
ま
す
。

喜
び
に
つ
け
悲
し
み
に
つ
け
、
い
つ

も
南
無
阿
弥
陀
仏
と
一
緒
で
あ
る
と
い

う
生
き
方
を
い
う
の
で
す
。

と
こ
ろ
で
古
え
の
念
仏
者
は
、
前
述

の
暗
闇
と
光
明
と
の
関
係
に
つ
い
て
興

味
あ
る
話
を
残
し
て
い
ま
す
。

私
た
ち
は
物
が
見
え
る
の
は
、
己
れ

の
眼
の
お
か
げ
と
感
じ
ま
す
。
あ
る
い

は
視
力
が
あ
る
か
ら
と
思
う
で
し
ょ
う
。

眼
す
な
わ
ち
視
力
に
よ
っ
て
物
を
見
る

こ
と
が
で
き
る
な
ら
、
夜
で
も
見
え
る

は
ず
で
あ
り
ま
す
。
と
こ
ろ
が
夜
の
暗

闇
で
は
何
も
見
え
な
い
の
で
す
。
頼
り

に
し
て
い
る
眼
が
は
た
ら
か
な
い
の
で

す
。
こ
こ
に
己
れ
の
眼
の
限
界
が
あ
る

こ
と
に
気
付
き
ま
す
。
つ
ま
り
自
分
の

力
の
弱
さ
、
ち
っ
ぽ
け
な
自
分
の
存
在

を
感
じ
な
い
わ
け
に
は
い
き
ま
せ
ん
。

念
仏
門
で
は
こ
れ
を
自
力
の
脆
さ
と

受
け
取
り
ま
す
。
す
な
わ
ち
自
己
の
力

を
過
信
し
て
い
て
も
、
よ
く
よ
く
考
え

て
み
れ
ば
そ
れ
が
い
か
に
脆
弱
で
あ
る

か
が
わ
か
り
ま
す
。

物
ひ
と
つ
見
る
こ
と
が
で
き
る
の
も
、

明
る
さ
、
光
明
の
お
か
げ
と
受
け
取
っ

た
と
き
、
自
己
を
と
り
ま
く
大
き
な
世

界
の
存
在
に
気
付
く
の
で
、
そ
の
光
明

が
私
た
ち
の
眼
の
は
た
ら
き
を
蘇
ら
せ

て
く
れ
る
の
で
す
。

こ
の
大
き
な
世
界
の
は
た
ら
き
を

〝
仏
の
力
〞
と
い
た
だ
い
た
と
き
、
暗

闇
の
中
の
光
は
仏
の
光
明
そ
の
も
の
と

な
り
ま
す
。

そ
の
仏
の
光
明
に
浴
す
る
こ
と
が
で

き
る
の
は
、
念
仏
衆
生
す
な
わ
ち
念
仏

を
喜
び
信
じ
て
称
え
る
人
で
あ
り
ま
す
。

ま
ず
こ
の
口
に
念
仏
を
称
え
る
人
に

な
る
こ
と
が
第
一
で
あ
り
ま
す
。
そ
れ

ゆ
え
本
宗
で
は
「
日
課
念
仏
」
と
い
っ

て
、
一
日
百
遍
の
念
仏
を
誓
っ
て
称
え

る
こ
と
と
、
「
早
旦
の
念
仏
」
と
い
っ

て
、
朝
、
洗
面
漱
口
の
あ
と
西
方
に
向

か
い
十
遍
の
念
仏
を
称
え
る
こ
と
が
大

切
な
行
と
な
っ
て
い
ま
す
。
し
か
も
こ

れ
は
尽
未
来
際
と
い
っ
て
、
後
の
世
を

経
て
も
未
来
永
劫
に
称
え
続
け
る
こ
と

が
説
か
れ
て
い
ま
す
。

念
仏
を
称
え
続
け
て
い
れ
ば
、
信
心

が
堅
固
な
も
の
と
な
る
。
そ
し
て
念
仏

の
温
か
み
が
湧
く
。
喜
び
の
心
と
な
る
。

ど
ん
な
と
き
で
も
仏
さ
ま
の
守
護
を
い

た
だ
け
る
。
す
な
わ
ち
執
持
名
号
の
人

と
な
っ
て
、
縁
あ
る
す
べ
て
の
人
び
と

と
共
に
、
大
い
な
る
救
い
の
中
に
生
き

往
く
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
。
こ
れ
を

決
定
往
生
と
い
い
ま
す
。

縁
あ
っ
て
開
宗
九
百
年
記
念
・
大
通

上
人
三
百
回
御
遠
忌
の
佳
節
に
め
ぐ
り

会
っ
た
私
た
ち
は
、
今
こ
そ
声
高
ら
か

に
念
仏
唱
和
の
鉦
を
力
強
く
打
鳴
ら
し
、

わ
が
足
許
を
、
さ
ら
に
は
私
た
ち
の
周

囲
を
、
光
り
輝
く
楽
土
に
し
た
い
も
の

で
あ
り
ま
す
。

〝
念
仏
は
暗
闇
を
照
ら
す
光
明
で
あ

る
〞私

た
ち
一
人
ひ
と
り
が
光
明
を
点
じ

る
人
で
あ
る
こ
と
を
心
に
銘
記
し
て
、

御
遠
忌
の
報
恩
行
に
い
そ
し
も
う
で
は

あ
り
ま
せ
ん
か
。

融
通
念
佛
宗
宗
務
総
長

五
月
二
日
の
洋
舞
と
は
、
ミ
ュ
ー
ジ

カ
ル
な
ど
で
よ
く
見
る
ダ
ン
ス
で
欧
米

の
バ
レ
エ
や
ジ
ャ
ズ
ダ
ン
ス
な
ど
の
総

称
で
す
。
今
回
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン

で
は
、
夢
の
お
つ
げ
に
従
い
冒
険
の
旅

に
出
る
若
者
の
奮
闘
記
を
ダ
ン
ス
シ
ー

ン
で
綴
り
ま
す
。
後
半
の
ダ
ン
ス
シ
ョ

ー
で
は
四
季
折
々
の
妖
精
達
が
軽
や
か

に
踊
り
ま
す
。
　

五
月
三
日
、
七
日
の
ペ
ル
シ
ャ
伝
統

楽
器
サ
ン
ト
ゥ
ー
ル
は
、
数
千
年
の
歴

史
を
持
ち
ま
す
。
悠
久
の
ペ
ル
シ
ャ
を

雅
で
エ
キ
ゾ
チ
ッ
ク
で
あ
り
な
が
ら
透

明
感
の
あ
る
音
色
を
奏
で
ま
す
。
今
回

テ
ヘ
ラ
ン
生
ま
れ
の
サ
ン
ト
ゥ
ー
ル
の

第
一
人
者
を
招
き
、
二
千
年
の
歴
史
を

口
伝
で
伝
承
さ
れ
て
来
た
仏
教
音
楽
声

明
と
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
で
す
。
ど

う
か
悠
久
の
時
間
を
お
楽
し
み
く
だ
さ

い
。

五
月
二
日
、三
日
、七
日
午
前
十
時
三
十
分
〜
十
一
時
三
十
分

融
通
声
明
研
究
会

声
明
と
天
女
の
舞
を
思
わ
せ
る
物
語
風
ダ
ン
ス
シ
ョ
ー

声
明
と
歴
史
あ
る
ペル
シ
ャ
伝
統
楽
器
サ
ン
ト
ゥ
ー
ル

融
通
声
明
コ
ン
サ
ー
ト

今
年
は
開
宗
九
百
年
記
念
・
大
通
上

人
三
百
回
御
遠
忌
に
あ
た
り
慶
讃
歌

『
法
の
よ
ろ
こ
び
』
を
奉
納
さ
せ
て
頂

き
ま
す
。
仏
教
讃
歌
、
メ
ッ
セ
ー
ジ
ソ

ン
グ
と
共
に
今
回
は
ご
参
詣
の
皆
様
と

ご
一
緒
に
『
ふ
る
さ
と
』
を
合
唱
さ
せ

て
頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
ど
う

ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
次
に
私
達
、
聖
歌
隊
を
ご
指
導
頂
い

て
お
り
ま
す
声
楽
家
　
河
田
早
紀
先
生

（
ピ
ア
ノ
伴
奏
　
　
木
寿
美
代
先
生
）

の
独
唱
が
ご
ざ
い
ま
す
。
再
興
大
通
上

人
三
百
回
忌
奉
讃
歌
『
生
命
燃
ゆ
』
他
、

堂
内
の
皆
様
の
心
の
中
に
語
り
か
け
響

き
わ
た
る
事
と
思
い
ま
す
。
一
日
と
六

日
十
時
半
よ
り
奉
納
致
し
ま
す
の
で
ど

う
ぞ
ご
参
拝
下
さ
い
ま
せ
。

仏
教
讃
歌
奉
納

五
月
一
日
　
午
前
十
時
三
十
分
〜
十
一
時
三
十
分

五
月
六
日
　
午
前
十
時
三
十
分
〜
十
一
時
三
十
分

融
通
念
佛
宗
聖
歌
隊

我
々
楽
役
（
楽
融
会
）
は
、
総
本
山

や
末
寺
等
の
行
事
に
於
い
て
、
儀
式
の

円
滑
な
進
行
を
促
し
、
人
の
死
を
悼
み
、

ご
家
族
や
ご
親
族
の
お
心
を
お
慰
め
し
、

尚
且
つ
、
儀
式
の
荘
厳
を
目
的
と
し
、

鋭
意
奏
楽
さ
せ
て
頂
い
て
お
り
ま
す
。

特
筆
す
べ
き
は
、
総
本
山
大
念
佛
寺
直

属
の
雅
楽
団
体
で
あ
り
、
そ
の
会
員
全

員
が
、
融
通
念
佛
宗
在
籍
の
僧
侶
で
あ

る
と
い
う
こ
と
で
す
。

さ
て
、
お
陰
様
で
毎
回
満
堂
の
参
詣
者
に
楽
し
ん
で
頂
き
、

好
評
を
博
し
て
い
る
演
奏
会
で
す
が
、

今
回
の
演
奏
曲
目
は
、

第
一
部
は
【
管
絃
】
平
調
音
取
・
鶏
徳
・
陪
臚

第
二
部
は
【
舞
楽
】
迦
陵
頻
・
還
城
楽
で
す
。

万
部
法
要
の
ひ
と
時
に
、
雅
な
平
安
の
調
べ
に
浸
っ
て
頂
き
、

皆
様
方
の
お
心
が
少
し
で
も
癒
さ
れ
れ
ば
幸
甚
に
存
じ
ま
す
。

五
月
四
日
　
午
前
十
時
三
十
分
〜
十
一
時
三
十
分

融
通
念
佛
宗
青
年
会
　会
長
　
吉
　
村
　
明
　
山

雅
の
ハ
ー
モ
ニ
ー楽

融
会

青
年
会
だ
よ
り

落
語
会
と
ぬ
り
え
展
示
の
お
知
ら
せ

一
人
一
切
人
　
一
切
人
一
人
　
一
行

一
切
行
　
一
切
行
一
行
　
是
名
他
力
往

生
、
十
界
一
念
　
融
通
念
佛
　
億
百

万
遍
　
功
徳
円
満

約
九
百
年
前
、
宗
祖
良
忍
上
人
が
阿

弥
陀
様
か
ら
お
念
仏
と
共
に
授
け
ら
れ

た
御
文
で
す
。

私
達
は
世
界
中
の
人
々
と
、
お
互
い

生
か
し
生
か
さ
れ
て
い
ま
す
。
共
々
に

唱
え
る
念
仏
を
通
じ
て
そ
の
事
に
気
付

き
、
感
謝
し
、
喜
べ
る
こ
と
が
出
来
た

な
ら
、
こ
の
世
は
感
謝
と
喜
び
に
溢
れ

た
素
晴
ら
し
い
世
界
に
な
る
で
し
ょ
う
。

青
年
会
で
は
開
宗
九
百
年
を
迎
え
る

に
あ
た
り
、
多
く
の
人
々
が
共
に
笑
い
、

楽
し
め
る
落
語
会
を
開
催
さ
せ
て
頂
く

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

日
　
　
時
　
五
月
四
日
　
十
八
時
開
場
　 

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
十
八
時
三
十
分
開
演

場
　
　
所
　
瑞
祥
閣

出
演
者
　桂
小
枝
、
笑
福
亭
純
瓶
、
桂
坊
枝
、
林
家
染
八

　
　
　
　
（
都
合
に
よ
り
変
更
あ
り
）

入
場
無
料
（
先
着
百
名
）

落
語
会
を
通
じ
て
、
少
し

で
も
多
く
の
人
が
、
共
に
喜

び
合
え
る
事
を
心
よ
り
祈
念

い
た
し
ま
す
。

又
、
毎
年
好
評
を
頂
い
て

お
り
ま
す
「
ぼ
さ
つ
さ
ま
ぬ

り
え
」
も
御
遠
忌
法
要
期
間

中
、
毘
沙
門
堂
に
お
い
て
展

示
を
行
い
ま
す
。

九
百
年
の
歴
史
を
、

次
の
世
代
へ
と
引
き
継

ぐ
た
め
に
、
青
年
会
で

は
こ
れ
か
ら
も
研
修
会

を
は
じ
め
と
す
る
様
々

な
活
動
を
通
し
て
研
鑽

を
重
ね
て
い
く
所
存
で

す
。

ぼ
ん
の
う

こ
と
ば

わ
ず

け
が

ま
ど

も
う

ね
ん

わ
く
　

し

ず
い
め
ん

み
ん（
め
ん
）

て
ん

け
ん

と
ん

し
ん

ち

ま
ん

ぎ
　
　
じ
ゃ

け
ん

む
し
ば

じ
っ
て
ん

く
し
ゃ
ろ
ん

げ
ん
に

び
ぜ
っ
し
ん
に

し
き
し
ょ
う
こ
う
み
そ
く
ほ
う

ろ
っ
こ
ん

び
ょ
う

お

せ
ん

じ
ょ
う

し
た
い

め

ぼ
う
だ
い

や
み
じ

い
と

ご
う

し
ゅ
う
じ
み
ょ
う

ぜ
い
じ
ゃ
く

し
ゅ
じ
ょ
う

そ
う
た
ん

そ
う
こ
う

ぎ
ょ
う

じ
ん
み
ら
い
さ
い

け
ん
ご

あ
た
た

け
つ
じ
ょ
う
お
う
じ
ょ
う

か
せ
つ

大通上人直筆名号

大通上人遺像

じ
　り
き
　
　
も
ろ

が
く
や
く
　

が
く
ゆ
う
か
い

い
た

の
り

み
や
び

な
ぐ
さ

か
ん
げ
ん
　
ひ
ょ
う
じ
ょ
う
の
ね
と
り
　　
け
い
と
く

　

　ば
い
ろ

ぶ
が
く
　
　か
り
ょ
う
び
ん

げ
ん
じ
ょ
う
ら
く

し
ょ
う
ご
ん

（7）第72号 平成27年4月 （2）第72号 平成27年4月



だ い ね ん ぶ つ だ い ね ん ぶ つ

万
部
法
要
二
十
五
菩
薩
名
並
び
持
物

一二三四五六七八九十十
一

十
二

十
三

十
四

十
五

十
六

十
七

十
八

十
九

二
十

二
十
一

二
十
二

二
十
三

二
十
四

二
十
五

紫
蓮
台

金
剛
合
掌

幢
幡

玉
幡

幡
蓋瑟

拍
子
板

鉦
鼓

腰
鼓笙横

笛
篳
篥

箜
篌

琵
琶

鳳
簫

銅
鑼

羯
鼓

振
鼓

太
鼓

華
鬘

華
幢

寶
幢

供
華

香
炉

し
れ
ん
だ
い

こ
ん
ご
う
が
っ
し
ょ
う

ど
う
ば
ん

ぎ
ょ
く
ば
ん

ば
ん
が
い

ひ
つ

ひ
ょ
う
し
ば
ん

し
ょ
う
こ

よ
う
こ

し
ょ
う

お
う
て
き

ひ
ち
り
き

は
ち

く
　
ご

び
　
わ

ほ
う
し
ょ
う

ど
　
ら

か
っ
こ

し
ん
こ

た
い
こ

け
ま
ん

け
ど
う

ほ
う
ど
う

く
　
げ

こ
う
ろ

観
世
音
菩
薩

勢

至

菩

薩

薬

王

菩

薩

薬

上

菩

薩

普

賢

菩

薩

金

蔵

菩

薩

獅
子
吼
菩
薩

華
厳
王
菩
薩

虚
空
蔵
菩
薩

徳

蔵

菩

薩

寶

蔵

菩

薩

法
自
在
菩
薩

金
剛
蔵
菩
薩

山
海
慧
菩
薩

光
明
王
菩
薩

陀
羅
尼
菩
薩

衆
宝
王
菩
薩

日
照
王
菩
薩

月
光
王
菩
薩

定
自
在
王
菩
薩

三
昧
王
菩
薩

大
自
在
王
菩
薩

白
象
王
菩
薩

大
威
徳
王
菩
薩

無
辺
身
菩
薩

か

ん

ぜ

お

ん

ぼ

さ

つ

せ

い

し

ぼ

さ

つ

や

く

お

う

ぼ

さ

つ

や

く

じ

ょ

う

ぼ

さ

つ

ふ

げ

ん

ぼ

さ

つ

こ

ん

ぞ

う

ぼ

さ

つ

し

し

く

ぼ

さ

つ

け

ご

ん

お

う

ぼ

さ

つ

こ

く

う

ぞ

う

ぼ

さ

つ

と

く

ぞ

う

ぼ

さ

つ

ほ

う

ぞ

う

ぼ

さ

つ

ほ

う

じ

ざ

い

ぼ

さ

つ

こ

ん

ご

う

ぞ

う

ぼ

さ

つ

さ

ん

か

い

え

ぼ

さ

つ

こ
う
み
ょ
う
お
う
ぼ
さ
つ

だ

ら

に

ぼ

さ

つ

し

ゅ

ほ

う

お

う

ぼ

さ

つ

に
っ
し
ょ
う
お
う
ぼ
さ
つ

が
っ
こ

う

お

う

ぼ

さ

つ

じ
ょ
う
じ
ざ
い
お
う
ぼ
さ
つ

ざ

ん

ま

い

お

う

ぼ

さ

つ

だ
い
じ
ざ
い
お
う
ぼ
さ
つ

び
ゃ
く
ぞ
う
お
う
ぼ
さ
つ

だ
い
い
と
く
お
う
ぼ
さ
つ

む

へ

ん

し

ん

ぼ

さ

つ
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大
通
上
人
の
元
禄
時
代
よ
り
、
練

り
供
養
で
使
用
さ
れ
て
お
り
ま
す
菩

薩
の
面
、
持
物
が
開
宗
九
百
年
記

念
・
大
通
上
人
三
百
回
御
遠
忌
大
法

要
に
合
わ
せ
て
新
調
、
修
復
さ
れ
ま

し
た
。

菩
薩
面
は
元
禄
時
代
の
面
の
破
損

を
避
け
る
た
め
に
良
忍
上
人
八
百
五

十
回
御
遠
忌
法
要
（
昭
和
五
十
六

年
）
の
時
に
十
五
面
が
、
当
時
日
本

最
高
の
能
面
師
、
高
野
唯
閑
氏
に
よ

っ
て
新
た
に
制
作
さ
れ
ま
し
た
。
今

回
高
野
氏
の
弟
子
に
あ
た
る
能
面
師

寺
井
一
佑
氏
に
残
り
十
面
の
制
作
を

お
願
い
し
、
二
十
五
面
完
成
の
運
び

と
な
り
ま
し
た
。

菩
薩
様
の
持
物
は
、
紫
蓮
台
（
観
世

音
菩
薩
）
を
は
じ
め
幢
幡
（
薬
王
菩

薩
）
瑟
（
金
蔵
菩
薩
）
拍
子
板
（
獅
子

吼
菩
薩
）
鉦
鼓
（
華
厳
王
菩
薩
）
腰
鼓

（
虚
空
蔵
菩
薩
）
箜
篌
（
山
海
慧
菩

薩
）
羯
鼓
（
日
照
王
菩
薩
）
振
鼓
（
月

光
王
菩
薩
）
太
鼓
（
定
自
在
王
菩
薩
）

華
鬘
（
三
昧
王
菩
薩
）
華
幢
（
大
自
在

王
菩
薩
）
香
炉
（
無
辺
身
菩
薩
）
が
修

復
さ
れ
、
ま
た
有
志
の
方
々
に
よ
り
、

笙
（
徳
蔵
菩
薩
）
篳
篥
（
法
自
在
菩

薩
）
琵
琶
（
光
明
王
菩
薩
）
横
笛
（
寳

蔵
菩
薩
）
な
ど
が
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。

と
て
も
有
難
い
こ
と
で
す
。

本
年
は
大
法
要
に
あ
た
り
二
十
五
菩

薩
と
供
に
、
特
別
に
地
蔵
菩
薩
が
練
り

供
養
に
出
ら
れ
ま
す
。
新
調
さ
れ
ま
し

た
菩
薩
面
、
修
復
さ
れ
ま
し
た
持
物
を

ご
覧
頂
き
ま
す
と
と
も
に
極
楽
浄
土
の

世
界
を
体
験
し
て
下
さ
い
。

さ
て
、
こ
の
御
遠
忌
法
要
で
の
ス
ロ

ー
ガ
ン
は
「
念
仏
は
暗
闇
を
照
ら
す
光

明
で
あ
る
」
で
す
。
お
念
仏
を
称
え
る

と
は
、
「
南
無
阿
弥
陀
仏
」
と
称
え
る

事
で
す
。
こ
の
念
仏
を
称
え
る
と
あ
り

が
た
い
功
徳
が
生
ま
れ
ま
す
。
亡
き
人

の
た
ま
し
い
を
安
ら
ぎ
の
世
界
に
導
く

と
と
も
に
、
諸
仏
、
諸
菩
薩
、
諸
天
善

神
の
御
守
護
を
い
た
だ
く
事
が
で
き
ま

す
。と

こ
ろ
で
、
こ
の
あ
り
が
た
い
お
念

仏
を
毎
日
称
え
て
い
ま
す
か
。
日
々
の

生
活
で
、
用
事
に
追
わ
れ
お
念
仏
を
称

え
る
時
間
が
持
て
な
い
等
と
、
誰
も
聞

い
て
い
な
い
の
に
自
分
自
身
に
言
い
訳

を
し
て
い
ま
せ
ん
か
。
お
念
仏
を
称
え

れ
ば
、
せ
っ
か
く
有
り
難
い
功
徳
を
い

た
だ
け
る
の
に
、
も
っ
た
い
な
い
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

し
か
も
お
ど
ろ
い
た
こ
と
に
、
融
通

念
仏
で
は
、
自
分
の
称
え
た
念
仏
の
功

徳
と
他
の
人
が
称
え
た
念
仏
の
功
徳
が

相
互
に
融
け
あ
い
、
一
体
と
な
っ
て
お

お
き
な
功
徳
が
い
た
だ
け
ま
す
。
融
通

念
仏
と
は
、
こ
の
上
な
い
有
り
難
い
お

念
仏
な
の
で
す
。

こ
の
御
遠
忌
法
要
で
は
、
皆
様
と
一

緒
に
本
堂
に
て
お
念
仏
を
称
え
る
機
会

を
設
け
て
お
り
ま
す
。
毎
日
九
時
三
十

分
の
前
行
の
あ
と
日
課
念
仏
と
い
い
ま

し
て
、
皆
様
と
一
緒
に
お
念
仏
を
百
遍

称
え
ま
す
。
又
、
午
後
か
ら
の
お
ね
り

で
は
二
十
五
菩
薩
が
本
堂
に
入
ら
れ
て

か
ら
の
お
勤
め
で
、
皆
様
と
一
緒
に
お

勤
め
を
す
る
機
会
を
も
う
け
て
お
り
ま

す
。
こ
の
有
り
難
い
お
念
仏
を
、
出
来

る
だ
け
た
く
さ
ん
の
皆
様
と
一
緒
に
称

え
、
た
く
さ
ん
の
功
徳
を
い
た
だ
き
ま

し
ょ
う
。
そ
し
て
世
の
人
々
み
ん
な
が

平
和
で
笑
っ
て
暮
ら
せ
る
社
会
を
つ
く

り
ま
し
ょ
う
。

追
記

尚
、
前
述
の
通
り
に
午
後
の
御
渡
り

の
あ
と
本
堂
に
於
い
て
、
一
般
参
詣
の

皆
様
と
一
緒
に
お
勤
め
を
行
い
ま
す
。

そ
の
際
に
、
こ
の
お
勤
め
に
ご
参
加
し

て
頂
い
た
け
る
方
に
は
、
「
在
家
勤
行

式
略
課
誦
」
を
記
念
品
と
し
て
差
し
上

げ
ま
す
の
で
、
奮
っ
て
本
堂
に
ご
参
列

く
だ
さ
い
。
又
、
勤
行
の
最
後
ま
で
本

堂
に
参
詣
し
て
頂
い
た
方
に
は
記
念
品

と
し
て
「
散
華
」
も
差
し
上
げ
ま
す
。

こ
の
度
、
融
通
念
佛
宗
開
宗
九
百
年

記
念
・
大
通
上
人
三
百
回
御
遠
忌
　
大

法
要
に
て
、
地
域
の
物
産
展
と
ご
一
緒

に
東
北
復
興
支
援
物
産
展
を
開
催
さ
せ

て
頂
く
事
に
な
り
ま
し
た
。
　
　
　
　

　
「
仏
教
災
害
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」

は
宗
派
を
超
え
て
、
寺
院
と
と
も
に
災

害
支
援
を
目
的
と
し
て
活
動
し
て
お
り

ま
す
。
現
在
、
「
東
日
本
大
震
災
」
の

復
興
支
援
を
行
い
、
そ
の
ひ
と
つ
に
宮

城
県
石
巻
市
と
女
川
町
沿
岸
部
の
被
災

さ
れ
た
工
場
の
商
品
を
、
寺
院
行
事
の

時
に
販
売
さ
せ
て
頂
い
て
お
り
ま
す
。

二
〇
一
四
年
度
は
、
そ
の
販
売
収
益
と

募
金
を
「
石
巻
ひ
が
し
保
育
園
」
の
運

営
費
支
援
と
、
被
災
者
の
皆
様
を
元
気

づ
け
る
為
の
落
語
会
開
催
費
用
、
ま
た
、

現
地
で
支
援
活
動
を
行
う
非
営
利
団
体

へ
の
資
金
援
助
等
に
使
わ
さ
せ
て
頂
き

ま
し
た
。

し
か
し
、
復
興
に
つ
い
て
は
ま
だ
ま

だ
時
間
を
要
し
ま
す
。
現
地
の
方
か
ら

は
、
「
水
産
加
工
会
社
の
再
建
が
遅
れ

て
い
る
の
で
主
力
商
品
の
販
売
が
苦
し

い
」
「
以
前
の
借
入
と
震
災
後
の
補
助

金
の
返
済
が
始
ま
っ
た
の
で
今
か
ら
が

大
変
」
「
店
舗
を
開
店
し
た
が
周
辺
の

家
が
無
く
な
っ
た
の
で
買
い
に
来
る
人

が
い
な
い
」
等
、
厳
し
い
状
況
を
聞
か

せ
て
頂
い
た
と
同
時
に
「
一
回
限
り
で

は
無
く
継
続
し
て
商
品
を
購
入
し
て
も

ら
え
る
の
は
大
変
有
難
い
」
と
の
お
言

葉
も
頂
戴
致
し
ま
し
た
。
今
回
の
御
遠

忌
法
要
で
も
、
皆
様
の
ご
協
力
を
賜
れ

ば
幸
甚
で
す
。

何
卒
、
宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。 山

門
右
側
（
北
側
）
に
あ
る
宝

物
館
に
て
大
通
上
人
展
及
び
写
真

展
を
実
施

大
通
上
人
ゆ
か
り
の
品
（
直
筆
名
号

等
）
及
び
戦
前
ま
で
の
本
宗
ゆ
か
り
の

風
景
写
真
を
展
示
し
て
お
り
ま
す
。

山
門
左
側
（
南
側
）
に
あ
る
お

茶
所
に
て
毎
日
実
施

東
日
本
大
震
災
復
興
展
や
大
和
を
中

心
に
し
た
地
域
物
産
展
を
実
施
し
て
い

ま
す
。
産
地
直
送
の
珍
し
い
特
産
品
等

が
販
売
さ
れ
ま
す
。

菩
薩
役
長
　
本
覚
寺
　
大
　
東
　
良
　
弘

　
寺
　
井
　
一
　
祐

菩
薩
面
新
調
さ
れ
る
！！

菩
薩
面
の
制
作
に
あ
た
っ
て

法
要
イ
ベ
ン
ト

御
遠
忌
法
要
行
事
紹
介

地
域
物
産
展

御
遠
忌

　
特
別
展
示

郷
土
芸
能

　
奉
納

も
う
既
に
ご
覧
に
な
ら
れ
た
方
も
多

い
と
思
い
ま
す
が
、
Ｄ
Ｖ
Ｄ
「
ほ
と
け

の
ひ
か
り
」
は
、
御
遠
忌
を
記
念
し
て

制
作
さ
れ
ま
し
た
。
融
通
念
佛
宗
の
教

え
や
歴
史
、
大
念
佛
寺
の
年
中
行
事
を

イ
ラ
ス
ト
や
絵
巻
等
を
用
い
て
誰
で
も

が
楽
し
め
る
よ
う
に
構
成
し
て
お
り
ま

す
。
是
非
、
ご
家
族
揃
っ
て
ご
覧
く
だ

さ
い
。
尚
、
こ
の
Ｄ
Ｖ
Ｄ
「
ほ
と
け
の

ひ
か
り
」
は
、
国
立
図
書
館
や
大
阪
府

立
中
央
図
書
館
、
中
之
島
図
書
館
で
も

視
聴
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

Ｄ
Ｖ
Ｄ「
ほ
と
け
の
ひ
か
り
」

東
北
復
興
支
援

　
物
産
展
に
つ
い
て

前
行
と
日
課
念
仏
　

毎
日
午
前
九
時
三
十
分
か
ら
本
堂
に
て
勤
修

在
家
勤
行
式 

　 

毎
日
午
後
二
時
頃
か
ら
午
後
三
時
頃

（
あ
く
ま
で
も
目
安
の
時
間
で
す
）本
堂
に
て
勤
修

仏
教
災
害
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
　
石
　
田
　
　
歩

だ
い 

ほ
う

 

え

あ
　
み
　
だ
き
ょ
う
ま
ん
　
ぶ
　
ど
く
じ
ゅ

ぼ
　
さ
つ
し
ょ
う
じ
ゅ
ら
い
ご
う
　
えし

ょ
う
じ
ゅ
ら
い
ご
う
　
え

ほ
う
み
ょ
う
し
ょ
う
に
ん

ぎ
ょ
う
ぎう   

え
ん
　
む
　
え
ん

ぎ
ょ
う
か
い
し
ょ
う
に
んま

ん
　
ぶ
　
え

ら
い
ご
う
　
ず

む
か
え
こ
う

お
う
じ
ょ
う
こ
う

ま
ん
　
ぶ

平
野
の
「
万
部
」
あ
る
い
は
「
万
部
お
ね

り
」
と
し
て
親
し
ま
れ
て
い
る
こ
の
大
法
会

は
、
正
式
に
は
「
阿
弥
陀
経
万
部
読
誦
・
二

十
五
菩
薩
聖
聚
来
迎
会
」
と
い
い
ま
す
。

八
世
紀
頃
（
平
安
時
代
）
か
ら
、
人
々
の

間
に
極
楽
浄
土
に
往
生
し
た
い
と
い
う
願
望

が
広
ま
り
、
来
迎
図
が
盛
ん
に
描
か
れ
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
欲
求
は
さ
ら
に
菩

薩
の
面
や
衣
装
を
身
に
つ
け
、
往
生
の
実
体

験
を
試
み
る
と
こ
ろ
ま
で
発
展
し
て
い
き
ま

し
た
。
迎
講
・
往
生
講
な
ど
と
い
わ
れ
る
も

の
で
す
。
こ
れ
を
「
聖
聚
来
迎
会
」
と
い
い

ま
す
。

大
念
佛
寺
に
お
け
る
「
聖
聚
来
迎
会
」
の

起
源
は
、
第
七
世
法
明
上
人
（
一
二
七
九
〜

一
三
四
九
）
が
臨
終
の
行
儀
を
ま
の
あ
た
り

拝
し
た
い
と
考
え
、
菩
薩
の
面
や
衣
装
を
し

つ
ら
え
最
晩
年
の
貞
和
五
年
（
一
三
四
九
）

春
、
自
ら
行
者
と
な
っ
て
来
迎
の
儀
式
を
執

り
行
っ
た
こ
と
に
始
ま
り
ま
す
。

近
世
に
入
り
明
和
六
年（
一
七
六
九
）第
四

十
九
世
尭
海
上
人
の
と
き
、
阿
弥
陀
経
一
万

部
を
読
誦
し
て
檀
信
徒
と
有
縁
無
縁
諸
霊
の

追
善
を
祈
っ
て
万
部
会
が
創
始
さ
れ
ま
し

た
。こ

の
二
つ
の
法
会
が
合
体
し
て
今
日
に
及

ん
で
い
る
の
が「
万
部
お
ね
り
」の
儀
式
で
す
。

一
年
間
の
闘
病
生
活
を
経
て
妻
が
亡

く
な
っ
た
の
は
平
成
二
十
五
年
の
四
月

で
し
た
。
あ
と
か
た
づ
け
を
終
え
て
、

ほ
っ
と
し
て
い
た
時
に
、
大
念
佛
寺
の

菩
薩
役
の
方
か
ら
「
万
部
お
ね
り
」
に

使
用
さ
れ
る
菩
薩
面
の
新
調
の
お
話
が

あ
り
ま
し
た
。

私
の
師
匠
で
あ
る
高
野
唯
閑
先
生
が

三
十
数
年
前
に
十
五
面
を
制
作
さ
れ
、

今
回
あ
と
十
面
を
私
に
ま
か
せ
て
頂
く

事
と
な
り
ま
し
た
。
檜
材
の
調
達
や
桐

箱
へ
の
納
め
具
合
な
ど
、
普
段
に
は
な

い
事
な
の
で
、
慎
重
に
準
備
を
し
て
い

き
ま
し
た
。
大
念
佛
寺
に
伝
わ
る
江
戸

時
代
の
菩
薩
面
二
十
五
面
も
拝
見
す
る

機
会
を
得
て
、
身
の
引
き
締
ま
る
思
い

で
し
た
。
そ
の
年
の
十
月
に
は
京
都
の

「
龍
谷
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
」
で
開
催
さ
れ
て
い
た

「
極
楽
へ
の
い
ざ
な
い
」
（
練
り
供
養
を
め
ぐ
る

美
術
）
の
展
示
を
拝
見
し
、
阿
弥
陀
如
来
と
そ
の

一
行
の
お
迎
え
を
待
つ
臨
終
観
に
つ
い
て
、
絵
画

や
彫
刻
の
中
に
そ
の
あ
り
が
た
み
を
感
じ
と
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

翌
年
の
五
月
に
は
、
実
際
に
「
万
部

お
ね
り
」
を
拝
見
し
、
「
来
迎
会
」
を

目
の
当
り
に
で
き
た
こ
と
に
感
動
し
ま

し
た
。
制
作
に
あ
た
っ
て
は
、
菩
薩
役

の
方
々
の
体
格
が
大
き
く
な
っ
て
い
る

為
に
、
面
の
寸
法
の
変
更
や
、
使
用
し

や
す
く
す
る
為
に
目
の
穴
や
口
の
開
け

方
等
、
工
夫
し
た
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
し

た
。し

か
し
、
や
は
り
「
表
情
」
が
い
ち

ば
ん
難
し
く
、
一
気
に
は
進
め
ら
れ
ず
、

迷
い
が
お
き
て
度
々
立
ち
止
ま
っ
て
し

ま
っ
た
の
で
す
が
、
心
の

中
の
亡
き
妻
を
思
い
出
し
、

気
を
落
ち
つ
け
て
仕
事
を

続
け
、
や
っ
と
完
成
の
運

び
と
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
末
永
く

「
お
ね
り
」
に
加
わ
り
、

皆
様
に
極
楽
の
雰
囲
気
を

感
じ
て
頂
け
る
よ
う
祈
っ

て
お
り
ま
す
。

て
ら
　
　
い
　
　
　
い
ち
ゆ
う

た
か
の
ゆ
い
か
ん

ま

た
か
の
ゆ
い
か
ん

じ
も
つ

し
れ
ん
だ
い

ど
う
ば
ん

ひ
つ

ひ
ょ
う
し
ば
ん

し
ょ
う
こ

よ
う
こ

か
っ
こ

し
ん
こ

け
ま
ん

た
い
こ

け
ど
う

こ
う
ろ

し
ょ
う

く
　
ご

ひ
ち
り
き

お
う
て
き

び
　
わ

「
万
部
お
ね
り
」の
い
わ
れ

本
堂
南
側
　
瑞
祥
閣
ベ
ラ
ン
ダ

に
て
午
後
十
二
時
四
十
分
頃
か
ら

毎
日
実
施

郷
土
芸
能
で
あ
る
和
太
鼓
や
民
謡
な

ど
を
披
露
奉
納
し
ま
す
。
是
非
、
お
楽

し
み
く
だ
さ
い
。

新調された菩薩面

だ い ね ん ぶ つ だ い ね ん ぶ つ

万
部
法
要
二
十
五
菩
薩
名
並
び
持
物

一二三四五六七八九十十
一

十
二

十
三

十
四

十
五

十
六

十
七

十
八

十
九

二
十

二
十
一

二
十
二

二
十
三

二
十
四

二
十
五

紫
蓮
台

金
剛
合
掌

幢
幡

玉
幡

幡
蓋瑟

拍
子
板

鉦
鼓

腰
鼓笙横

笛
篳
篥

箜
篌

琵
琶

鳳
簫

銅
鑼

羯
鼓

振
鼓

太
鼓

華
鬘

華
幢

寶
幢

供
華

香
炉

し
れ
ん
だ
い

こ
ん
ご
う
が
っ
し
ょ
う

ど
う
ば
ん

ぎ
ょ
く
ば
ん

ば
ん
が
い

ひ
つ

ひ
ょ
う
し
ば
ん

し
ょ
う
こ

よ
う
こ

し
ょ
う

お
う
て
き

ひ
ち
り
き

は
ち

く
　
ご

び
　
わ

ほ
う
し
ょ
う

ど
　
ら

か
っ
こ

し
ん
こ

た
い
こ

け
ま
ん

け
ど
う

ほ
う
ど
う

く
　
げ

こ
う
ろ

観
世
音
菩
薩

勢

至

菩

薩

薬

王

菩

薩

薬

上

菩

薩

普

賢

菩

薩

金

蔵

菩

薩

獅
子
吼
菩
薩

華
厳
王
菩
薩

虚
空
蔵
菩
薩

徳

蔵

菩

薩

寶

蔵

菩

薩

法
自
在
菩
薩

金
剛
蔵
菩
薩

山
海
慧
菩
薩

光
明
王
菩
薩

陀
羅
尼
菩
薩

衆
宝
王
菩
薩

日
照
王
菩
薩

月
光
王
菩
薩

定
自
在
王
菩
薩

三
昧
王
菩
薩

大
自
在
王
菩
薩

白
象
王
菩
薩

大
威
徳
王
菩
薩

無
辺
身
菩
薩

か

ん

ぜ

お

ん

ぼ

さ

つ

せ

い

し

ぼ

さ

つ

や

く

お

う

ぼ

さ

つ

や

く

じ

ょ

う

ぼ

さ

つ

ふ

げ

ん

ぼ

さ

つ

こ

ん

ぞ

う

ぼ

さ

つ

し

し

く

ぼ

さ

つ

け

ご

ん

お

う

ぼ

さ

つ

こ

く

う

ぞ

う

ぼ

さ

つ

と

く

ぞ

う

ぼ

さ

つ

ほ

う

ぞ

う

ぼ

さ

つ

ほ

う

じ

ざ

い

ぼ

さ

つ

こ

ん

ご

う

ぞ

う

ぼ

さ

つ

さ

ん

か

い

え

ぼ

さ

つ

こ
う
み
ょ
う
お
う
ぼ
さ
つ

だ

ら

に

ぼ

さ

つ

し

ゅ

ほ

う

お

う

ぼ

さ

つ

に
っ
し
ょ
う
お
う
ぼ
さ
つ

が
っ
こ

う

お

う

ぼ

さ

つ

じ
ょ
う
じ
ざ
い
お
う
ぼ
さ
つ

ざ

ん

ま

い

お

う

ぼ

さ

つ

だ
い
じ
ざ
い
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う
ぼ
さ
つ

び
ゃ
く
ぞ
う
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う
ぼ
さ
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だ
い
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と
く
お
う
ぼ
さ
つ

む

へ

ん

し

ん

ぼ

さ

つ
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大
通
上
人
の
元
禄
時
代
よ
り
、
練

り
供
養
で
使
用
さ
れ
て
お
り
ま
す
菩

薩
の
面
、
持
物
が
開
宗
九
百
年
記

念
・
大
通
上
人
三
百
回
御
遠
忌
大
法

要
に
合
わ
せ
て
新
調
、
修
復
さ
れ
ま

し
た
。

菩
薩
面
は
元
禄
時
代
の
面
の
破
損

を
避
け
る
た
め
に
良
忍
上
人
八
百
五

十
回
御
遠
忌
法
要
（
昭
和
五
十
六

年
）
の
時
に
十
五
面
が
、
当
時
日
本

最
高
の
能
面
師
、
高
野
唯
閑
氏
に
よ

っ
て
新
た
に
制
作
さ
れ
ま
し
た
。
今

回
高
野
氏
の
弟
子
に
あ
た
る
能
面
師

寺
井
一
佑
氏
に
残
り
十
面
の
制
作
を

お
願
い
し
、
二
十
五
面
完
成
の
運
び

と
な
り
ま
し
た
。

菩
薩
様
の
持
物
は
、
紫
蓮
台
（
観
世

音
菩
薩
）
を
は
じ
め
幢
幡
（
薬
王
菩

薩
）
瑟
（
金
蔵
菩
薩
）
拍
子
板
（
獅
子

吼
菩
薩
）
鉦
鼓
（
華
厳
王
菩
薩
）
腰
鼓

（
虚
空
蔵
菩
薩
）
箜
篌
（
山
海
慧
菩

薩
）
羯
鼓
（
日
照
王
菩
薩
）
振
鼓
（
月

光
王
菩
薩
）
太
鼓
（
定
自
在
王
菩
薩
）

華
鬘
（
三
昧
王
菩
薩
）
華
幢
（
大
自
在

王
菩
薩
）
香
炉
（
無
辺
身
菩
薩
）
が
修

復
さ
れ
、
ま
た
有
志
の
方
々
に
よ
り
、

笙
（
徳
蔵
菩
薩
）
篳
篥
（
法
自
在
菩

薩
）
琵
琶
（
光
明
王
菩
薩
）
横
笛
（
寳

蔵
菩
薩
）
な
ど
が
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。

と
て
も
有
難
い
こ
と
で
す
。

本
年
は
大
法
要
に
あ
た
り
二
十
五
菩

薩
と
供
に
、
特
別
に
地
蔵
菩
薩
が
練
り

供
養
に
出
ら
れ
ま
す
。
新
調
さ
れ
ま
し

た
菩
薩
面
、
修
復
さ
れ
ま
し
た
持
物
を

ご
覧
頂
き
ま
す
と
と
も
に
極
楽
浄
土
の

世
界
を
体
験
し
て
下
さ
い
。

さ
て
、
こ
の
御
遠
忌
法
要
で
の
ス
ロ

ー
ガ
ン
は
「
念
仏
は
暗
闇
を
照
ら
す
光

明
で
あ
る
」
で
す
。
お
念
仏
を
称
え
る

と
は
、
「
南
無
阿
弥
陀
仏
」
と
称
え
る

事
で
す
。
こ
の
念
仏
を
称
え
る
と
あ
り

が
た
い
功
徳
が
生
ま
れ
ま
す
。
亡
き
人

の
た
ま
し
い
を
安
ら
ぎ
の
世
界
に
導
く

と
と
も
に
、
諸
仏
、
諸
菩
薩
、
諸
天
善

神
の
御
守
護
を
い
た
だ
く
事
が
で
き
ま

す
。と

こ
ろ
で
、
こ
の
あ
り
が
た
い
お
念

仏
を
毎
日
称
え
て
い
ま
す
か
。
日
々
の

生
活
で
、
用
事
に
追
わ
れ
お
念
仏
を
称

え
る
時
間
が
持
て
な
い
等
と
、
誰
も
聞

い
て
い
な
い
の
に
自
分
自
身
に
言
い
訳

を
し
て
い
ま
せ
ん
か
。
お
念
仏
を
称
え

れ
ば
、
せ
っ
か
く
有
り
難
い
功
徳
を
い

た
だ
け
る
の
に
、
も
っ
た
い
な
い
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

し
か
も
お
ど
ろ
い
た
こ
と
に
、
融
通

念
仏
で
は
、
自
分
の
称
え
た
念
仏
の
功

徳
と
他
の
人
が
称
え
た
念
仏
の
功
徳
が

相
互
に
融
け
あ
い
、
一
体
と
な
っ
て
お

お
き
な
功
徳
が
い
た
だ
け
ま
す
。
融
通

念
仏
と
は
、
こ
の
上
な
い
有
り
難
い
お

念
仏
な
の
で
す
。

こ
の
御
遠
忌
法
要
で
は
、
皆
様
と
一

緒
に
本
堂
に
て
お
念
仏
を
称
え
る
機
会

を
設
け
て
お
り
ま
す
。
毎
日
九
時
三
十

分
の
前
行
の
あ
と
日
課
念
仏
と
い
い
ま

し
て
、
皆
様
と
一
緒
に
お
念
仏
を
百
遍

称
え
ま
す
。
又
、
午
後
か
ら
の
お
ね
り

で
は
二
十
五
菩
薩
が
本
堂
に
入
ら
れ
て

か
ら
の
お
勤
め
で
、
皆
様
と
一
緒
に
お

勤
め
を
す
る
機
会
を
も
う
け
て
お
り
ま

す
。
こ
の
有
り
難
い
お
念
仏
を
、
出
来

る
だ
け
た
く
さ
ん
の
皆
様
と
一
緒
に
称

え
、
た
く
さ
ん
の
功
徳
を
い
た
だ
き
ま

し
ょ
う
。
そ
し
て
世
の
人
々
み
ん
な
が

平
和
で
笑
っ
て
暮
ら
せ
る
社
会
を
つ
く

り
ま
し
ょ
う
。

追
記

尚
、
前
述
の
通
り
に
午
後
の
御
渡
り

の
あ
と
本
堂
に
於
い
て
、
一
般
参
詣
の

皆
様
と
一
緒
に
お
勤
め
を
行
い
ま
す
。

そ
の
際
に
、
こ
の
お
勤
め
に
ご
参
加
し

て
頂
い
た
け
る
方
に
は
、
「
在
家
勤
行

式
略
課
誦
」
を
記
念
品
と
し
て
差
し
上

げ
ま
す
の
で
、
奮
っ
て
本
堂
に
ご
参
列

く
だ
さ
い
。
又
、
勤
行
の
最
後
ま
で
本

堂
に
参
詣
し
て
頂
い
た
方
に
は
記
念
品

と
し
て
「
散
華
」
も
差
し
上
げ
ま
す
。

こ
の
度
、
融
通
念
佛
宗
開
宗
九
百
年

記
念
・
大
通
上
人
三
百
回
御
遠
忌
　
大

法
要
に
て
、
地
域
の
物
産
展
と
ご
一
緒

に
東
北
復
興
支
援
物
産
展
を
開
催
さ
せ

て
頂
く
事
に
な
り
ま
し
た
。
　
　
　
　

　
「
仏
教
災
害
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」

は
宗
派
を
超
え
て
、
寺
院
と
と
も
に
災

害
支
援
を
目
的
と
し
て
活
動
し
て
お
り

ま
す
。
現
在
、
「
東
日
本
大
震
災
」
の

復
興
支
援
を
行
い
、
そ
の
ひ
と
つ
に
宮

城
県
石
巻
市
と
女
川
町
沿
岸
部
の
被
災

さ
れ
た
工
場
の
商
品
を
、
寺
院
行
事
の

時
に
販
売
さ
せ
て
頂
い
て
お
り
ま
す
。

二
〇
一
四
年
度
は
、
そ
の
販
売
収
益
と

募
金
を
「
石
巻
ひ
が
し
保
育
園
」
の
運

営
費
支
援
と
、
被
災
者
の
皆
様
を
元
気

づ
け
る
為
の
落
語
会
開
催
費
用
、
ま
た
、

現
地
で
支
援
活
動
を
行
う
非
営
利
団
体

へ
の
資
金
援
助
等
に
使
わ
さ
せ
て
頂
き

ま
し
た
。

し
か
し
、
復
興
に
つ
い
て
は
ま
だ
ま

だ
時
間
を
要
し
ま
す
。
現
地
の
方
か
ら

は
、
「
水
産
加
工
会
社
の
再
建
が
遅
れ

て
い
る
の
で
主
力
商
品
の
販
売
が
苦
し

い
」
「
以
前
の
借
入
と
震
災
後
の
補
助

金
の
返
済
が
始
ま
っ
た
の
で
今
か
ら
が

大
変
」
「
店
舗
を
開
店
し
た
が
周
辺
の

家
が
無
く
な
っ
た
の
で
買
い
に
来
る
人

が
い
な
い
」
等
、
厳
し
い
状
況
を
聞
か

せ
て
頂
い
た
と
同
時
に
「
一
回
限
り
で

は
無
く
継
続
し
て
商
品
を
購
入
し
て
も

ら
え
る
の
は
大
変
有
難
い
」
と
の
お
言

葉
も
頂
戴
致
し
ま
し
た
。
今
回
の
御
遠

忌
法
要
で
も
、
皆
様
の
ご
協
力
を
賜
れ

ば
幸
甚
で
す
。

何
卒
、
宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。 山

門
右
側
（
北
側
）
に
あ
る
宝

物
館
に
て
大
通
上
人
展
及
び
写
真

展
を
実
施

大
通
上
人
ゆ
か
り
の
品
（
直
筆
名
号

等
）
及
び
戦
前
ま
で
の
本
宗
ゆ
か
り
の

風
景
写
真
を
展
示
し
て
お
り
ま
す
。

山
門
左
側
（
南
側
）
に
あ
る
お

茶
所
に
て
毎
日
実
施

東
日
本
大
震
災
復
興
展
や
大
和
を
中

心
に
し
た
地
域
物
産
展
を
実
施
し
て
い

ま
す
。
産
地
直
送
の
珍
し
い
特
産
品
等

が
販
売
さ
れ
ま
す
。

菩
薩
役
長
　
本
覚
寺
　
大
　
東
　
良
　
弘

　
寺
　
井
　
一
　
祐

菩
薩
面
新
調
さ
れ
る
！！

菩
薩
面
の
制
作
に
あ
た
っ
て

法
要
イ
ベ
ン
ト

御
遠
忌
法
要
行
事
紹
介

地
域
物
産
展

御
遠
忌

　
特
別
展
示

郷
土
芸
能

　
奉
納

も
う
既
に
ご
覧
に
な
ら
れ
た
方
も
多

い
と
思
い
ま
す
が
、
Ｄ
Ｖ
Ｄ
「
ほ
と
け

の
ひ
か
り
」
は
、
御
遠
忌
を
記
念
し
て

制
作
さ
れ
ま
し
た
。
融
通
念
佛
宗
の
教

え
や
歴
史
、
大
念
佛
寺
の
年
中
行
事
を

イ
ラ
ス
ト
や
絵
巻
等
を
用
い
て
誰
で
も

が
楽
し
め
る
よ
う
に
構
成
し
て
お
り
ま

す
。
是
非
、
ご
家
族
揃
っ
て
ご
覧
く
だ

さ
い
。
尚
、
こ
の
Ｄ
Ｖ
Ｄ
「
ほ
と
け
の

ひ
か
り
」
は
、
国
立
図
書
館
や
大
阪
府

立
中
央
図
書
館
、
中
之
島
図
書
館
で
も

視
聴
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

Ｄ
Ｖ
Ｄ「
ほ
と
け
の
ひ
か
り
」

東
北
復
興
支
援

　
物
産
展
に
つ
い
て

前
行
と
日
課
念
仏
　

毎
日
午
前
九
時
三
十
分
か
ら
本
堂
に
て
勤
修

在
家
勤
行
式 

　 

毎
日
午
後
二
時
頃
か
ら
午
後
三
時
頃

（
あ
く
ま
で
も
目
安
の
時
間
で
す
）本
堂
に
て
勤
修

仏
教
災
害
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
　
石
　
田
　
　
歩

だ
い 

ほ
う

 

え

あ
　
み
　
だ
き
ょ
う
ま
ん
　
ぶ
　
ど
く
じ
ゅ

ぼ
　
さ
つ
し
ょ
う
じ
ゅ
ら
い
ご
う
　
えし

ょ
う
じ
ゅ
ら
い
ご
う
　
え

ほ
う
み
ょ
う
し
ょ
う
に
ん

ぎ
ょ
う
ぎう   

え
ん
　
む
　
え
ん

ぎ
ょ
う
か
い
し
ょ
う
に
んま

ん
　
ぶ
　
え

ら
い
ご
う
　
ず

む
か
え
こ
う

お
う
じ
ょ
う
こ
う

ま
ん
　
ぶ

平
野
の
「
万
部
」
あ
る
い
は
「
万
部
お
ね

り
」
と
し
て
親
し
ま
れ
て
い
る
こ
の
大
法
会

は
、
正
式
に
は
「
阿
弥
陀
経
万
部
読
誦
・
二

十
五
菩
薩
聖
聚
来
迎
会
」
と
い
い
ま
す
。

八
世
紀
頃
（
平
安
時
代
）
か
ら
、
人
々
の

間
に
極
楽
浄
土
に
往
生
し
た
い
と
い
う
願
望

が
広
ま
り
、
来
迎
図
が
盛
ん
に
描
か
れ
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
欲
求
は
さ
ら
に
菩

薩
の
面
や
衣
装
を
身
に
つ
け
、
往
生
の
実
体

験
を
試
み
る
と
こ
ろ
ま
で
発
展
し
て
い
き
ま

し
た
。
迎
講
・
往
生
講
な
ど
と
い
わ
れ
る
も

の
で
す
。
こ
れ
を
「
聖
聚
来
迎
会
」
と
い
い

ま
す
。

大
念
佛
寺
に
お
け
る
「
聖
聚
来
迎
会
」
の

起
源
は
、
第
七
世
法
明
上
人
（
一
二
七
九
〜

一
三
四
九
）
が
臨
終
の
行
儀
を
ま
の
あ
た
り

拝
し
た
い
と
考
え
、
菩
薩
の
面
や
衣
装
を
し

つ
ら
え
最
晩
年
の
貞
和
五
年
（
一
三
四
九
）

春
、
自
ら
行
者
と
な
っ
て
来
迎
の
儀
式
を
執

り
行
っ
た
こ
と
に
始
ま
り
ま
す
。

近
世
に
入
り
明
和
六
年（
一
七
六
九
）第
四

十
九
世
尭
海
上
人
の
と
き
、
阿
弥
陀
経
一
万

部
を
読
誦
し
て
檀
信
徒
と
有
縁
無
縁
諸
霊
の

追
善
を
祈
っ
て
万
部
会
が
創
始
さ
れ
ま
し

た
。こ

の
二
つ
の
法
会
が
合
体
し
て
今
日
に
及

ん
で
い
る
の
が「
万
部
お
ね
り
」の
儀
式
で
す
。

一
年
間
の
闘
病
生
活
を
経
て
妻
が
亡

く
な
っ
た
の
は
平
成
二
十
五
年
の
四
月

で
し
た
。
あ
と
か
た
づ
け
を
終
え
て
、

ほ
っ
と
し
て
い
た
時
に
、
大
念
佛
寺
の

菩
薩
役
の
方
か
ら
「
万
部
お
ね
り
」
に

使
用
さ
れ
る
菩
薩
面
の
新
調
の
お
話
が

あ
り
ま
し
た
。

私
の
師
匠
で
あ
る
高
野
唯
閑
先
生
が

三
十
数
年
前
に
十
五
面
を
制
作
さ
れ
、

今
回
あ
と
十
面
を
私
に
ま
か
せ
て
頂
く

事
と
な
り
ま
し
た
。
檜
材
の
調
達
や
桐

箱
へ
の
納
め
具
合
な
ど
、
普
段
に
は
な

い
事
な
の
で
、
慎
重
に
準
備
を
し
て
い

き
ま
し
た
。
大
念
佛
寺
に
伝
わ
る
江
戸

時
代
の
菩
薩
面
二
十
五
面
も
拝
見
す
る

機
会
を
得
て
、
身
の
引
き
締
ま
る
思
い

で
し
た
。
そ
の
年
の
十
月
に
は
京
都
の

「
龍
谷
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
」
で
開
催
さ
れ
て
い
た

「
極
楽
へ
の
い
ざ
な
い
」
（
練
り
供
養
を
め
ぐ
る

美
術
）
の
展
示
を
拝
見
し
、
阿
弥
陀
如
来
と
そ
の

一
行
の
お
迎
え
を
待
つ
臨
終
観
に
つ
い
て
、
絵
画

や
彫
刻
の
中
に
そ
の
あ
り
が
た
み
を
感
じ
と
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

翌
年
の
五
月
に
は
、
実
際
に
「
万
部

お
ね
り
」
を
拝
見
し
、
「
来
迎
会
」
を

目
の
当
り
に
で
き
た
こ
と
に
感
動
し
ま

し
た
。
制
作
に
あ
た
っ
て
は
、
菩
薩
役

の
方
々
の
体
格
が
大
き
く
な
っ
て
い
る

為
に
、
面
の
寸
法
の
変
更
や
、
使
用
し

や
す
く
す
る
為
に
目
の
穴
や
口
の
開
け

方
等
、
工
夫
し
た
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
し

た
。し

か
し
、
や
は
り
「
表
情
」
が
い
ち

ば
ん
難
し
く
、
一
気
に
は
進
め
ら
れ
ず
、

迷
い
が
お
き
て
度
々
立
ち
止
ま
っ
て
し

ま
っ
た
の
で
す
が
、
心
の

中
の
亡
き
妻
を
思
い
出
し
、

気
を
落
ち
つ
け
て
仕
事
を

続
け
、
や
っ
と
完
成
の
運

び
と
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
末
永
く

「
お
ね
り
」
に
加
わ
り
、

皆
様
に
極
楽
の
雰
囲
気
を

感
じ
て
頂
け
る
よ
う
祈
っ

て
お
り
ま
す
。

て
ら
　
　
い
　
　
　
い
ち
ゆ
う

た
か
の
ゆ
い
か
ん

ま

た
か
の
ゆ
い
か
ん

じ
も
つ

し
れ
ん
だ
い

ど
う
ば
ん

ひ
つ

ひ
ょ
う
し
ば
ん

し
ょ
う
こ

よ
う
こ

か
っ
こ

し
ん
こ

け
ま
ん

た
い
こ

け
ど
う

こ
う
ろ

し
ょ
う

く
　
ご

ひ
ち
り
き

お
う
て
き

び
　
わ

「
万
部
お
ね
り
」の
い
わ
れ

本
堂
南
側
　
瑞
祥
閣
ベ
ラ
ン
ダ

に
て
午
後
十
二
時
四
十
分
頃
か
ら

毎
日
実
施

郷
土
芸
能
で
あ
る
和
太
鼓
や
民
謡
な

ど
を
披
露
奉
納
し
ま
す
。
是
非
、
お
楽

し
み
く
だ
さ
い
。

新調された菩薩面



だ い ね ん ぶ つ だ い ね ん ぶ つ

開
宗
九
百
年
記
念
・
大
通
上
人
三
百

回
御
遠
忌
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
宗
議

会
議
長
、
副
議
長
と
し
て
参
加
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
奉
修
局
の
記
念
事

業
部
会
で
は
、
建
設
委
員
と
し
て
、
延

喜
殿
の
建
設
を
進
め
さ
せ
て
い
た
だ
き
、

完
成
を
見
る
事
が
出
来
ま
し
た
。
去
る

平
成
十
年
の
中
祖
法
明
上
人
の
御
遠
忌

で
は
、
教
区
長
、
勧
財
会
計
部
会
の
委

員
と
し
て
一
翼
を
担
い
ま
し
た
が
、
記

念
事
業
に
は
参
加
出
来
ず
、
そ
の
時
や

り
残
し
た
事
業
を
今
回
、
記
念
事
業
部

会
で
仕
上
げ
る
事
が
出
来
ま
し
た
。

建
物
に
お
い
て
は
、
本
宗
の
今
後
を

担
う
若
い
修
行
僧
の
夏
安
居
、
冬
加
行

の
修
行
部
屋
、
浴
室
、
洗
濯
室
、
そ
し

て
勉
学
の
場
と
し
て
の
勧
学
林
を
延
喜

殿
一
階
に
、
二
階
に
は
管
長
猊
下
が
日

常
生
活
を
し
て
い
た
だ
く
公
舎
、
来
賓

の
方
々
を
お
迎
え
す
る
応
接
室
、
客
間
、

管
長
猊
下
が
檀
信
徒
の
方
々
と
お
会
い

に
な
る
尚
光
殿
、
三
階
に
は
檀
信
徒
の

方
々
、
約
五
百
三
十
名
が
一
同
に
食
事

し
て
い
た
だ
け
る
ホ
ー
ル
を
造
る
事
が

出
来
ま
し
た
。
こ
れ
が
三
階
建
て
の
延

喜
殿
で
あ
り
ま
す
。
そ
れ
に
加
え
て
、

宗
務
所
と
南
門
の
間
に
、
参
詣
の
方
々

に
使
用
し
て
い
た
だ
く
木
造
の
ト
イ
レ

も
新
築
い
た
し
ま
し
た
。

こ
れ
も
、
仏
天
の
御
加
護
の
賜
物
で

あ
り
、
ま
た
、
一
重
に
檀
信
徒
の
方
々

と
各
寺
院
方
の
御
協
力
と
御
支
援
の
お

か
げ
と
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

本
年
五
月
一
日
〜
七
日
の
御
遠
忌
が

終
わ
り
、
次
の
御
遠
忌
を
迎
え
ま
す
時

期
に
は
、
百
年
近
く
経
過
し
た
本
堂
の

大
屋
根
の
葺
き
替
え
の
時
期
に
な
り
ま

す
。
檀
信
徒
の
方
々
と
緊
密
に
相
談
、

会
議
を
重
ね
、
皆
様
に
負
担
の
少
な
い

方
法
、
財
源
に
無
理
の
無
い
長
期
計
画

を
模
索
し
て
、
次
の
世
代
に
バ
ト
ン
を

渡
し
て
い
か
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。

最
後
に
、
少
子
化
と
経
済
の
低
迷
と

い
う
社
会
現
象
に
よ
り
、
檀
家
数
の
減

少
と
い
う
問
題
を
抱
え
て
お
り
ま
す
。

本
山
を
中
心
に
檀
信
徒
の
皆
様
方
と
各

寺
院
が
一
丸
と
な
り
、
教
化
の
拡
大
に

知
恵
を
出
し
て
い
た
だ
き
、
融
通
念
佛

宗
が
一
層
栄
え
ま
す
様
祈
念
い
た
し
ま

す
。

い
よ
い
よ
開
宗
九
百
年
記
念
・
大
通

上
人
三
百
回
御
遠
忌
の
大
法
要
が
厳
修

さ
れ
る
運
び
と
な
り
ま
し
た
。
み
な
さ

ま
に
は
物
心
両
面
に
わ
た
り
お
世
話
に

な
り
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
私
達

評
議
会
と
致
し
ま
し
て
も
、
こ
の
大
法

要
を
立
派
に
成
功
す
る
為
、
一
致
団
結

し
て
参
り
ま
し
た
。
私
も
評
議
会
議
長

と
し
て
本
山
よ
り
建
設
委
員
副
委
員
長
、

法
要
委
員
の
要
職
を
命
ぜ
ら
れ
、
幾
度

と
な
く
本
山
へ
足
を
運
ば
さ
せ
て
頂
き

ま
し
た
。
平
成
二
十
一
年
の
評
議
会
に

於
い
て
、
当
局
よ
り
事
業
の
概
要
に
つ

い
て
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
内
容

は
開
宗
さ
れ
た
理
念
を
檀
信
徒
は
も
と

よ
り
多
く
の
人
々
に
理
解
し
て
頂
く
教

宣
活
動
の
拡
充
徹
底
と
、
多
目
的
建
物

の
新
設
で
し
た
。
特
に
新
延
喜
殿
は
檀

信
徒
の
方
々
が
参
詣
頂
い
た
際
の
休
憩

所
、
僧
侶
の
研
修
道
場
等
、
多
く
の

人
々
が
参
集
さ
れ
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
い
ま
す
。
そ
の
為
の
特
別
宗
費
、
一

般
寄
付
の
勧
募
、
幾
多
の
努
力
に
よ
り
、

初
期
の
目
的
を
達
成
す
る
こ
と
が
出
来
、

関
係
各
位
の
人
々
に
感
謝
の
気
持
で
一

杯
で
す
。

私
事
で
す
が
、
我
が
家
に
昔
か
ら
伝

わ
る
大
通
上
人
が
お
寄
り
頂
い
た
折
の

木
札
が
あ
り
、
母
か
ら
も
よ
く
聞
か
さ

れ
て
お
り
ま
し
た
、
表
に
は
融
通
総
本

山
の
焼
印
と
再
興
大
通
上
人
附
属
、
八

尾
別
時
良
明
寺
と
記
さ
れ
、
裏
面
に
は
、

竹
と
雀
を
あ
し
ら
っ
た
家
紋
の
焼
印
、

大
和
国
平
群
郡
福
貴
村
藤
田
又
左
ヱ
門

と
記
さ
れ
て
お
り
、
私
自
身
大
通
上
人

に
は
親
し
み
を
持
っ
て
お
り
ま
し
た
。

今
回
の
御
遠
忌
法
要
は
、
私
の
人
生
に

お
い
て
も
大
変
意
義
深
い
も
の
で
す
。

こ
の
御
遠
忌
に
際
し
、
倍
厳
良
舜
管

長
猊
下
を
始
め
、
本
山
当
局
担
当
事
務

局
、
宗
議
会
等
関
係
各
位
の
皆
様
方
に

厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

こ
れ
を
契
機
と
し
て
融
通
念
佛
宗
の

益
々
の
発
展
を
御
祈
念
申
し
上
げ
、
御

挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

「
カ
ン
！
カ
ン
！
カ
ン
！
カ
ン
！
」

巷
に
高
ら
か
に
鐘
の
音
が
ひ
び
き
わ
た

り
ま
す
。
「
ア
ッ
に
ょ
ら
い
さ
ん
や
」

と
、
各
地
域
で
親
し
ま
れ
、
大
切
に
お

迎
え
し
て
下
さ
っ
て
い
ま
す
。

他
宗
に
は
み
ら
れ
な
い
融
通
念
佛
宗

固
有
の
取
組
み
で
す
。
総
本
山
大
念
佛

寺
か
ら
御
本
尊
十
一
尊
天
得
如
来
の
お

絵
像
が
納
め
ら
れ
た
箱
を
奉
持
し
て
、

お
檀
家
一
戸
一
戸
御
回
在
し
て
頂
く
、

大
切
な
法
要
で
す
。

春
三
月
か
ら
河
内
及
び
近
郷
を
約
七

十
日
、
秋
は
九
月
か
ら
約
百
日
、
大
和

地
方
を
お
回
り
頂
い
て
い
ま
す
。
昔
は

全
部
徒
歩
で
移
動
し
、
末
寺
で
お
泊
り

さ
れ
、
荷
物
は
荷
車
で
引
き
継
い
で
の

行
脚
で
し
た
が
、
近
ご
ろ
は
道
路
が
整

備
さ
れ
要
所
に
は
高
速
道
路
も
で
き
て
、

す
べ
て
バ
ス
で
の
移
動
に
な
り
、
わ
ず

か
に
残
っ
て
い
た
「
お
泊
り
」
も
、
昨

年
か
ら
は
な
く
な
り
ま
し
た
。

総
本
山
に
は
、
護
持
団
体
と
も
い
う

べ
き
講
と
し
て
、
別
時
講
・
畳
講
・
禅

門
講
・
灯
明
講
・
禅
門
尼
講
等
が
あ
り

ま
す
。
私
ど
も
大
和
禅
門
講
は
「
ま
ん

ぶ
法
要
」
の
お
念
仏
お
ね
り
と
、
御
回

在
の
供
奉
員
と
し
て
、
ご
奉
仕
さ
せ
て

頂
い
て
お
り
ま
す
。

『
大
念
佛
宗
踊
躍
念
佛
由
来
記
』
に

は
、
「
大
通
上
人
宗
門
再
興
の
時
分
に

在
家
入
道
の
輩
　
む
ら
が
り
出
て
　
踊

躍
念
佛
を
我
も
わ
れ
も
と
　
け
ち
ゑ
ん

せ
し
と
な
ん
　
且
つ
両
祖
師
忌
の
節
　

踊
躍
念
佛
く
わ
え
ら
れ
け
る
と
伝
ふ
」

と
あ
り
ま
す
。
こ
の
講
が
大
和
禅
門
講

の
は
じ
ま
り
で
あ
る
そ
う
で
す
。

御
回
在
の
供
奉
に
つ
い
て
は
、
い
つ

頃
か
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、
大
法
要
に
踊

り
念
佛
を
奉
納
し
て
い
る
講
衆
が
、
大

通
上
人
へ
の
帰
依
が
深
か
っ
た
こ
と
か

ら
、
布
教
の
根
幹
で
あ
る
御
回
在
に
供

奉
す
る
よ
う
に
な
っ
た
よ
う
で
す
。

大
通
上
人
三
百
回
御
遠
忌
に
際
し
、

上
人
な
し
に
大
和
禅
門
講
の
存
在
は
な

い
こ
と
を
、
あ
ら
た
め
て
認
識
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。
近
年
は
講
員
各
位
の

協
力
の
も
と
に
、
供
奉
員
は
全
て
禅
門

講
員
と
な
り
万
部
法
要
お
練
り
へ
の
参

加
者
も
増
え
て
お
り
ま
す
。

総
本
山
を
は
じ
め
各
寺
院
御
住
職
に

ご
指
導
を
賜
わ
り
厚
く
お
礼
申
し
上
げ

ま
す
。

我
が
融
通
念
佛
宗
は
今
か
ら
九
百
年

前
の
平
安
時
代
後
期
に
聖
應
大
師
良
忍

上
人
が
開
か
れ
た
日
本
発
祥
の
一
番
古

い
宗
派
で
す
。
そ
れ
以
前
の
宗
派
は
中

国
で
生
ま
れ
日
本
に
伝
来
し
た
主
に
鎮

護
国
家
の
仏
教
で
し
た
。

良
忍
上
人
は
念
仏
三
昧
中
に
阿
弥
陀

仏
の
示
現
を
受
け
、
阿
弥
陀
仏
よ
り

直
々
に
「
一
人
に
唱
え
る
念
仏
は
一
切

の
人
々
に
功
徳
を
及
ぼ
し
、
一
切
の

人
々
の
唱
え
る
念
仏
の
功
徳
は
ま
た
自

分
に
返
っ
て
く
る
」
と
言
う
融
通
念
仏

を
授
か
り
ま
し
た
。

良
忍
上
人
は
多
く
の
悩
め
る
民
衆
を

救
う
べ
く
日
本
各
地
を
巡
杖
さ
れ
融
通

念
仏
を
弘
め
ら
れ
ま
し
た
。
以
来
良
忍

上
人
の
お
し
え
は
連
綿
と
し
て
今
に
伝

わ
っ
て
い
ま
す
が
、
九
百
年
の
間
に
は

色
々
な
事
情
で
宗
勢
が
衰
え
た
時
期
が

有
り
ま
し
た
。
こ
の
時
期
に
我
が
宗
の

再
興
に
一
生
を
捧
げ
ら
れ
た
の
が
大
通

上
人
で
す
。
大
通
上
人
が
お
ら
れ
な
け

れ
ば
今
の
融
通
念
佛
宗
は
無
か
っ
た
と

言
っ
て
も
過
言
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
本

年
は
良
忍
上
人
が
開
宗
さ
れ
て
九
百
年

と
大
通
上
人
の
三
百
回
御
遠
忌
に
あ
た

り
ま
す
。

こ
の
御
遠
忌
に
あ
た
り
、
は
か
ら
ず

も
私
が
記
念
事
業
部
の
部
会
長
と
い
う

大
役
を
仰
せ
つ
か
り
、
記
念
事
業
と
し

て
「
延
喜
殿
」
を
建
立
す
る
運
び
と
な

り
ま
し
た
。
建
設
に
は
種
々
の
困
難
を

伴
い
ま
し
た
が
、
各
寺
院
の
ご
住
職
並

び
に
檀
信
徒
の
皆
様
の
物
心
両
面
の

並
々
な
ら
ぬ
ご
支
援
、
ご
協
力
に
よ
り

ま
し
て
昨
年
一
月
に
立
派
に
竣
工
致
し

ま
し
た
こ
と
心
よ
り
感
謝
致
し
て
お
り

ま
す
。

さ
て
融
通
念
仏
は
古
く
は
日
本
各
地

で
信
仰
さ
れ
唱
え
ら
れ
て
い
ま
し
た
が
、

衰
態
期
を
経
て
大
通
上
人
の
再
興
も
あ

り
、
現
在
で
は
主
に
近
畿
地
方
に
限
定

さ
れ
た
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

九
百
年
の
伝
統
を
有
す
る
融
通
念
仏

を
こ
の
御
遠
忌
を
機
に
日
本
全
国
の

人
々
に
周
知
し
て
い
た
だ
き
、
お
念
仏

の
輪
を
広
げ
て
ゆ
く
こ
と
こ
そ
元
祖
良

忍
上
人
、
再
興
大
通
上
人
の
願
い
に
叶

う
こ
と
で
あ
り
、
ご
恩
に
報
い
る
た
め

に
も
私
達
は
融
通
念
仏
弘
通
に
精
進
せ

ね
ば
な
ら
な
い
と
意
を
新
に
し
て
い
ま

す
。
　

五
月
一
日
よ
り
七
日
ま
で
総
本
山
大

念
佛
寺
で
行
わ
れ
る
御
遠
忌
法
要
に
は

大
勢
の
檀
信
徒
の
皆
様
に
参
詣
し
て
い

た
だ
き
、
盛
大
に
法
要
が
勤
修
さ
れ
無

事
に
成
満
す
る
こ
と
を
お
祈
り
申
し
上

げ
ま
す
。

こ
こ
数
年
来
、
奉
修
局
を
中
心
に
準

備
を
進
め
て
参
り
ま
し
た
「
開
宗
九
百

年
記
念
・
大
通
上
人
三
百
回
御
遠
忌
」

も
い
よ
い
よ
こ
の
五
月
一
日
か
ら
七
日

間
に
亘
り
勤
修
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま

し
た
。
誠
に
誠
に
誠
に
ご
同
慶
の
至
り

で
あ
り
ま
す
。

大
通
上
人
は
近
世
に
お
け
る
融
通
念

佛
宗
の
秩
序
を
整
え
、
教
義
の
統
一
を

図
り
、
宗
内
僧
侶
や
檀
信
徒
へ
の
教
育

や
、
布
教
の
た
め
大
和
、
河
内
を
度
々

巡
錫
さ
れ
た
の
み
な
ら
ず
、
数
度
に
亘

り
、
江
戸
に
ま
で
足
を
は
こ
び
幕
府
と

交
渉
を
重
ね
，
宗
団
と
し
て
の
存
立
の

礎
を
築
か
れ
た
再
興
の
祖
で
あ
り
ま
す
。

上
人
の
往
時
の
ご
苦
労
を
し
の
び
、
そ

の
お
陰
を
も
っ
て
、
今
日
私
た
ち
の
あ

る
こ
と
に
思
い
を
致
し
、
報
恩
謝
徳
の

盛
儀
を
、
是
非
成
功
さ
せ
ね
ば
な
り
ま

せ
ん
。

私
は
平
成
十
五
年
、
先
代
の
遷
化
に

と
も
な
い
住
職
を
拝
命
し
た
の
で
す
が
、

そ
れ
ま
で
は
先
代
が
元
気
に
寺
務
を
執

っ
て
く
れ
て
い
る
こ
と
に
甘
え
て
、
四

十
年
間
教
職
に
あ
り
ま
し
た
。
住
職
と

な
っ
て
暫
く
は
、
自
坊
の
護
持
に
邁
進

し
て
お
り
ま
し
た
所
、
平
成
十
八
年
、

教
区
の
僧
侶
皆
様
か
ら
教
区
長
に
と
の

推
挙
を
受
け
、
浅
学
菲
才
を
省
み
ず
、

皆
様
の
お
役
に
立
つ
こ
と
に
な
れ
ば
と
、

お
受
け
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
程
な

く
、
御
遠
忌
奉
修
局
が
組
織
さ
れ
、
教

区
長
は
当
て
職
と
し
て
、
評
議
員
か
ら

選
ば
れ
た
皆
様
と
共
に
勧
財
会
計
部
に

所
属
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
御
遠

忌
奉
修
の
た
め
の
総
事
業
費
は
約
九
億

円
、
こ
れ
を
募
る
こ
と
が
勧
財
会
計
部

の
責
務
で
す
。
し
か
も
、
こ
の
部
会
長

の
役
を
私
に
務
め
よ
と
推
薦
さ
れ
た
の

で
あ
り
ま
す
。
考
え
て
み
ま
す
と
、
教

育
界
と
宗
門
人
と
の
二
足
の
草
鞋
を
履

き
続
け
て
来
て
、
宗
門
に
は
何
の
ご
恩

返
し
も
出
来
て
い
な
い
わ
が
身
を
省
み

て
、
そ
の
任
に
は
値
し
な
い
が
、
皆
様

の
ご
協
力
を
得
て
お
役
に
立
て
れ
ば
と

い
う
事
で
就
任
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

お
陰
さ
ま
で
、
有
縁
の
皆
様
の
宗
門

や
本
山
を
思
う
温
か
い
浄
財
を
得
て
、

「
新
延
喜
殿
」
は
め
で
た
く
完
成
し
、

昨
年
か
ら
既
に
供
用
を
開
始
し
て
い
ま

す
が
、
器
の
次
に
問
わ
れ
る
内
容
の
充

実
の
た
め
に
は
、
あ
と
一
息
の
ご
助
力

を
必
要
と
し
ま
す
。
奉
修
事
業
の
最
後

ま
で
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

九
百
年
に
亘
り
法
灯
を
守
り
継
い
で

き
た
、
融
通
念
佛
宗
の
こ
の
会
い
難
き

盛
儀
に
皆
様
こ
ぞ
っ
て
御
参
詣
い
た
だ

き
、
勝
縁
を
お
結
び
い
た
だ
き
ま
す
様

ご
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。
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あ
ん
ぎ
ゃ

と
ま

わ
や
く

じ

ぶ
ん

や
か
ら

か

だ い ね ん ぶ つ だ い ね ん ぶ つ

開
宗
九
百
年
記
念
・
大
通
上
人
三
百

回
御
遠
忌
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
宗
議

会
議
長
、
副
議
長
と
し
て
参
加
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
奉
修
局
の
記
念
事

業
部
会
で
は
、
建
設
委
員
と
し
て
、
延

喜
殿
の
建
設
を
進
め
さ
せ
て
い
た
だ
き
、

完
成
を
見
る
事
が
出
来
ま
し
た
。
去
る

平
成
十
年
の
中
祖
法
明
上
人
の
御
遠
忌

で
は
、
教
区
長
、
勧
財
会
計
部
会
の
委

員
と
し
て
一
翼
を
担
い
ま
し
た
が
、
記

念
事
業
に
は
参
加
出
来
ず
、
そ
の
時
や

り
残
し
た
事
業
を
今
回
、
記
念
事
業
部

会
で
仕
上
げ
る
事
が
出
来
ま
し
た
。

建
物
に
お
い
て
は
、
本
宗
の
今
後
を

担
う
若
い
修
行
僧
の
夏
安
居
、
冬
加
行

の
修
行
部
屋
、
浴
室
、
洗
濯
室
、
そ
し

て
勉
学
の
場
と
し
て
の
勧
学
林
を
延
喜

殿
一
階
に
、
二
階
に
は
管
長
猊
下
が
日

常
生
活
を
し
て
い
た
だ
く
公
舎
、
来
賓

の
方
々
を
お
迎
え
す
る
応
接
室
、
客
間
、

管
長
猊
下
が
檀
信
徒
の
方
々
と
お
会
い

に
な
る
尚
光
殿
、
三
階
に
は
檀
信
徒
の

方
々
、
約
五
百
三
十
名
が
一
同
に
食
事

し
て
い
た
だ
け
る
ホ
ー
ル
を
造
る
事
が

出
来
ま
し
た
。
こ
れ
が
三
階
建
て
の
延

喜
殿
で
あ
り
ま
す
。
そ
れ
に
加
え
て
、

宗
務
所
と
南
門
の
間
に
、
参
詣
の
方
々

に
使
用
し
て
い
た
だ
く
木
造
の
ト
イ
レ

も
新
築
い
た
し
ま
し
た
。

こ
れ
も
、
仏
天
の
御
加
護
の
賜
物
で

あ
り
、
ま
た
、
一
重
に
檀
信
徒
の
方
々

と
各
寺
院
方
の
御
協
力
と
御
支
援
の
お

か
げ
と
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

本
年
五
月
一
日
〜
七
日
の
御
遠
忌
が

終
わ
り
、
次
の
御
遠
忌
を
迎
え
ま
す
時

期
に
は
、
百
年
近
く
経
過
し
た
本
堂
の

大
屋
根
の
葺
き
替
え
の
時
期
に
な
り
ま

す
。
檀
信
徒
の
方
々
と
緊
密
に
相
談
、

会
議
を
重
ね
、
皆
様
に
負
担
の
少
な
い

方
法
、
財
源
に
無
理
の
無
い
長
期
計
画

を
模
索
し
て
、
次
の
世
代
に
バ
ト
ン
を

渡
し
て
い
か
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。

最
後
に
、
少
子
化
と
経
済
の
低
迷
と

い
う
社
会
現
象
に
よ
り
、
檀
家
数
の
減

少
と
い
う
問
題
を
抱
え
て
お
り
ま
す
。

本
山
を
中
心
に
檀
信
徒
の
皆
様
方
と
各

寺
院
が
一
丸
と
な
り
、
教
化
の
拡
大
に

知
恵
を
出
し
て
い
た
だ
き
、
融
通
念
佛

宗
が
一
層
栄
え
ま
す
様
祈
念
い
た
し
ま

す
。

い
よ
い
よ
開
宗
九
百
年
記
念
・
大
通

上
人
三
百
回
御
遠
忌
の
大
法
要
が
厳
修

さ
れ
る
運
び
と
な
り
ま
し
た
。
み
な
さ

ま
に
は
物
心
両
面
に
わ
た
り
お
世
話
に

な
り
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
私
達

評
議
会
と
致
し
ま
し
て
も
、
こ
の
大
法

要
を
立
派
に
成
功
す
る
為
、
一
致
団
結

し
て
参
り
ま
し
た
。
私
も
評
議
会
議
長

と
し
て
本
山
よ
り
建
設
委
員
副
委
員
長
、

法
要
委
員
の
要
職
を
命
ぜ
ら
れ
、
幾
度

と
な
く
本
山
へ
足
を
運
ば
さ
せ
て
頂
き

ま
し
た
。
平
成
二
十
一
年
の
評
議
会
に

於
い
て
、
当
局
よ
り
事
業
の
概
要
に
つ

い
て
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
内
容

は
開
宗
さ
れ
た
理
念
を
檀
信
徒
は
も
と

よ
り
多
く
の
人
々
に
理
解
し
て
頂
く
教

宣
活
動
の
拡
充
徹
底
と
、
多
目
的
建
物

の
新
設
で
し
た
。
特
に
新
延
喜
殿
は
檀

信
徒
の
方
々
が
参
詣
頂
い
た
際
の
休
憩

所
、
僧
侶
の
研
修
道
場
等
、
多
く
の

人
々
が
参
集
さ
れ
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
い
ま
す
。
そ
の
為
の
特
別
宗
費
、
一

般
寄
付
の
勧
募
、
幾
多
の
努
力
に
よ
り
、

初
期
の
目
的
を
達
成
す
る
こ
と
が
出
来
、

関
係
各
位
の
人
々
に
感
謝
の
気
持
で
一

杯
で
す
。

私
事
で
す
が
、
我
が
家
に
昔
か
ら
伝

わ
る
大
通
上
人
が
お
寄
り
頂
い
た
折
の

木
札
が
あ
り
、
母
か
ら
も
よ
く
聞
か
さ

れ
て
お
り
ま
し
た
、
表
に
は
融
通
総
本

山
の
焼
印
と
再
興
大
通
上
人
附
属
、
八

尾
別
時
良
明
寺
と
記
さ
れ
、
裏
面
に
は
、

竹
と
雀
を
あ
し
ら
っ
た
家
紋
の
焼
印
、

大
和
国
平
群
郡
福
貴
村
藤
田
又
左
ヱ
門

と
記
さ
れ
て
お
り
、
私
自
身
大
通
上
人

に
は
親
し
み
を
持
っ
て
お
り
ま
し
た
。

今
回
の
御
遠
忌
法
要
は
、
私
の
人
生
に

お
い
て
も
大
変
意
義
深
い
も
の
で
す
。

こ
の
御
遠
忌
に
際
し
、
倍
厳
良
舜
管

長
猊
下
を
始
め
、
本
山
当
局
担
当
事
務

局
、
宗
議
会
等
関
係
各
位
の
皆
様
方
に

厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

こ
れ
を
契
機
と
し
て
融
通
念
佛
宗
の

益
々
の
発
展
を
御
祈
念
申
し
上
げ
、
御

挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

「
カ
ン
！
カ
ン
！
カ
ン
！
カ
ン
！
」

巷
に
高
ら
か
に
鐘
の
音
が
ひ
び
き
わ
た

り
ま
す
。
「
ア
ッ
に
ょ
ら
い
さ
ん
や
」

と
、
各
地
域
で
親
し
ま
れ
、
大
切
に
お

迎
え
し
て
下
さ
っ
て
い
ま
す
。

他
宗
に
は
み
ら
れ
な
い
融
通
念
佛
宗

固
有
の
取
組
み
で
す
。
総
本
山
大
念
佛

寺
か
ら
御
本
尊
十
一
尊
天
得
如
来
の
お

絵
像
が
納
め
ら
れ
た
箱
を
奉
持
し
て
、

お
檀
家
一
戸
一
戸
御
回
在
し
て
頂
く
、

大
切
な
法
要
で
す
。

春
三
月
か
ら
河
内
及
び
近
郷
を
約
七

十
日
、
秋
は
九
月
か
ら
約
百
日
、
大
和

地
方
を
お
回
り
頂
い
て
い
ま
す
。
昔
は

全
部
徒
歩
で
移
動
し
、
末
寺
で
お
泊
り

さ
れ
、
荷
物
は
荷
車
で
引
き
継
い
で
の

行
脚
で
し
た
が
、
近
ご
ろ
は
道
路
が
整

備
さ
れ
要
所
に
は
高
速
道
路
も
で
き
て
、

す
べ
て
バ
ス
で
の
移
動
に
な
り
、
わ
ず

か
に
残
っ
て
い
た
「
お
泊
り
」
も
、
昨

年
か
ら
は
な
く
な
り
ま
し
た
。

総
本
山
に
は
、
護
持
団
体
と
も
い
う

べ
き
講
と
し
て
、
別
時
講
・
畳
講
・
禅

門
講
・
灯
明
講
・
禅
門
尼
講
等
が
あ
り

ま
す
。
私
ど
も
大
和
禅
門
講
は
「
ま
ん

ぶ
法
要
」
の
お
念
仏
お
ね
り
と
、
御
回

在
の
供
奉
員
と
し
て
、
ご
奉
仕
さ
せ
て

頂
い
て
お
り
ま
す
。

『
大
念
佛
宗
踊
躍
念
佛
由
来
記
』
に

は
、
「
大
通
上
人
宗
門
再
興
の
時
分
に

在
家
入
道
の
輩
　
む
ら
が
り
出
て
　
踊

躍
念
佛
を
我
も
わ
れ
も
と
　
け
ち
ゑ
ん

せ
し
と
な
ん
　
且
つ
両
祖
師
忌
の
節
　

踊
躍
念
佛
く
わ
え
ら
れ
け
る
と
伝
ふ
」

と
あ
り
ま
す
。
こ
の
講
が
大
和
禅
門
講

の
は
じ
ま
り
で
あ
る
そ
う
で
す
。

御
回
在
の
供
奉
に
つ
い
て
は
、
い
つ

頃
か
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、
大
法
要
に
踊

り
念
佛
を
奉
納
し
て
い
る
講
衆
が
、
大

通
上
人
へ
の
帰
依
が
深
か
っ
た
こ
と
か

ら
、
布
教
の
根
幹
で
あ
る
御
回
在
に
供

奉
す
る
よ
う
に
な
っ
た
よ
う
で
す
。

大
通
上
人
三
百
回
御
遠
忌
に
際
し
、

上
人
な
し
に
大
和
禅
門
講
の
存
在
は
な

い
こ
と
を
、
あ
ら
た
め
て
認
識
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。
近
年
は
講
員
各
位
の

協
力
の
も
と
に
、
供
奉
員
は
全
て
禅
門

講
員
と
な
り
万
部
法
要
お
練
り
へ
の
参

加
者
も
増
え
て
お
り
ま
す
。

総
本
山
を
は
じ
め
各
寺
院
御
住
職
に

ご
指
導
を
賜
わ
り
厚
く
お
礼
申
し
上
げ

ま
す
。

我
が
融
通
念
佛
宗
は
今
か
ら
九
百
年

前
の
平
安
時
代
後
期
に
聖
應
大
師
良
忍

上
人
が
開
か
れ
た
日
本
発
祥
の
一
番
古

い
宗
派
で
す
。
そ
れ
以
前
の
宗
派
は
中

国
で
生
ま
れ
日
本
に
伝
来
し
た
主
に
鎮

護
国
家
の
仏
教
で
し
た
。

良
忍
上
人
は
念
仏
三
昧
中
に
阿
弥
陀

仏
の
示
現
を
受
け
、
阿
弥
陀
仏
よ
り

直
々
に
「
一
人
に
唱
え
る
念
仏
は
一
切

の
人
々
に
功
徳
を
及
ぼ
し
、
一
切
の

人
々
の
唱
え
る
念
仏
の
功
徳
は
ま
た
自

分
に
返
っ
て
く
る
」
と
言
う
融
通
念
仏

を
授
か
り
ま
し
た
。

良
忍
上
人
は
多
く
の
悩
め
る
民
衆
を

救
う
べ
く
日
本
各
地
を
巡
杖
さ
れ
融
通

念
仏
を
弘
め
ら
れ
ま
し
た
。
以
来
良
忍

上
人
の
お
し
え
は
連
綿
と
し
て
今
に
伝

わ
っ
て
い
ま
す
が
、
九
百
年
の
間
に
は

色
々
な
事
情
で
宗
勢
が
衰
え
た
時
期
が

有
り
ま
し
た
。
こ
の
時
期
に
我
が
宗
の

再
興
に
一
生
を
捧
げ
ら
れ
た
の
が
大
通

上
人
で
す
。
大
通
上
人
が
お
ら
れ
な
け

れ
ば
今
の
融
通
念
佛
宗
は
無
か
っ
た
と

言
っ
て
も
過
言
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
本

年
は
良
忍
上
人
が
開
宗
さ
れ
て
九
百
年

と
大
通
上
人
の
三
百
回
御
遠
忌
に
あ
た

り
ま
す
。

こ
の
御
遠
忌
に
あ
た
り
、
は
か
ら
ず

も
私
が
記
念
事
業
部
の
部
会
長
と
い
う

大
役
を
仰
せ
つ
か
り
、
記
念
事
業
と
し

て
「
延
喜
殿
」
を
建
立
す
る
運
び
と
な

り
ま
し
た
。
建
設
に
は
種
々
の
困
難
を

伴
い
ま
し
た
が
、
各
寺
院
の
ご
住
職
並

び
に
檀
信
徒
の
皆
様
の
物
心
両
面
の

並
々
な
ら
ぬ
ご
支
援
、
ご
協
力
に
よ
り

ま
し
て
昨
年
一
月
に
立
派
に
竣
工
致
し

ま
し
た
こ
と
心
よ
り
感
謝
致
し
て
お
り

ま
す
。

さ
て
融
通
念
仏
は
古
く
は
日
本
各
地

で
信
仰
さ
れ
唱
え
ら
れ
て
い
ま
し
た
が
、

衰
態
期
を
経
て
大
通
上
人
の
再
興
も
あ

り
、
現
在
で
は
主
に
近
畿
地
方
に
限
定

さ
れ
た
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

九
百
年
の
伝
統
を
有
す
る
融
通
念
仏

を
こ
の
御
遠
忌
を
機
に
日
本
全
国
の

人
々
に
周
知
し
て
い
た
だ
き
、
お
念
仏

の
輪
を
広
げ
て
ゆ
く
こ
と
こ
そ
元
祖
良

忍
上
人
、
再
興
大
通
上
人
の
願
い
に
叶

う
こ
と
で
あ
り
、
ご
恩
に
報
い
る
た
め

に
も
私
達
は
融
通
念
仏
弘
通
に
精
進
せ

ね
ば
な
ら
な
い
と
意
を
新
に
し
て
い
ま

す
。
　

五
月
一
日
よ
り
七
日
ま
で
総
本
山
大

念
佛
寺
で
行
わ
れ
る
御
遠
忌
法
要
に
は

大
勢
の
檀
信
徒
の
皆
様
に
参
詣
し
て
い

た
だ
き
、
盛
大
に
法
要
が
勤
修
さ
れ
無

事
に
成
満
す
る
こ
と
を
お
祈
り
申
し
上

げ
ま
す
。

こ
こ
数
年
来
、
奉
修
局
を
中
心
に
準

備
を
進
め
て
参
り
ま
し
た
「
開
宗
九
百

年
記
念
・
大
通
上
人
三
百
回
御
遠
忌
」

も
い
よ
い
よ
こ
の
五
月
一
日
か
ら
七
日

間
に
亘
り
勤
修
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま

し
た
。
誠
に
誠
に
誠
に
ご
同
慶
の
至
り

で
あ
り
ま
す
。

大
通
上
人
は
近
世
に
お
け
る
融
通
念

佛
宗
の
秩
序
を
整
え
、
教
義
の
統
一
を

図
り
、
宗
内
僧
侶
や
檀
信
徒
へ
の
教
育

や
、
布
教
の
た
め
大
和
、
河
内
を
度
々

巡
錫
さ
れ
た
の
み
な
ら
ず
、
数
度
に
亘

り
、
江
戸
に
ま
で
足
を
は
こ
び
幕
府
と

交
渉
を
重
ね
，
宗
団
と
し
て
の
存
立
の

礎
を
築
か
れ
た
再
興
の
祖
で
あ
り
ま
す
。

上
人
の
往
時
の
ご
苦
労
を
し
の
び
、
そ

の
お
陰
を
も
っ
て
、
今
日
私
た
ち
の
あ

る
こ
と
に
思
い
を
致
し
、
報
恩
謝
徳
の

盛
儀
を
、
是
非
成
功
さ
せ
ね
ば
な
り
ま

せ
ん
。

私
は
平
成
十
五
年
、
先
代
の
遷
化
に

と
も
な
い
住
職
を
拝
命
し
た
の
で
す
が
、

そ
れ
ま
で
は
先
代
が
元
気
に
寺
務
を
執

っ
て
く
れ
て
い
る
こ
と
に
甘
え
て
、
四

十
年
間
教
職
に
あ
り
ま
し
た
。
住
職
と

な
っ
て
暫
く
は
、
自
坊
の
護
持
に
邁
進

し
て
お
り
ま
し
た
所
、
平
成
十
八
年
、

教
区
の
僧
侶
皆
様
か
ら
教
区
長
に
と
の

推
挙
を
受
け
、
浅
学
菲
才
を
省
み
ず
、

皆
様
の
お
役
に
立
つ
こ
と
に
な
れ
ば
と
、

お
受
け
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
程
な

く
、
御
遠
忌
奉
修
局
が
組
織
さ
れ
、
教

区
長
は
当
て
職
と
し
て
、
評
議
員
か
ら

選
ば
れ
た
皆
様
と
共
に
勧
財
会
計
部
に

所
属
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
御
遠

忌
奉
修
の
た
め
の
総
事
業
費
は
約
九
億

円
、
こ
れ
を
募
る
こ
と
が
勧
財
会
計
部

の
責
務
で
す
。
し
か
も
、
こ
の
部
会
長

の
役
を
私
に
務
め
よ
と
推
薦
さ
れ
た
の

で
あ
り
ま
す
。
考
え
て
み
ま
す
と
、
教

育
界
と
宗
門
人
と
の
二
足
の
草
鞋
を
履

き
続
け
て
来
て
、
宗
門
に
は
何
の
ご
恩

返
し
も
出
来
て
い
な
い
わ
が
身
を
省
み

て
、
そ
の
任
に
は
値
し
な
い
が
、
皆
様

の
ご
協
力
を
得
て
お
役
に
立
て
れ
ば
と

い
う
事
で
就
任
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

お
陰
さ
ま
で
、
有
縁
の
皆
様
の
宗
門

や
本
山
を
思
う
温
か
い
浄
財
を
得
て
、

「
新
延
喜
殿
」
は
め
で
た
く
完
成
し
、

昨
年
か
ら
既
に
供
用
を
開
始
し
て
い
ま

す
が
、
器
の
次
に
問
わ
れ
る
内
容
の
充

実
の
た
め
に
は
、
あ
と
一
息
の
ご
助
力

を
必
要
と
し
ま
す
。
奉
修
事
業
の
最
後

ま
で
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

九
百
年
に
亘
り
法
灯
を
守
り
継
い
で

き
た
、
融
通
念
佛
宗
の
こ
の
会
い
難
き

盛
儀
に
皆
様
こ
ぞ
っ
て
御
参
詣
い
た
だ

き
、
勝
縁
を
お
結
び
い
た
だ
き
ま
す
様

ご
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。
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開
宗
九
百
年
記
念
・
大
通
上
人
三
百

回
御
遠
忌
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
宗
議

会
議
長
、
副
議
長
と
し
て
参
加
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
奉
修
局
の
記
念
事

業
部
会
で
は
、
建
設
委
員
と
し
て
、
延

喜
殿
の
建
設
を
進
め
さ
せ
て
い
た
だ
き
、

完
成
を
見
る
事
が
出
来
ま
し
た
。
去
る

平
成
十
年
の
中
祖
法
明
上
人
の
御
遠
忌

で
は
、
教
区
長
、
勧
財
会
計
部
会
の
委

員
と
し
て
一
翼
を
担
い
ま
し
た
が
、
記

念
事
業
に
は
参
加
出
来
ず
、
そ
の
時
や

り
残
し
た
事
業
を
今
回
、
記
念
事
業
部

会
で
仕
上
げ
る
事
が
出
来
ま
し
た
。

建
物
に
お
い
て
は
、
本
宗
の
今
後
を

担
う
若
い
修
行
僧
の
夏
安
居
、
冬
加
行

の
修
行
部
屋
、
浴
室
、
洗
濯
室
、
そ
し

て
勉
学
の
場
と
し
て
の
勧
学
林
を
延
喜

殿
一
階
に
、
二
階
に
は
管
長
猊
下
が
日

常
生
活
を
し
て
い
た
だ
く
公
舎
、
来
賓

の
方
々
を
お
迎
え
す
る
応
接
室
、
客
間
、

管
長
猊
下
が
檀
信
徒
の
方
々
と
お
会
い

に
な
る
尚
光
殿
、
三
階
に
は
檀
信
徒
の

方
々
、
約
五
百
三
十
名
が
一
同
に
食
事

し
て
い
た
だ
け
る
ホ
ー
ル
を
造
る
事
が

出
来
ま
し
た
。
こ
れ
が
三
階
建
て
の
延

喜
殿
で
あ
り
ま
す
。
そ
れ
に
加
え
て
、

宗
務
所
と
南
門
の
間
に
、
参
詣
の
方
々

に
使
用
し
て
い
た
だ
く
木
造
の
ト
イ
レ

も
新
築
い
た
し
ま
し
た
。

こ
れ
も
、
仏
天
の
御
加
護
の
賜
物
で

あ
り
、
ま
た
、
一
重
に
檀
信
徒
の
方
々

と
各
寺
院
方
の
御
協
力
と
御
支
援
の
お

か
げ
と
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

本
年
五
月
一
日
〜
七
日
の
御
遠
忌
が

終
わ
り
、
次
の
御
遠
忌
を
迎
え
ま
す
時

期
に
は
、
百
年
近
く
経
過
し
た
本
堂
の

大
屋
根
の
葺
き
替
え
の
時
期
に
な
り
ま

す
。
檀
信
徒
の
方
々
と
緊
密
に
相
談
、

会
議
を
重
ね
、
皆
様
に
負
担
の
少
な
い

方
法
、
財
源
に
無
理
の
無
い
長
期
計
画

を
模
索
し
て
、
次
の
世
代
に
バ
ト
ン
を

渡
し
て
い
か
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。

最
後
に
、
少
子
化
と
経
済
の
低
迷
と

い
う
社
会
現
象
に
よ
り
、
檀
家
数
の
減

少
と
い
う
問
題
を
抱
え
て
お
り
ま
す
。

本
山
を
中
心
に
檀
信
徒
の
皆
様
方
と
各

寺
院
が
一
丸
と
な
り
、
教
化
の
拡
大
に

知
恵
を
出
し
て
い
た
だ
き
、
融
通
念
佛

宗
が
一
層
栄
え
ま
す
様
祈
念
い
た
し
ま

す
。

い
よ
い
よ
開
宗
九
百
年
記
念
・
大
通

上
人
三
百
回
御
遠
忌
の
大
法
要
が
厳
修

さ
れ
る
運
び
と
な
り
ま
し
た
。
み
な
さ

ま
に
は
物
心
両
面
に
わ
た
り
お
世
話
に

な
り
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
私
達

評
議
会
と
致
し
ま
し
て
も
、
こ
の
大
法

要
を
立
派
に
成
功
す
る
為
、
一
致
団
結

し
て
参
り
ま
し
た
。
私
も
評
議
会
議
長

と
し
て
本
山
よ
り
建
設
委
員
副
委
員
長
、

法
要
委
員
の
要
職
を
命
ぜ
ら
れ
、
幾
度

と
な
く
本
山
へ
足
を
運
ば
さ
せ
て
頂
き

ま
し
た
。
平
成
二
十
一
年
の
評
議
会
に

於
い
て
、
当
局
よ
り
事
業
の
概
要
に
つ

い
て
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
内
容

は
開
宗
さ
れ
た
理
念
を
檀
信
徒
は
も
と

よ
り
多
く
の
人
々
に
理
解
し
て
頂
く
教

宣
活
動
の
拡
充
徹
底
と
、
多
目
的
建
物

の
新
設
で
し
た
。
特
に
新
延
喜
殿
は
檀

信
徒
の
方
々
が
参
詣
頂
い
た
際
の
休
憩

所
、
僧
侶
の
研
修
道
場
等
、
多
く
の

人
々
が
参
集
さ
れ
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
い
ま
す
。
そ
の
為
の
特
別
宗
費
、
一

般
寄
付
の
勧
募
、
幾
多
の
努
力
に
よ
り
、

初
期
の
目
的
を
達
成
す
る
こ
と
が
出
来
、

関
係
各
位
の
人
々
に
感
謝
の
気
持
で
一

杯
で
す
。

私
事
で
す
が
、
我
が
家
に
昔
か
ら
伝

わ
る
大
通
上
人
が
お
寄
り
頂
い
た
折
の

木
札
が
あ
り
、
母
か
ら
も
よ
く
聞
か
さ

れ
て
お
り
ま
し
た
、
表
に
は
融
通
総
本

山
の
焼
印
と
再
興
大
通
上
人
附
属
、
八

尾
別
時
良
明
寺
と
記
さ
れ
、
裏
面
に
は
、

竹
と
雀
を
あ
し
ら
っ
た
家
紋
の
焼
印
、

大
和
国
平
群
郡
福
貴
村
藤
田
又
左
ヱ
門

と
記
さ
れ
て
お
り
、
私
自
身
大
通
上
人

に
は
親
し
み
を
持
っ
て
お
り
ま
し
た
。

今
回
の
御
遠
忌
法
要
は
、
私
の
人
生
に

お
い
て
も
大
変
意
義
深
い
も
の
で
す
。

こ
の
御
遠
忌
に
際
し
、
倍
厳
良
舜
管

長
猊
下
を
始
め
、
本
山
当
局
担
当
事
務

局
、
宗
議
会
等
関
係
各
位
の
皆
様
方
に

厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

こ
れ
を
契
機
と
し
て
融
通
念
佛
宗
の

益
々
の
発
展
を
御
祈
念
申
し
上
げ
、
御

挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

「
カ
ン
！
カ
ン
！
カ
ン
！
カ
ン
！
」

巷
に
高
ら
か
に
鐘
の
音
が
ひ
び
き
わ
た

り
ま
す
。
「
ア
ッ
に
ょ
ら
い
さ
ん
や
」

と
、
各
地
域
で
親
し
ま
れ
、
大
切
に
お

迎
え
し
て
下
さ
っ
て
い
ま
す
。

他
宗
に
は
み
ら
れ
な
い
融
通
念
佛
宗

固
有
の
取
組
み
で
す
。
総
本
山
大
念
佛

寺
か
ら
御
本
尊
十
一
尊
天
得
如
来
の
お

絵
像
が
納
め
ら
れ
た
箱
を
奉
持
し
て
、

お
檀
家
一
戸
一
戸
御
回
在
し
て
頂
く
、

大
切
な
法
要
で
す
。

春
三
月
か
ら
河
内
及
び
近
郷
を
約
七

十
日
、
秋
は
九
月
か
ら
約
百
日
、
大
和

地
方
を
お
回
り
頂
い
て
い
ま
す
。
昔
は

全
部
徒
歩
で
移
動
し
、
末
寺
で
お
泊
り

さ
れ
、
荷
物
は
荷
車
で
引
き
継
い
で
の

行
脚
で
し
た
が
、
近
ご
ろ
は
道
路
が
整

備
さ
れ
要
所
に
は
高
速
道
路
も
で
き
て
、

す
べ
て
バ
ス
で
の
移
動
に
な
り
、
わ
ず

か
に
残
っ
て
い
た
「
お
泊
り
」
も
、
昨

年
か
ら
は
な
く
な
り
ま
し
た
。

総
本
山
に
は
、
護
持
団
体
と
も
い
う

べ
き
講
と
し
て
、
別
時
講
・
畳
講
・
禅

門
講
・
灯
明
講
・
禅
門
尼
講
等
が
あ
り

ま
す
。
私
ど
も
大
和
禅
門
講
は
「
ま
ん

ぶ
法
要
」
の
お
念
仏
お
ね
り
と
、
御
回

在
の
供
奉
員
と
し
て
、
ご
奉
仕
さ
せ
て

頂
い
て
お
り
ま
す
。

『
大
念
佛
宗
踊
躍
念
佛
由
来
記
』
に

は
、
「
大
通
上
人
宗
門
再
興
の
時
分
に

在
家
入
道
の
輩
　
む
ら
が
り
出
て
　
踊

躍
念
佛
を
我
も
わ
れ
も
と
　
け
ち
ゑ
ん

せ
し
と
な
ん
　
且
つ
両
祖
師
忌
の
節
　

踊
躍
念
佛
く
わ
え
ら
れ
け
る
と
伝
ふ
」

と
あ
り
ま
す
。
こ
の
講
が
大
和
禅
門
講

の
は
じ
ま
り
で
あ
る
そ
う
で
す
。

御
回
在
の
供
奉
に
つ
い
て
は
、
い
つ

頃
か
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、
大
法
要
に
踊

り
念
佛
を
奉
納
し
て
い
る
講
衆
が
、
大

通
上
人
へ
の
帰
依
が
深
か
っ
た
こ
と
か

ら
、
布
教
の
根
幹
で
あ
る
御
回
在
に
供

奉
す
る
よ
う
に
な
っ
た
よ
う
で
す
。

大
通
上
人
三
百
回
御
遠
忌
に
際
し
、

上
人
な
し
に
大
和
禅
門
講
の
存
在
は
な

い
こ
と
を
、
あ
ら
た
め
て
認
識
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。
近
年
は
講
員
各
位
の

協
力
の
も
と
に
、
供
奉
員
は
全
て
禅
門

講
員
と
な
り
万
部
法
要
お
練
り
へ
の
参

加
者
も
増
え
て
お
り
ま
す
。

総
本
山
を
は
じ
め
各
寺
院
御
住
職
に

ご
指
導
を
賜
わ
り
厚
く
お
礼
申
し
上
げ

ま
す
。

我
が
融
通
念
佛
宗
は
今
か
ら
九
百
年

前
の
平
安
時
代
後
期
に
聖
應
大
師
良
忍

上
人
が
開
か
れ
た
日
本
発
祥
の
一
番
古

い
宗
派
で
す
。
そ
れ
以
前
の
宗
派
は
中

国
で
生
ま
れ
日
本
に
伝
来
し
た
主
に
鎮

護
国
家
の
仏
教
で
し
た
。

良
忍
上
人
は
念
仏
三
昧
中
に
阿
弥
陀

仏
の
示
現
を
受
け
、
阿
弥
陀
仏
よ
り

直
々
に
「
一
人
に
唱
え
る
念
仏
は
一
切

の
人
々
に
功
徳
を
及
ぼ
し
、
一
切
の

人
々
の
唱
え
る
念
仏
の
功
徳
は
ま
た
自

分
に
返
っ
て
く
る
」
と
言
う
融
通
念
仏

を
授
か
り
ま
し
た
。

良
忍
上
人
は
多
く
の
悩
め
る
民
衆
を

救
う
べ
く
日
本
各
地
を
巡
杖
さ
れ
融
通

念
仏
を
弘
め
ら
れ
ま
し
た
。
以
来
良
忍

上
人
の
お
し
え
は
連
綿
と
し
て
今
に
伝

わ
っ
て
い
ま
す
が
、
九
百
年
の
間
に
は

色
々
な
事
情
で
宗
勢
が
衰
え
た
時
期
が

有
り
ま
し
た
。
こ
の
時
期
に
我
が
宗
の

再
興
に
一
生
を
捧
げ
ら
れ
た
の
が
大
通

上
人
で
す
。
大
通
上
人
が
お
ら
れ
な
け

れ
ば
今
の
融
通
念
佛
宗
は
無
か
っ
た
と

言
っ
て
も
過
言
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
本

年
は
良
忍
上
人
が
開
宗
さ
れ
て
九
百
年

と
大
通
上
人
の
三
百
回
御
遠
忌
に
あ
た

り
ま
す
。

こ
の
御
遠
忌
に
あ
た
り
、
は
か
ら
ず

も
私
が
記
念
事
業
部
の
部
会
長
と
い
う

大
役
を
仰
せ
つ
か
り
、
記
念
事
業
と
し

て
「
延
喜
殿
」
を
建
立
す
る
運
び
と
な

り
ま
し
た
。
建
設
に
は
種
々
の
困
難
を

伴
い
ま
し
た
が
、
各
寺
院
の
ご
住
職
並

び
に
檀
信
徒
の
皆
様
の
物
心
両
面
の

並
々
な
ら
ぬ
ご
支
援
、
ご
協
力
に
よ
り

ま
し
て
昨
年
一
月
に
立
派
に
竣
工
致
し

ま
し
た
こ
と
心
よ
り
感
謝
致
し
て
お
り

ま
す
。

さ
て
融
通
念
仏
は
古
く
は
日
本
各
地

で
信
仰
さ
れ
唱
え
ら
れ
て
い
ま
し
た
が
、

衰
態
期
を
経
て
大
通
上
人
の
再
興
も
あ

り
、
現
在
で
は
主
に
近
畿
地
方
に
限
定

さ
れ
た
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

九
百
年
の
伝
統
を
有
す
る
融
通
念
仏

を
こ
の
御
遠
忌
を
機
に
日
本
全
国
の

人
々
に
周
知
し
て
い
た
だ
き
、
お
念
仏

の
輪
を
広
げ
て
ゆ
く
こ
と
こ
そ
元
祖
良

忍
上
人
、
再
興
大
通
上
人
の
願
い
に
叶

う
こ
と
で
あ
り
、
ご
恩
に
報
い
る
た
め

に
も
私
達
は
融
通
念
仏
弘
通
に
精
進
せ

ね
ば
な
ら
な
い
と
意
を
新
に
し
て
い
ま

す
。
　

五
月
一
日
よ
り
七
日
ま
で
総
本
山
大

念
佛
寺
で
行
わ
れ
る
御
遠
忌
法
要
に
は

大
勢
の
檀
信
徒
の
皆
様
に
参
詣
し
て
い

た
だ
き
、
盛
大
に
法
要
が
勤
修
さ
れ
無

事
に
成
満
す
る
こ
と
を
お
祈
り
申
し
上

げ
ま
す
。

こ
こ
数
年
来
、
奉
修
局
を
中
心
に
準

備
を
進
め
て
参
り
ま
し
た
「
開
宗
九
百

年
記
念
・
大
通
上
人
三
百
回
御
遠
忌
」

も
い
よ
い
よ
こ
の
五
月
一
日
か
ら
七
日

間
に
亘
り
勤
修
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま

し
た
。
誠
に
誠
に
誠
に
ご
同
慶
の
至
り

で
あ
り
ま
す
。

大
通
上
人
は
近
世
に
お
け
る
融
通
念

佛
宗
の
秩
序
を
整
え
、
教
義
の
統
一
を

図
り
、
宗
内
僧
侶
や
檀
信
徒
へ
の
教
育

や
、
布
教
の
た
め
大
和
、
河
内
を
度
々

巡
錫
さ
れ
た
の
み
な
ら
ず
、
数
度
に
亘

り
、
江
戸
に
ま
で
足
を
は
こ
び
幕
府
と

交
渉
を
重
ね
，
宗
団
と
し
て
の
存
立
の

礎
を
築
か
れ
た
再
興
の
祖
で
あ
り
ま
す
。

上
人
の
往
時
の
ご
苦
労
を
し
の
び
、
そ

の
お
陰
を
も
っ
て
、
今
日
私
た
ち
の
あ

る
こ
と
に
思
い
を
致
し
、
報
恩
謝
徳
の

盛
儀
を
、
是
非
成
功
さ
せ
ね
ば
な
り
ま

せ
ん
。

私
は
平
成
十
五
年
、
先
代
の
遷
化
に

と
も
な
い
住
職
を
拝
命
し
た
の
で
す
が
、

そ
れ
ま
で
は
先
代
が
元
気
に
寺
務
を
執

っ
て
く
れ
て
い
る
こ
と
に
甘
え
て
、
四

十
年
間
教
職
に
あ
り
ま
し
た
。
住
職
と

な
っ
て
暫
く
は
、
自
坊
の
護
持
に
邁
進

し
て
お
り
ま
し
た
所
、
平
成
十
八
年
、

教
区
の
僧
侶
皆
様
か
ら
教
区
長
に
と
の

推
挙
を
受
け
、
浅
学
菲
才
を
省
み
ず
、

皆
様
の
お
役
に
立
つ
こ
と
に
な
れ
ば
と
、

お
受
け
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
程
な

く
、
御
遠
忌
奉
修
局
が
組
織
さ
れ
、
教

区
長
は
当
て
職
と
し
て
、
評
議
員
か
ら

選
ば
れ
た
皆
様
と
共
に
勧
財
会
計
部
に

所
属
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
御
遠

忌
奉
修
の
た
め
の
総
事
業
費
は
約
九
億

円
、
こ
れ
を
募
る
こ
と
が
勧
財
会
計
部

の
責
務
で
す
。
し
か
も
、
こ
の
部
会
長

の
役
を
私
に
務
め
よ
と
推
薦
さ
れ
た
の

で
あ
り
ま
す
。
考
え
て
み
ま
す
と
、
教

育
界
と
宗
門
人
と
の
二
足
の
草
鞋
を
履

き
続
け
て
来
て
、
宗
門
に
は
何
の
ご
恩

返
し
も
出
来
て
い
な
い
わ
が
身
を
省
み

て
、
そ
の
任
に
は
値
し
な
い
が
、
皆
様

の
ご
協
力
を
得
て
お
役
に
立
て
れ
ば
と

い
う
事
で
就
任
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

お
陰
さ
ま
で
、
有
縁
の
皆
様
の
宗
門

や
本
山
を
思
う
温
か
い
浄
財
を
得
て
、

「
新
延
喜
殿
」
は
め
で
た
く
完
成
し
、

昨
年
か
ら
既
に
供
用
を
開
始
し
て
い
ま

す
が
、
器
の
次
に
問
わ
れ
る
内
容
の
充

実
の
た
め
に
は
、
あ
と
一
息
の
ご
助
力

を
必
要
と
し
ま
す
。
奉
修
事
業
の
最
後

ま
で
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

九
百
年
に
亘
り
法
灯
を
守
り
継
い
で

き
た
、
融
通
念
佛
宗
の
こ
の
会
い
難
き

盛
儀
に
皆
様
こ
ぞ
っ
て
御
参
詣
い
た
だ

き
、
勝
縁
を
お
結
び
い
た
だ
き
ま
す
様

ご
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。
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あ
ん
ぎ
ゃ

と
ま

わ
や
く

じ

ぶ
ん

や
か
ら

か

だ い ね ん ぶ つ だ い ね ん ぶ つ

開
宗
九
百
年
記
念
・
大
通
上
人
三
百

回
御
遠
忌
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
宗
議

会
議
長
、
副
議
長
と
し
て
参
加
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
奉
修
局
の
記
念
事

業
部
会
で
は
、
建
設
委
員
と
し
て
、
延

喜
殿
の
建
設
を
進
め
さ
せ
て
い
た
だ
き
、

完
成
を
見
る
事
が
出
来
ま
し
た
。
去
る

平
成
十
年
の
中
祖
法
明
上
人
の
御
遠
忌

で
は
、
教
区
長
、
勧
財
会
計
部
会
の
委

員
と
し
て
一
翼
を
担
い
ま
し
た
が
、
記

念
事
業
に
は
参
加
出
来
ず
、
そ
の
時
や

り
残
し
た
事
業
を
今
回
、
記
念
事
業
部

会
で
仕
上
げ
る
事
が
出
来
ま
し
た
。

建
物
に
お
い
て
は
、
本
宗
の
今
後
を

担
う
若
い
修
行
僧
の
夏
安
居
、
冬
加
行

の
修
行
部
屋
、
浴
室
、
洗
濯
室
、
そ
し

て
勉
学
の
場
と
し
て
の
勧
学
林
を
延
喜

殿
一
階
に
、
二
階
に
は
管
長
猊
下
が
日

常
生
活
を
し
て
い
た
だ
く
公
舎
、
来
賓

の
方
々
を
お
迎
え
す
る
応
接
室
、
客
間
、

管
長
猊
下
が
檀
信
徒
の
方
々
と
お
会
い

に
な
る
尚
光
殿
、
三
階
に
は
檀
信
徒
の

方
々
、
約
五
百
三
十
名
が
一
同
に
食
事

し
て
い
た
だ
け
る
ホ
ー
ル
を
造
る
事
が

出
来
ま
し
た
。
こ
れ
が
三
階
建
て
の
延

喜
殿
で
あ
り
ま
す
。
そ
れ
に
加
え
て
、

宗
務
所
と
南
門
の
間
に
、
参
詣
の
方
々

に
使
用
し
て
い
た
だ
く
木
造
の
ト
イ
レ

も
新
築
い
た
し
ま
し
た
。

こ
れ
も
、
仏
天
の
御
加
護
の
賜
物
で

あ
り
、
ま
た
、
一
重
に
檀
信
徒
の
方
々

と
各
寺
院
方
の
御
協
力
と
御
支
援
の
お

か
げ
と
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

本
年
五
月
一
日
〜
七
日
の
御
遠
忌
が

終
わ
り
、
次
の
御
遠
忌
を
迎
え
ま
す
時

期
に
は
、
百
年
近
く
経
過
し
た
本
堂
の

大
屋
根
の
葺
き
替
え
の
時
期
に
な
り
ま

す
。
檀
信
徒
の
方
々
と
緊
密
に
相
談
、

会
議
を
重
ね
、
皆
様
に
負
担
の
少
な
い

方
法
、
財
源
に
無
理
の
無
い
長
期
計
画

を
模
索
し
て
、
次
の
世
代
に
バ
ト
ン
を

渡
し
て
い
か
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。

最
後
に
、
少
子
化
と
経
済
の
低
迷
と

い
う
社
会
現
象
に
よ
り
、
檀
家
数
の
減

少
と
い
う
問
題
を
抱
え
て
お
り
ま
す
。

本
山
を
中
心
に
檀
信
徒
の
皆
様
方
と
各

寺
院
が
一
丸
と
な
り
、
教
化
の
拡
大
に

知
恵
を
出
し
て
い
た
だ
き
、
融
通
念
佛

宗
が
一
層
栄
え
ま
す
様
祈
念
い
た
し
ま

す
。

い
よ
い
よ
開
宗
九
百
年
記
念
・
大
通

上
人
三
百
回
御
遠
忌
の
大
法
要
が
厳
修

さ
れ
る
運
び
と
な
り
ま
し
た
。
み
な
さ

ま
に
は
物
心
両
面
に
わ
た
り
お
世
話
に

な
り
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
私
達

評
議
会
と
致
し
ま
し
て
も
、
こ
の
大
法

要
を
立
派
に
成
功
す
る
為
、
一
致
団
結

し
て
参
り
ま
し
た
。
私
も
評
議
会
議
長

と
し
て
本
山
よ
り
建
設
委
員
副
委
員
長
、

法
要
委
員
の
要
職
を
命
ぜ
ら
れ
、
幾
度

と
な
く
本
山
へ
足
を
運
ば
さ
せ
て
頂
き

ま
し
た
。
平
成
二
十
一
年
の
評
議
会
に

於
い
て
、
当
局
よ
り
事
業
の
概
要
に
つ

い
て
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
内
容

は
開
宗
さ
れ
た
理
念
を
檀
信
徒
は
も
と

よ
り
多
く
の
人
々
に
理
解
し
て
頂
く
教

宣
活
動
の
拡
充
徹
底
と
、
多
目
的
建
物

の
新
設
で
し
た
。
特
に
新
延
喜
殿
は
檀

信
徒
の
方
々
が
参
詣
頂
い
た
際
の
休
憩

所
、
僧
侶
の
研
修
道
場
等
、
多
く
の

人
々
が
参
集
さ
れ
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
い
ま
す
。
そ
の
為
の
特
別
宗
費
、
一

般
寄
付
の
勧
募
、
幾
多
の
努
力
に
よ
り
、

初
期
の
目
的
を
達
成
す
る
こ
と
が
出
来
、

関
係
各
位
の
人
々
に
感
謝
の
気
持
で
一

杯
で
す
。

私
事
で
す
が
、
我
が
家
に
昔
か
ら
伝

わ
る
大
通
上
人
が
お
寄
り
頂
い
た
折
の

木
札
が
あ
り
、
母
か
ら
も
よ
く
聞
か
さ

れ
て
お
り
ま
し
た
、
表
に
は
融
通
総
本

山
の
焼
印
と
再
興
大
通
上
人
附
属
、
八

尾
別
時
良
明
寺
と
記
さ
れ
、
裏
面
に
は
、

竹
と
雀
を
あ
し
ら
っ
た
家
紋
の
焼
印
、

大
和
国
平
群
郡
福
貴
村
藤
田
又
左
ヱ
門

と
記
さ
れ
て
お
り
、
私
自
身
大
通
上
人

に
は
親
し
み
を
持
っ
て
お
り
ま
し
た
。

今
回
の
御
遠
忌
法
要
は
、
私
の
人
生
に

お
い
て
も
大
変
意
義
深
い
も
の
で
す
。

こ
の
御
遠
忌
に
際
し
、
倍
厳
良
舜
管

長
猊
下
を
始
め
、
本
山
当
局
担
当
事
務

局
、
宗
議
会
等
関
係
各
位
の
皆
様
方
に

厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

こ
れ
を
契
機
と
し
て
融
通
念
佛
宗
の

益
々
の
発
展
を
御
祈
念
申
し
上
げ
、
御

挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

「
カ
ン
！
カ
ン
！
カ
ン
！
カ
ン
！
」

巷
に
高
ら
か
に
鐘
の
音
が
ひ
び
き
わ
た

り
ま
す
。
「
ア
ッ
に
ょ
ら
い
さ
ん
や
」

と
、
各
地
域
で
親
し
ま
れ
、
大
切
に
お

迎
え
し
て
下
さ
っ
て
い
ま
す
。

他
宗
に
は
み
ら
れ
な
い
融
通
念
佛
宗

固
有
の
取
組
み
で
す
。
総
本
山
大
念
佛

寺
か
ら
御
本
尊
十
一
尊
天
得
如
来
の
お

絵
像
が
納
め
ら
れ
た
箱
を
奉
持
し
て
、

お
檀
家
一
戸
一
戸
御
回
在
し
て
頂
く
、

大
切
な
法
要
で
す
。

春
三
月
か
ら
河
内
及
び
近
郷
を
約
七

十
日
、
秋
は
九
月
か
ら
約
百
日
、
大
和

地
方
を
お
回
り
頂
い
て
い
ま
す
。
昔
は

全
部
徒
歩
で
移
動
し
、
末
寺
で
お
泊
り

さ
れ
、
荷
物
は
荷
車
で
引
き
継
い
で
の

行
脚
で
し
た
が
、
近
ご
ろ
は
道
路
が
整

備
さ
れ
要
所
に
は
高
速
道
路
も
で
き
て
、

す
べ
て
バ
ス
で
の
移
動
に
な
り
、
わ
ず

か
に
残
っ
て
い
た
「
お
泊
り
」
も
、
昨

年
か
ら
は
な
く
な
り
ま
し
た
。

総
本
山
に
は
、
護
持
団
体
と
も
い
う

べ
き
講
と
し
て
、
別
時
講
・
畳
講
・
禅

門
講
・
灯
明
講
・
禅
門
尼
講
等
が
あ
り

ま
す
。
私
ど
も
大
和
禅
門
講
は
「
ま
ん

ぶ
法
要
」
の
お
念
仏
お
ね
り
と
、
御
回

在
の
供
奉
員
と
し
て
、
ご
奉
仕
さ
せ
て

頂
い
て
お
り
ま
す
。

『
大
念
佛
宗
踊
躍
念
佛
由
来
記
』
に

は
、
「
大
通
上
人
宗
門
再
興
の
時
分
に

在
家
入
道
の
輩
　
む
ら
が
り
出
て
　
踊

躍
念
佛
を
我
も
わ
れ
も
と
　
け
ち
ゑ
ん

せ
し
と
な
ん
　
且
つ
両
祖
師
忌
の
節
　

踊
躍
念
佛
く
わ
え
ら
れ
け
る
と
伝
ふ
」

と
あ
り
ま
す
。
こ
の
講
が
大
和
禅
門
講

の
は
じ
ま
り
で
あ
る
そ
う
で
す
。

御
回
在
の
供
奉
に
つ
い
て
は
、
い
つ

頃
か
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、
大
法
要
に
踊

り
念
佛
を
奉
納
し
て
い
る
講
衆
が
、
大

通
上
人
へ
の
帰
依
が
深
か
っ
た
こ
と
か

ら
、
布
教
の
根
幹
で
あ
る
御
回
在
に
供

奉
す
る
よ
う
に
な
っ
た
よ
う
で
す
。

大
通
上
人
三
百
回
御
遠
忌
に
際
し
、

上
人
な
し
に
大
和
禅
門
講
の
存
在
は
な

い
こ
と
を
、
あ
ら
た
め
て
認
識
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。
近
年
は
講
員
各
位
の

協
力
の
も
と
に
、
供
奉
員
は
全
て
禅
門

講
員
と
な
り
万
部
法
要
お
練
り
へ
の
参

加
者
も
増
え
て
お
り
ま
す
。

総
本
山
を
は
じ
め
各
寺
院
御
住
職
に

ご
指
導
を
賜
わ
り
厚
く
お
礼
申
し
上
げ

ま
す
。

我
が
融
通
念
佛
宗
は
今
か
ら
九
百
年

前
の
平
安
時
代
後
期
に
聖
應
大
師
良
忍

上
人
が
開
か
れ
た
日
本
発
祥
の
一
番
古

い
宗
派
で
す
。
そ
れ
以
前
の
宗
派
は
中

国
で
生
ま
れ
日
本
に
伝
来
し
た
主
に
鎮

護
国
家
の
仏
教
で
し
た
。

良
忍
上
人
は
念
仏
三
昧
中
に
阿
弥
陀

仏
の
示
現
を
受
け
、
阿
弥
陀
仏
よ
り

直
々
に
「
一
人
に
唱
え
る
念
仏
は
一
切

の
人
々
に
功
徳
を
及
ぼ
し
、
一
切
の

人
々
の
唱
え
る
念
仏
の
功
徳
は
ま
た
自

分
に
返
っ
て
く
る
」
と
言
う
融
通
念
仏

を
授
か
り
ま
し
た
。

良
忍
上
人
は
多
く
の
悩
め
る
民
衆
を

救
う
べ
く
日
本
各
地
を
巡
杖
さ
れ
融
通

念
仏
を
弘
め
ら
れ
ま
し
た
。
以
来
良
忍

上
人
の
お
し
え
は
連
綿
と
し
て
今
に
伝

わ
っ
て
い
ま
す
が
、
九
百
年
の
間
に
は

色
々
な
事
情
で
宗
勢
が
衰
え
た
時
期
が

有
り
ま
し
た
。
こ
の
時
期
に
我
が
宗
の

再
興
に
一
生
を
捧
げ
ら
れ
た
の
が
大
通

上
人
で
す
。
大
通
上
人
が
お
ら
れ
な
け

れ
ば
今
の
融
通
念
佛
宗
は
無
か
っ
た
と

言
っ
て
も
過
言
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
本

年
は
良
忍
上
人
が
開
宗
さ
れ
て
九
百
年

と
大
通
上
人
の
三
百
回
御
遠
忌
に
あ
た

り
ま
す
。

こ
の
御
遠
忌
に
あ
た
り
、
は
か
ら
ず

も
私
が
記
念
事
業
部
の
部
会
長
と
い
う

大
役
を
仰
せ
つ
か
り
、
記
念
事
業
と
し

て
「
延
喜
殿
」
を
建
立
す
る
運
び
と
な

り
ま
し
た
。
建
設
に
は
種
々
の
困
難
を

伴
い
ま
し
た
が
、
各
寺
院
の
ご
住
職
並

び
に
檀
信
徒
の
皆
様
の
物
心
両
面
の

並
々
な
ら
ぬ
ご
支
援
、
ご
協
力
に
よ
り

ま
し
て
昨
年
一
月
に
立
派
に
竣
工
致
し

ま
し
た
こ
と
心
よ
り
感
謝
致
し
て
お
り

ま
す
。

さ
て
融
通
念
仏
は
古
く
は
日
本
各
地

で
信
仰
さ
れ
唱
え
ら
れ
て
い
ま
し
た
が
、

衰
態
期
を
経
て
大
通
上
人
の
再
興
も
あ

り
、
現
在
で
は
主
に
近
畿
地
方
に
限
定

さ
れ
た
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

九
百
年
の
伝
統
を
有
す
る
融
通
念
仏

を
こ
の
御
遠
忌
を
機
に
日
本
全
国
の

人
々
に
周
知
し
て
い
た
だ
き
、
お
念
仏

の
輪
を
広
げ
て
ゆ
く
こ
と
こ
そ
元
祖
良

忍
上
人
、
再
興
大
通
上
人
の
願
い
に
叶

う
こ
と
で
あ
り
、
ご
恩
に
報
い
る
た
め

に
も
私
達
は
融
通
念
仏
弘
通
に
精
進
せ

ね
ば
な
ら
な
い
と
意
を
新
に
し
て
い
ま

す
。
　

五
月
一
日
よ
り
七
日
ま
で
総
本
山
大

念
佛
寺
で
行
わ
れ
る
御
遠
忌
法
要
に
は

大
勢
の
檀
信
徒
の
皆
様
に
参
詣
し
て
い

た
だ
き
、
盛
大
に
法
要
が
勤
修
さ
れ
無

事
に
成
満
す
る
こ
と
を
お
祈
り
申
し
上

げ
ま
す
。

こ
こ
数
年
来
、
奉
修
局
を
中
心
に
準

備
を
進
め
て
参
り
ま
し
た
「
開
宗
九
百

年
記
念
・
大
通
上
人
三
百
回
御
遠
忌
」

も
い
よ
い
よ
こ
の
五
月
一
日
か
ら
七
日

間
に
亘
り
勤
修
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま

し
た
。
誠
に
誠
に
誠
に
ご
同
慶
の
至
り

で
あ
り
ま
す
。

大
通
上
人
は
近
世
に
お
け
る
融
通
念

佛
宗
の
秩
序
を
整
え
、
教
義
の
統
一
を

図
り
、
宗
内
僧
侶
や
檀
信
徒
へ
の
教
育

や
、
布
教
の
た
め
大
和
、
河
内
を
度
々

巡
錫
さ
れ
た
の
み
な
ら
ず
、
数
度
に
亘

り
、
江
戸
に
ま
で
足
を
は
こ
び
幕
府
と

交
渉
を
重
ね
，
宗
団
と
し
て
の
存
立
の

礎
を
築
か
れ
た
再
興
の
祖
で
あ
り
ま
す
。

上
人
の
往
時
の
ご
苦
労
を
し
の
び
、
そ

の
お
陰
を
も
っ
て
、
今
日
私
た
ち
の
あ

る
こ
と
に
思
い
を
致
し
、
報
恩
謝
徳
の

盛
儀
を
、
是
非
成
功
さ
せ
ね
ば
な
り
ま

せ
ん
。

私
は
平
成
十
五
年
、
先
代
の
遷
化
に

と
も
な
い
住
職
を
拝
命
し
た
の
で
す
が
、

そ
れ
ま
で
は
先
代
が
元
気
に
寺
務
を
執

っ
て
く
れ
て
い
る
こ
と
に
甘
え
て
、
四

十
年
間
教
職
に
あ
り
ま
し
た
。
住
職
と

な
っ
て
暫
く
は
、
自
坊
の
護
持
に
邁
進

し
て
お
り
ま
し
た
所
、
平
成
十
八
年
、

教
区
の
僧
侶
皆
様
か
ら
教
区
長
に
と
の

推
挙
を
受
け
、
浅
学
菲
才
を
省
み
ず
、

皆
様
の
お
役
に
立
つ
こ
と
に
な
れ
ば
と
、

お
受
け
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
程
な

く
、
御
遠
忌
奉
修
局
が
組
織
さ
れ
、
教

区
長
は
当
て
職
と
し
て
、
評
議
員
か
ら

選
ば
れ
た
皆
様
と
共
に
勧
財
会
計
部
に

所
属
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
御
遠

忌
奉
修
の
た
め
の
総
事
業
費
は
約
九
億

円
、
こ
れ
を
募
る
こ
と
が
勧
財
会
計
部

の
責
務
で
す
。
し
か
も
、
こ
の
部
会
長

の
役
を
私
に
務
め
よ
と
推
薦
さ
れ
た
の

で
あ
り
ま
す
。
考
え
て
み
ま
す
と
、
教

育
界
と
宗
門
人
と
の
二
足
の
草
鞋
を
履

き
続
け
て
来
て
、
宗
門
に
は
何
の
ご
恩

返
し
も
出
来
て
い
な
い
わ
が
身
を
省
み

て
、
そ
の
任
に
は
値
し
な
い
が
、
皆
様

の
ご
協
力
を
得
て
お
役
に
立
て
れ
ば
と

い
う
事
で
就
任
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

お
陰
さ
ま
で
、
有
縁
の
皆
様
の
宗
門

や
本
山
を
思
う
温
か
い
浄
財
を
得
て
、

「
新
延
喜
殿
」
は
め
で
た
く
完
成
し
、

昨
年
か
ら
既
に
供
用
を
開
始
し
て
い
ま

す
が
、
器
の
次
に
問
わ
れ
る
内
容
の
充

実
の
た
め
に
は
、
あ
と
一
息
の
ご
助
力

を
必
要
と
し
ま
す
。
奉
修
事
業
の
最
後

ま
で
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

九
百
年
に
亘
り
法
灯
を
守
り
継
い
で

き
た
、
融
通
念
佛
宗
の
こ
の
会
い
難
き

盛
儀
に
皆
様
こ
ぞ
っ
て
御
参
詣
い
た
だ

き
、
勝
縁
を
お
結
び
い
た
だ
き
ま
す
様

ご
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。

（5）第72号 平成27年4月 （4）第72号 平成27年4月

あ
ん
ぎ
ゃ

と
ま

わ
や
く

じ

ぶ
ん

や
か
ら

か



だ い ね ん ぶ つ だ い ね ん ぶ つ

万
部
法
要
二
十
五
菩
薩
名
並
び
持
物

一二三四五六七八九十十
一

十
二

十
三

十
四

十
五

十
六

十
七

十
八

十
九

二
十

二
十
一

二
十
二

二
十
三

二
十
四

二
十
五

紫
蓮
台

金
剛
合
掌

幢
幡

玉
幡

幡
蓋瑟

拍
子
板

鉦
鼓

腰
鼓笙横

笛
篳
篥

箜
篌

琵
琶

鳳
簫

銅
鑼

羯
鼓

振
鼓

太
鼓

華
鬘

華
幢

寶
幢

供
華

香
炉

し
れ
ん
だ
い

こ
ん
ご
う
が
っ
し
ょ
う

ど
う
ば
ん

ぎ
ょ
く
ば
ん

ば
ん
が
い

ひ
つ

ひ
ょ
う
し
ば
ん

し
ょ
う
こ

よ
う
こ

し
ょ
う

お
う
て
き

ひ
ち
り
き

は
ち

く
　
ご

び
　
わ

ほ
う
し
ょ
う

ど
　
ら

か
っ
こ

し
ん
こ

た
い
こ

け
ま
ん

け
ど
う

ほ
う
ど
う

く
　
げ

こ
う
ろ

観
世
音
菩
薩

勢

至

菩

薩

薬

王

菩

薩

薬

上

菩

薩

普

賢

菩

薩

金

蔵

菩

薩

獅
子
吼
菩
薩

華
厳
王
菩
薩

虚
空
蔵
菩
薩

徳

蔵

菩

薩

寶

蔵

菩

薩

法
自
在
菩
薩

金
剛
蔵
菩
薩

山
海
慧
菩
薩

光
明
王
菩
薩

陀
羅
尼
菩
薩

衆
宝
王
菩
薩

日
照
王
菩
薩

月
光
王
菩
薩

定
自
在
王
菩
薩

三
昧
王
菩
薩

大
自
在
王
菩
薩

白
象
王
菩
薩

大
威
徳
王
菩
薩

無
辺
身
菩
薩

か

ん

ぜ

お

ん

ぼ

さ

つ

せ

い

し

ぼ

さ

つ

や

く

お

う

ぼ

さ

つ

や

く

じ

ょ

う

ぼ

さ

つ

ふ

げ

ん

ぼ

さ

つ

こ

ん

ぞ

う

ぼ

さ

つ

し

し

く

ぼ

さ

つ

け

ご

ん

お

う

ぼ

さ

つ

こ

く

う

ぞ

う

ぼ

さ

つ

と

く

ぞ

う

ぼ

さ

つ

ほ

う

ぞ

う

ぼ

さ

つ

ほ

う

じ

ざ

い

ぼ

さ

つ

こ

ん

ご

う

ぞ

う

ぼ

さ

つ

さ

ん

か

い

え

ぼ

さ

つ

こ
う
み
ょ
う
お
う
ぼ
さ
つ

だ

ら

に

ぼ

さ

つ

し

ゅ

ほ

う

お

う

ぼ

さ

つ

に
っ
し
ょ
う
お
う
ぼ
さ
つ

が
っ
こ

う

お

う

ぼ

さ

つ

じ
ょ
う
じ
ざ
い
お
う
ぼ
さ
つ

ざ

ん

ま

い

お

う

ぼ

さ

つ

だ
い
じ
ざ
い
お
う
ぼ
さ
つ

び
ゃ
く
ぞ
う
お
う
ぼ
さ
つ

だ
い
い
と
く
お
う
ぼ
さ
つ

む

へ

ん

し

ん

ぼ

さ

つ

（3）第72号 平成27年4月 （6）第72号 平成27年4月

大
通
上
人
の
元
禄
時
代
よ
り
、
練

り
供
養
で
使
用
さ
れ
て
お
り
ま
す
菩

薩
の
面
、
持
物
が
開
宗
九
百
年
記

念
・
大
通
上
人
三
百
回
御
遠
忌
大
法

要
に
合
わ
せ
て
新
調
、
修
復
さ
れ
ま

し
た
。

菩
薩
面
は
元
禄
時
代
の
面
の
破
損

を
避
け
る
た
め
に
良
忍
上
人
八
百
五

十
回
御
遠
忌
法
要
（
昭
和
五
十
六

年
）
の
時
に
十
五
面
が
、
当
時
日
本

最
高
の
能
面
師
、
高
野
唯
閑
氏
に
よ

っ
て
新
た
に
制
作
さ
れ
ま
し
た
。
今

回
高
野
氏
の
弟
子
に
あ
た
る
能
面
師

寺
井
一
佑
氏
に
残
り
十
面
の
制
作
を

お
願
い
し
、
二
十
五
面
完
成
の
運
び

と
な
り
ま
し
た
。

菩
薩
様
の
持
物
は
、
紫
蓮
台
（
観
世

音
菩
薩
）
を
は
じ
め
幢
幡
（
薬
王
菩

薩
）
瑟
（
金
蔵
菩
薩
）
拍
子
板
（
獅
子

吼
菩
薩
）
鉦
鼓
（
華
厳
王
菩
薩
）
腰
鼓

（
虚
空
蔵
菩
薩
）
箜
篌
（
山
海
慧
菩

薩
）
羯
鼓
（
日
照
王
菩
薩
）
振
鼓
（
月

光
王
菩
薩
）
太
鼓
（
定
自
在
王
菩
薩
）

華
鬘
（
三
昧
王
菩
薩
）
華
幢
（
大
自
在

王
菩
薩
）
香
炉
（
無
辺
身
菩
薩
）
が
修

復
さ
れ
、
ま
た
有
志
の
方
々
に
よ
り
、

笙
（
徳
蔵
菩
薩
）
篳
篥
（
法
自
在
菩

薩
）
琵
琶
（
光
明
王
菩
薩
）
横
笛
（
寳

蔵
菩
薩
）
な
ど
が
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。

と
て
も
有
難
い
こ
と
で
す
。

本
年
は
大
法
要
に
あ
た
り
二
十
五
菩

薩
と
供
に
、
特
別
に
地
蔵
菩
薩
が
練
り

供
養
に
出
ら
れ
ま
す
。
新
調
さ
れ
ま
し

た
菩
薩
面
、
修
復
さ
れ
ま
し
た
持
物
を

ご
覧
頂
き
ま
す
と
と
も
に
極
楽
浄
土
の

世
界
を
体
験
し
て
下
さ
い
。

さ
て
、
こ
の
御
遠
忌
法
要
で
の
ス
ロ

ー
ガ
ン
は
「
念
仏
は
暗
闇
を
照
ら
す
光

明
で
あ
る
」
で
す
。
お
念
仏
を
称
え
る

と
は
、
「
南
無
阿
弥
陀
仏
」
と
称
え
る

事
で
す
。
こ
の
念
仏
を
称
え
る
と
あ
り

が
た
い
功
徳
が
生
ま
れ
ま
す
。
亡
き
人

の
た
ま
し
い
を
安
ら
ぎ
の
世
界
に
導
く

と
と
も
に
、
諸
仏
、
諸
菩
薩
、
諸
天
善

神
の
御
守
護
を
い
た
だ
く
事
が
で
き
ま

す
。と

こ
ろ
で
、
こ
の
あ
り
が
た
い
お
念

仏
を
毎
日
称
え
て
い
ま
す
か
。
日
々
の

生
活
で
、
用
事
に
追
わ
れ
お
念
仏
を
称

え
る
時
間
が
持
て
な
い
等
と
、
誰
も
聞

い
て
い
な
い
の
に
自
分
自
身
に
言
い
訳

を
し
て
い
ま
せ
ん
か
。
お
念
仏
を
称
え

れ
ば
、
せ
っ
か
く
有
り
難
い
功
徳
を
い

た
だ
け
る
の
に
、
も
っ
た
い
な
い
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

し
か
も
お
ど
ろ
い
た
こ
と
に
、
融
通

念
仏
で
は
、
自
分
の
称
え
た
念
仏
の
功

徳
と
他
の
人
が
称
え
た
念
仏
の
功
徳
が

相
互
に
融
け
あ
い
、
一
体
と
な
っ
て
お

お
き
な
功
徳
が
い
た
だ
け
ま
す
。
融
通

念
仏
と
は
、
こ
の
上
な
い
有
り
難
い
お

念
仏
な
の
で
す
。

こ
の
御
遠
忌
法
要
で
は
、
皆
様
と
一

緒
に
本
堂
に
て
お
念
仏
を
称
え
る
機
会

を
設
け
て
お
り
ま
す
。
毎
日
九
時
三
十

分
の
前
行
の
あ
と
日
課
念
仏
と
い
い
ま

し
て
、
皆
様
と
一
緒
に
お
念
仏
を
百
遍

称
え
ま
す
。
又
、
午
後
か
ら
の
お
ね
り

で
は
二
十
五
菩
薩
が
本
堂
に
入
ら
れ
て

か
ら
の
お
勤
め
で
、
皆
様
と
一
緒
に
お

勤
め
を
す
る
機
会
を
も
う
け
て
お
り
ま

す
。
こ
の
有
り
難
い
お
念
仏
を
、
出
来

る
だ
け
た
く
さ
ん
の
皆
様
と
一
緒
に
称

え
、
た
く
さ
ん
の
功
徳
を
い
た
だ
き
ま

し
ょ
う
。
そ
し
て
世
の
人
々
み
ん
な
が

平
和
で
笑
っ
て
暮
ら
せ
る
社
会
を
つ
く

り
ま
し
ょ
う
。

追
記

尚
、
前
述
の
通
り
に
午
後
の
御
渡
り

の
あ
と
本
堂
に
於
い
て
、
一
般
参
詣
の

皆
様
と
一
緒
に
お
勤
め
を
行
い
ま
す
。

そ
の
際
に
、
こ
の
お
勤
め
に
ご
参
加
し

て
頂
い
た
け
る
方
に
は
、
「
在
家
勤
行

式
略
課
誦
」
を
記
念
品
と
し
て
差
し
上

げ
ま
す
の
で
、
奮
っ
て
本
堂
に
ご
参
列

く
だ
さ
い
。
又
、
勤
行
の
最
後
ま
で
本

堂
に
参
詣
し
て
頂
い
た
方
に
は
記
念
品

と
し
て
「
散
華
」
も
差
し
上
げ
ま
す
。

こ
の
度
、
融
通
念
佛
宗
開
宗
九
百
年

記
念
・
大
通
上
人
三
百
回
御
遠
忌
　
大

法
要
に
て
、
地
域
の
物
産
展
と
ご
一
緒

に
東
北
復
興
支
援
物
産
展
を
開
催
さ
せ

て
頂
く
事
に
な
り
ま
し
た
。
　
　
　
　

　
「
仏
教
災
害
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」

は
宗
派
を
超
え
て
、
寺
院
と
と
も
に
災

害
支
援
を
目
的
と
し
て
活
動
し
て
お
り

ま
す
。
現
在
、
「
東
日
本
大
震
災
」
の

復
興
支
援
を
行
い
、
そ
の
ひ
と
つ
に
宮

城
県
石
巻
市
と
女
川
町
沿
岸
部
の
被
災

さ
れ
た
工
場
の
商
品
を
、
寺
院
行
事
の

時
に
販
売
さ
せ
て
頂
い
て
お
り
ま
す
。

二
〇
一
四
年
度
は
、
そ
の
販
売
収
益
と

募
金
を
「
石
巻
ひ
が
し
保
育
園
」
の
運

営
費
支
援
と
、
被
災
者
の
皆
様
を
元
気

づ
け
る
為
の
落
語
会
開
催
費
用
、
ま
た
、

現
地
で
支
援
活
動
を
行
う
非
営
利
団
体

へ
の
資
金
援
助
等
に
使
わ
さ
せ
て
頂
き

ま
し
た
。

し
か
し
、
復
興
に
つ
い
て
は
ま
だ
ま

だ
時
間
を
要
し
ま
す
。
現
地
の
方
か
ら

は
、
「
水
産
加
工
会
社
の
再
建
が
遅
れ

て
い
る
の
で
主
力
商
品
の
販
売
が
苦
し

い
」
「
以
前
の
借
入
と
震
災
後
の
補
助

金
の
返
済
が
始
ま
っ
た
の
で
今
か
ら
が

大
変
」
「
店
舗
を
開
店
し
た
が
周
辺
の

家
が
無
く
な
っ
た
の
で
買
い
に
来
る
人

が
い
な
い
」
等
、
厳
し
い
状
況
を
聞
か

せ
て
頂
い
た
と
同
時
に
「
一
回
限
り
で

は
無
く
継
続
し
て
商
品
を
購
入
し
て
も

ら
え
る
の
は
大
変
有
難
い
」
と
の
お
言

葉
も
頂
戴
致
し
ま
し
た
。
今
回
の
御
遠

忌
法
要
で
も
、
皆
様
の
ご
協
力
を
賜
れ

ば
幸
甚
で
す
。

何
卒
、
宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。 山

門
右
側
（
北
側
）
に
あ
る
宝

物
館
に
て
大
通
上
人
展
及
び
写
真

展
を
実
施

大
通
上
人
ゆ
か
り
の
品
（
直
筆
名
号

等
）
及
び
戦
前
ま
で
の
本
宗
ゆ
か
り
の

風
景
写
真
を
展
示
し
て
お
り
ま
す
。

山
門
左
側
（
南
側
）
に
あ
る
お

茶
所
に
て
毎
日
実
施

東
日
本
大
震
災
復
興
展
や
大
和
を
中

心
に
し
た
地
域
物
産
展
を
実
施
し
て
い

ま
す
。
産
地
直
送
の
珍
し
い
特
産
品
等

が
販
売
さ
れ
ま
す
。

菩
薩
役
長
　
本
覚
寺
　
大
　
東
　
良
　
弘

　
寺
　
井
　
一
　
祐

菩
薩
面
新
調
さ
れ
る
！！

菩
薩
面
の
制
作
に
あ
た
っ
て

法
要
イ
ベ
ン
ト

御
遠
忌
法
要
行
事
紹
介

地
域
物
産
展

御
遠
忌

　
特
別
展
示

郷
土
芸
能

　
奉
納

も
う
既
に
ご
覧
に
な
ら
れ
た
方
も
多

い
と
思
い
ま
す
が
、
Ｄ
Ｖ
Ｄ
「
ほ
と
け

の
ひ
か
り
」
は
、
御
遠
忌
を
記
念
し
て

制
作
さ
れ
ま
し
た
。
融
通
念
佛
宗
の
教

え
や
歴
史
、
大
念
佛
寺
の
年
中
行
事
を

イ
ラ
ス
ト
や
絵
巻
等
を
用
い
て
誰
で
も

が
楽
し
め
る
よ
う
に
構
成
し
て
お
り
ま

す
。
是
非
、
ご
家
族
揃
っ
て
ご
覧
く
だ

さ
い
。
尚
、
こ
の
Ｄ
Ｖ
Ｄ
「
ほ
と
け
の

ひ
か
り
」
は
、
国
立
図
書
館
や
大
阪
府

立
中
央
図
書
館
、
中
之
島
図
書
館
で
も

視
聴
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

Ｄ
Ｖ
Ｄ「
ほ
と
け
の
ひ
か
り
」

東
北
復
興
支
援

　
物
産
展
に
つ
い
て

前
行
と
日
課
念
仏
　

毎
日
午
前
九
時
三
十
分
か
ら
本
堂
に
て
勤
修

在
家
勤
行
式 

　 

毎
日
午
後
二
時
頃
か
ら
午
後
三
時
頃

（
あ
く
ま
で
も
目
安
の
時
間
で
す
）本
堂
に
て
勤
修

仏
教
災
害
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
　
石
　
田
　
　
歩

だ
い 

ほ
う

 

え

あ
　
み
　
だ
き
ょ
う
ま
ん
　
ぶ
　
ど
く
じ
ゅ

ぼ
　
さ
つ
し
ょ
う
じ
ゅ
ら
い
ご
う
　
えし

ょ
う
じ
ゅ
ら
い
ご
う
　
え

ほ
う
み
ょ
う
し
ょ
う
に
ん

ぎ
ょ
う
ぎう   

え
ん
　
む
　
え
ん

ぎ
ょ
う
か
い
し
ょ
う
に
んま

ん
　
ぶ
　
え

ら
い
ご
う
　
ず

む
か
え
こ
う

お
う
じ
ょ
う
こ
う

ま
ん
　
ぶ

平
野
の
「
万
部
」
あ
る
い
は
「
万
部
お
ね

り
」
と
し
て
親
し
ま
れ
て
い
る
こ
の
大
法
会

は
、
正
式
に
は
「
阿
弥
陀
経
万
部
読
誦
・
二

十
五
菩
薩
聖
聚
来
迎
会
」
と
い
い
ま
す
。

八
世
紀
頃
（
平
安
時
代
）
か
ら
、
人
々
の

間
に
極
楽
浄
土
に
往
生
し
た
い
と
い
う
願
望

が
広
ま
り
、
来
迎
図
が
盛
ん
に
描
か
れ
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
欲
求
は
さ
ら
に
菩

薩
の
面
や
衣
装
を
身
に
つ
け
、
往
生
の
実
体

験
を
試
み
る
と
こ
ろ
ま
で
発
展
し
て
い
き
ま

し
た
。
迎
講
・
往
生
講
な
ど
と
い
わ
れ
る
も

の
で
す
。
こ
れ
を
「
聖
聚
来
迎
会
」
と
い
い

ま
す
。

大
念
佛
寺
に
お
け
る
「
聖
聚
来
迎
会
」
の

起
源
は
、
第
七
世
法
明
上
人
（
一
二
七
九
〜

一
三
四
九
）
が
臨
終
の
行
儀
を
ま
の
あ
た
り

拝
し
た
い
と
考
え
、
菩
薩
の
面
や
衣
装
を
し

つ
ら
え
最
晩
年
の
貞
和
五
年
（
一
三
四
九
）

春
、
自
ら
行
者
と
な
っ
て
来
迎
の
儀
式
を
執

り
行
っ
た
こ
と
に
始
ま
り
ま
す
。

近
世
に
入
り
明
和
六
年（
一
七
六
九
）第
四

十
九
世
尭
海
上
人
の
と
き
、
阿
弥
陀
経
一
万

部
を
読
誦
し
て
檀
信
徒
と
有
縁
無
縁
諸
霊
の

追
善
を
祈
っ
て
万
部
会
が
創
始
さ
れ
ま
し

た
。こ

の
二
つ
の
法
会
が
合
体
し
て
今
日
に
及

ん
で
い
る
の
が「
万
部
お
ね
り
」の
儀
式
で
す
。

一
年
間
の
闘
病
生
活
を
経
て
妻
が
亡

く
な
っ
た
の
は
平
成
二
十
五
年
の
四
月

で
し
た
。
あ
と
か
た
づ
け
を
終
え
て
、

ほ
っ
と
し
て
い
た
時
に
、
大
念
佛
寺
の

菩
薩
役
の
方
か
ら
「
万
部
お
ね
り
」
に

使
用
さ
れ
る
菩
薩
面
の
新
調
の
お
話
が

あ
り
ま
し
た
。

私
の
師
匠
で
あ
る
高
野
唯
閑
先
生
が

三
十
数
年
前
に
十
五
面
を
制
作
さ
れ
、

今
回
あ
と
十
面
を
私
に
ま
か
せ
て
頂
く

事
と
な
り
ま
し
た
。
檜
材
の
調
達
や
桐

箱
へ
の
納
め
具
合
な
ど
、
普
段
に
は
な

い
事
な
の
で
、
慎
重
に
準
備
を
し
て
い

き
ま
し
た
。
大
念
佛
寺
に
伝
わ
る
江
戸

時
代
の
菩
薩
面
二
十
五
面
も
拝
見
す
る

機
会
を
得
て
、
身
の
引
き
締
ま
る
思
い

で
し
た
。
そ
の
年
の
十
月
に
は
京
都
の

「
龍
谷
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
」
で
開
催
さ
れ
て
い
た

「
極
楽
へ
の
い
ざ
な
い
」
（
練
り
供
養
を
め
ぐ
る

美
術
）
の
展
示
を
拝
見
し
、
阿
弥
陀
如
来
と
そ
の

一
行
の
お
迎
え
を
待
つ
臨
終
観
に
つ
い
て
、
絵
画

や
彫
刻
の
中
に
そ
の
あ
り
が
た
み
を
感
じ
と
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

翌
年
の
五
月
に
は
、
実
際
に
「
万
部

お
ね
り
」
を
拝
見
し
、
「
来
迎
会
」
を

目
の
当
り
に
で
き
た
こ
と
に
感
動
し
ま

し
た
。
制
作
に
あ
た
っ
て
は
、
菩
薩
役

の
方
々
の
体
格
が
大
き
く
な
っ
て
い
る

為
に
、
面
の
寸
法
の
変
更
や
、
使
用
し

や
す
く
す
る
為
に
目
の
穴
や
口
の
開
け

方
等
、
工
夫
し
た
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
し

た
。し

か
し
、
や
は
り
「
表
情
」
が
い
ち

ば
ん
難
し
く
、
一
気
に
は
進
め
ら
れ
ず
、

迷
い
が
お
き
て
度
々
立
ち
止
ま
っ
て
し

ま
っ
た
の
で
す
が
、
心
の

中
の
亡
き
妻
を
思
い
出
し
、

気
を
落
ち
つ
け
て
仕
事
を

続
け
、
や
っ
と
完
成
の
運

び
と
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
末
永
く

「
お
ね
り
」
に
加
わ
り
、

皆
様
に
極
楽
の
雰
囲
気
を

感
じ
て
頂
け
る
よ
う
祈
っ

て
お
り
ま
す
。

て
ら
　
　
い
　
　
　
い
ち
ゆ
う

た
か
の
ゆ
い
か
ん

ま

た
か
の
ゆ
い
か
ん

じ
も
つ

し
れ
ん
だ
い

ど
う
ば
ん

ひ
つ

ひ
ょ
う
し
ば
ん

し
ょ
う
こ

よ
う
こ

か
っ
こ

し
ん
こ

け
ま
ん

た
い
こ

け
ど
う

こ
う
ろ

し
ょ
う

く
　
ご

ひ
ち
り
き

お
う
て
き

び
　
わ

「
万
部
お
ね
り
」の
い
わ
れ

本
堂
南
側
　
瑞
祥
閣
ベ
ラ
ン
ダ

に
て
午
後
十
二
時
四
十
分
頃
か
ら

毎
日
実
施

郷
土
芸
能
で
あ
る
和
太
鼓
や
民
謡
な

ど
を
披
露
奉
納
し
ま
す
。
是
非
、
お
楽

し
み
く
だ
さ
い
。

新調された菩薩面

だ い ね ん ぶ つ だ い ね ん ぶ つ

万
部
法
要
二
十
五
菩
薩
名
並
び
持
物

一二三四五六七八九十十
一

十
二

十
三

十
四

十
五

十
六

十
七

十
八

十
九

二
十

二
十
一

二
十
二

二
十
三

二
十
四

二
十
五

紫
蓮
台

金
剛
合
掌

幢
幡

玉
幡

幡
蓋瑟

拍
子
板

鉦
鼓

腰
鼓笙横

笛
篳
篥

箜
篌

琵
琶

鳳
簫

銅
鑼

羯
鼓

振
鼓

太
鼓

華
鬘

華
幢

寶
幢

供
華

香
炉

し
れ
ん
だ
い

こ
ん
ご
う
が
っ
し
ょ
う

ど
う
ば
ん

ぎ
ょ
く
ば
ん

ば
ん
が
い

ひ
つ

ひ
ょ
う
し
ば
ん

し
ょ
う
こ

よ
う
こ

し
ょ
う

お
う
て
き

ひ
ち
り
き

は
ち

く
　
ご

び
　
わ

ほ
う
し
ょ
う

ど
　
ら

か
っ
こ

し
ん
こ

た
い
こ

け
ま
ん

け
ど
う

ほ
う
ど
う

く
　
げ

こ
う
ろ

観
世
音
菩
薩

勢

至

菩

薩

薬

王

菩

薩

薬

上

菩

薩

普

賢

菩

薩

金

蔵

菩

薩

獅
子
吼
菩
薩

華
厳
王
菩
薩

虚
空
蔵
菩
薩

徳

蔵

菩

薩

寶

蔵

菩

薩

法
自
在
菩
薩

金
剛
蔵
菩
薩

山
海
慧
菩
薩

光
明
王
菩
薩

陀
羅
尼
菩
薩

衆
宝
王
菩
薩

日
照
王
菩
薩

月
光
王
菩
薩

定
自
在
王
菩
薩

三
昧
王
菩
薩

大
自
在
王
菩
薩

白
象
王
菩
薩

大
威
徳
王
菩
薩

無
辺
身
菩
薩

か

ん

ぜ

お

ん

ぼ

さ

つ

せ

い

し

ぼ

さ

つ

や

く

お

う

ぼ

さ

つ

や

く

じ

ょ

う

ぼ

さ

つ

ふ

げ

ん

ぼ

さ

つ

こ

ん

ぞ

う

ぼ

さ

つ

し

し

く

ぼ

さ

つ

け

ご

ん

お

う

ぼ

さ

つ

こ

く

う

ぞ

う

ぼ

さ

つ

と

く

ぞ

う

ぼ

さ

つ

ほ

う

ぞ

う

ぼ

さ

つ

ほ

う

じ

ざ

い

ぼ

さ

つ

こ

ん

ご

う

ぞ

う

ぼ

さ

つ

さ

ん

か

い

え

ぼ

さ

つ

こ
う
み
ょ
う
お
う
ぼ
さ
つ

だ

ら

に

ぼ

さ

つ

し

ゅ

ほ

う

お

う

ぼ

さ

つ

に
っ
し
ょ
う
お
う
ぼ
さ
つ

が
っ
こ

う

お

う

ぼ

さ

つ

じ
ょ
う
じ
ざ
い
お
う
ぼ
さ
つ

ざ

ん

ま

い

お

う

ぼ

さ

つ

だ
い
じ
ざ
い
お
う
ぼ
さ
つ

び
ゃ
く
ぞ
う
お
う
ぼ
さ
つ

だ
い
い
と
く
お
う
ぼ
さ
つ

む

へ

ん

し

ん

ぼ

さ

つ
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大
通
上
人
の
元
禄
時
代
よ
り
、
練

り
供
養
で
使
用
さ
れ
て
お
り
ま
す
菩

薩
の
面
、
持
物
が
開
宗
九
百
年
記

念
・
大
通
上
人
三
百
回
御
遠
忌
大
法

要
に
合
わ
せ
て
新
調
、
修
復
さ
れ
ま

し
た
。

菩
薩
面
は
元
禄
時
代
の
面
の
破
損

を
避
け
る
た
め
に
良
忍
上
人
八
百
五

十
回
御
遠
忌
法
要
（
昭
和
五
十
六

年
）
の
時
に
十
五
面
が
、
当
時
日
本

最
高
の
能
面
師
、
高
野
唯
閑
氏
に
よ

っ
て
新
た
に
制
作
さ
れ
ま
し
た
。
今

回
高
野
氏
の
弟
子
に
あ
た
る
能
面
師

寺
井
一
佑
氏
に
残
り
十
面
の
制
作
を

お
願
い
し
、
二
十
五
面
完
成
の
運
び

と
な
り
ま
し
た
。

菩
薩
様
の
持
物
は
、
紫
蓮
台
（
観
世

音
菩
薩
）
を
は
じ
め
幢
幡
（
薬
王
菩

薩
）
瑟
（
金
蔵
菩
薩
）
拍
子
板
（
獅
子

吼
菩
薩
）
鉦
鼓
（
華
厳
王
菩
薩
）
腰
鼓

（
虚
空
蔵
菩
薩
）
箜
篌
（
山
海
慧
菩

薩
）
羯
鼓
（
日
照
王
菩
薩
）
振
鼓
（
月

光
王
菩
薩
）
太
鼓
（
定
自
在
王
菩
薩
）

華
鬘
（
三
昧
王
菩
薩
）
華
幢
（
大
自
在

王
菩
薩
）
香
炉
（
無
辺
身
菩
薩
）
が
修

復
さ
れ
、
ま
た
有
志
の
方
々
に
よ
り
、

笙
（
徳
蔵
菩
薩
）
篳
篥
（
法
自
在
菩

薩
）
琵
琶
（
光
明
王
菩
薩
）
横
笛
（
寳

蔵
菩
薩
）
な
ど
が
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。

と
て
も
有
難
い
こ
と
で
す
。

本
年
は
大
法
要
に
あ
た
り
二
十
五
菩

薩
と
供
に
、
特
別
に
地
蔵
菩
薩
が
練
り

供
養
に
出
ら
れ
ま
す
。
新
調
さ
れ
ま
し

た
菩
薩
面
、
修
復
さ
れ
ま
し
た
持
物
を

ご
覧
頂
き
ま
す
と
と
も
に
極
楽
浄
土
の

世
界
を
体
験
し
て
下
さ
い
。

さ
て
、
こ
の
御
遠
忌
法
要
で
の
ス
ロ

ー
ガ
ン
は
「
念
仏
は
暗
闇
を
照
ら
す
光

明
で
あ
る
」
で
す
。
お
念
仏
を
称
え
る

と
は
、
「
南
無
阿
弥
陀
仏
」
と
称
え
る

事
で
す
。
こ
の
念
仏
を
称
え
る
と
あ
り

が
た
い
功
徳
が
生
ま
れ
ま
す
。
亡
き
人

の
た
ま
し
い
を
安
ら
ぎ
の
世
界
に
導
く

と
と
も
に
、
諸
仏
、
諸
菩
薩
、
諸
天
善

神
の
御
守
護
を
い
た
だ
く
事
が
で
き
ま

す
。と

こ
ろ
で
、
こ
の
あ
り
が
た
い
お
念

仏
を
毎
日
称
え
て
い
ま
す
か
。
日
々
の

生
活
で
、
用
事
に
追
わ
れ
お
念
仏
を
称

え
る
時
間
が
持
て
な
い
等
と
、
誰
も
聞

い
て
い
な
い
の
に
自
分
自
身
に
言
い
訳

を
し
て
い
ま
せ
ん
か
。
お
念
仏
を
称
え

れ
ば
、
せ
っ
か
く
有
り
難
い
功
徳
を
い

た
だ
け
る
の
に
、
も
っ
た
い
な
い
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

し
か
も
お
ど
ろ
い
た
こ
と
に
、
融
通

念
仏
で
は
、
自
分
の
称
え
た
念
仏
の
功

徳
と
他
の
人
が
称
え
た
念
仏
の
功
徳
が

相
互
に
融
け
あ
い
、
一
体
と
な
っ
て
お

お
き
な
功
徳
が
い
た
だ
け
ま
す
。
融
通

念
仏
と
は
、
こ
の
上
な
い
有
り
難
い
お

念
仏
な
の
で
す
。

こ
の
御
遠
忌
法
要
で
は
、
皆
様
と
一

緒
に
本
堂
に
て
お
念
仏
を
称
え
る
機
会

を
設
け
て
お
り
ま
す
。
毎
日
九
時
三
十

分
の
前
行
の
あ
と
日
課
念
仏
と
い
い
ま

し
て
、
皆
様
と
一
緒
に
お
念
仏
を
百
遍

称
え
ま
す
。
又
、
午
後
か
ら
の
お
ね
り

で
は
二
十
五
菩
薩
が
本
堂
に
入
ら
れ
て

か
ら
の
お
勤
め
で
、
皆
様
と
一
緒
に
お

勤
め
を
す
る
機
会
を
も
う
け
て
お
り
ま

す
。
こ
の
有
り
難
い
お
念
仏
を
、
出
来

る
だ
け
た
く
さ
ん
の
皆
様
と
一
緒
に
称

え
、
た
く
さ
ん
の
功
徳
を
い
た
だ
き
ま

し
ょ
う
。
そ
し
て
世
の
人
々
み
ん
な
が

平
和
で
笑
っ
て
暮
ら
せ
る
社
会
を
つ
く

り
ま
し
ょ
う
。

追
記

尚
、
前
述
の
通
り
に
午
後
の
御
渡
り

の
あ
と
本
堂
に
於
い
て
、
一
般
参
詣
の

皆
様
と
一
緒
に
お
勤
め
を
行
い
ま
す
。

そ
の
際
に
、
こ
の
お
勤
め
に
ご
参
加
し

て
頂
い
た
け
る
方
に
は
、
「
在
家
勤
行

式
略
課
誦
」
を
記
念
品
と
し
て
差
し
上

げ
ま
す
の
で
、
奮
っ
て
本
堂
に
ご
参
列

く
だ
さ
い
。
又
、
勤
行
の
最
後
ま
で
本

堂
に
参
詣
し
て
頂
い
た
方
に
は
記
念
品

と
し
て
「
散
華
」
も
差
し
上
げ
ま
す
。

こ
の
度
、
融
通
念
佛
宗
開
宗
九
百
年

記
念
・
大
通
上
人
三
百
回
御
遠
忌
　
大

法
要
に
て
、
地
域
の
物
産
展
と
ご
一
緒

に
東
北
復
興
支
援
物
産
展
を
開
催
さ
せ

て
頂
く
事
に
な
り
ま
し
た
。
　
　
　
　

　
「
仏
教
災
害
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」

は
宗
派
を
超
え
て
、
寺
院
と
と
も
に
災

害
支
援
を
目
的
と
し
て
活
動
し
て
お
り

ま
す
。
現
在
、
「
東
日
本
大
震
災
」
の

復
興
支
援
を
行
い
、
そ
の
ひ
と
つ
に
宮

城
県
石
巻
市
と
女
川
町
沿
岸
部
の
被
災

さ
れ
た
工
場
の
商
品
を
、
寺
院
行
事
の

時
に
販
売
さ
せ
て
頂
い
て
お
り
ま
す
。

二
〇
一
四
年
度
は
、
そ
の
販
売
収
益
と

募
金
を
「
石
巻
ひ
が
し
保
育
園
」
の
運

営
費
支
援
と
、
被
災
者
の
皆
様
を
元
気

づ
け
る
為
の
落
語
会
開
催
費
用
、
ま
た
、

現
地
で
支
援
活
動
を
行
う
非
営
利
団
体

へ
の
資
金
援
助
等
に
使
わ
さ
せ
て
頂
き

ま
し
た
。

し
か
し
、
復
興
に
つ
い
て
は
ま
だ
ま

だ
時
間
を
要
し
ま
す
。
現
地
の
方
か
ら

は
、
「
水
産
加
工
会
社
の
再
建
が
遅
れ

て
い
る
の
で
主
力
商
品
の
販
売
が
苦
し

い
」
「
以
前
の
借
入
と
震
災
後
の
補
助

金
の
返
済
が
始
ま
っ
た
の
で
今
か
ら
が

大
変
」
「
店
舗
を
開
店
し
た
が
周
辺
の

家
が
無
く
な
っ
た
の
で
買
い
に
来
る
人

が
い
な
い
」
等
、
厳
し
い
状
況
を
聞
か

せ
て
頂
い
た
と
同
時
に
「
一
回
限
り
で

は
無
く
継
続
し
て
商
品
を
購
入
し
て
も

ら
え
る
の
は
大
変
有
難
い
」
と
の
お
言

葉
も
頂
戴
致
し
ま
し
た
。
今
回
の
御
遠

忌
法
要
で
も
、
皆
様
の
ご
協
力
を
賜
れ

ば
幸
甚
で
す
。

何
卒
、
宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。 山

門
右
側
（
北
側
）
に
あ
る
宝

物
館
に
て
大
通
上
人
展
及
び
写
真

展
を
実
施

大
通
上
人
ゆ
か
り
の
品
（
直
筆
名
号

等
）
及
び
戦
前
ま
で
の
本
宗
ゆ
か
り
の

風
景
写
真
を
展
示
し
て
お
り
ま
す
。

山
門
左
側
（
南
側
）
に
あ
る
お

茶
所
に
て
毎
日
実
施

東
日
本
大
震
災
復
興
展
や
大
和
を
中

心
に
し
た
地
域
物
産
展
を
実
施
し
て
い

ま
す
。
産
地
直
送
の
珍
し
い
特
産
品
等

が
販
売
さ
れ
ま
す
。

菩
薩
役
長
　
本
覚
寺
　
大
　
東
　
良
　
弘

　
寺
　
井
　
一
　
祐

菩
薩
面
新
調
さ
れ
る
！！

菩
薩
面
の
制
作
に
あ
た
っ
て

法
要
イ
ベ
ン
ト

御
遠
忌
法
要
行
事
紹
介

地
域
物
産
展

御
遠
忌

　
特
別
展
示

郷
土
芸
能

　
奉
納

も
う
既
に
ご
覧
に
な
ら
れ
た
方
も
多

い
と
思
い
ま
す
が
、
Ｄ
Ｖ
Ｄ
「
ほ
と
け

の
ひ
か
り
」
は
、
御
遠
忌
を
記
念
し
て

制
作
さ
れ
ま
し
た
。
融
通
念
佛
宗
の
教

え
や
歴
史
、
大
念
佛
寺
の
年
中
行
事
を

イ
ラ
ス
ト
や
絵
巻
等
を
用
い
て
誰
で
も

が
楽
し
め
る
よ
う
に
構
成
し
て
お
り
ま

す
。
是
非
、
ご
家
族
揃
っ
て
ご
覧
く
だ

さ
い
。
尚
、
こ
の
Ｄ
Ｖ
Ｄ
「
ほ
と
け
の

ひ
か
り
」
は
、
国
立
図
書
館
や
大
阪
府

立
中
央
図
書
館
、
中
之
島
図
書
館
で
も

視
聴
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

Ｄ
Ｖ
Ｄ「
ほ
と
け
の
ひ
か
り
」

東
北
復
興
支
援

　
物
産
展
に
つ
い
て

前
行
と
日
課
念
仏
　

毎
日
午
前
九
時
三
十
分
か
ら
本
堂
に
て
勤
修

在
家
勤
行
式 
　 

毎
日
午
後
二
時
頃
か
ら
午
後
三
時
頃

（
あ
く
ま
で
も
目
安
の
時
間
で
す
）本
堂
に
て
勤
修

仏
教
災
害
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
　
石
　
田
　
　
歩

だ
い 

ほ
う

 

え

あ
　
み
　
だ
き
ょ
う
ま
ん
　
ぶ
　
ど
く
じ
ゅ

ぼ
　
さ
つ
し
ょ
う
じ
ゅ
ら
い
ご
う
　
えし

ょ
う
じ
ゅ
ら
い
ご
う
　
え

ほ
う
み
ょ
う
し
ょ
う
に
ん

ぎ
ょ
う
ぎう   

え
ん
　
む
　
え
ん

ぎ
ょ
う
か
い
し
ょ
う
に
んま

ん
　
ぶ
　
え

ら
い
ご
う
　
ず

む
か
え
こ
う

お
う
じ
ょ
う
こ
う

ま
ん
　
ぶ

平
野
の
「
万
部
」
あ
る
い
は
「
万
部
お
ね

り
」
と
し
て
親
し
ま
れ
て
い
る
こ
の
大
法
会

は
、
正
式
に
は
「
阿
弥
陀
経
万
部
読
誦
・
二

十
五
菩
薩
聖
聚
来
迎
会
」
と
い
い
ま
す
。

八
世
紀
頃
（
平
安
時
代
）
か
ら
、
人
々
の

間
に
極
楽
浄
土
に
往
生
し
た
い
と
い
う
願
望

が
広
ま
り
、
来
迎
図
が
盛
ん
に
描
か
れ
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
欲
求
は
さ
ら
に
菩

薩
の
面
や
衣
装
を
身
に
つ
け
、
往
生
の
実
体

験
を
試
み
る
と
こ
ろ
ま
で
発
展
し
て
い
き
ま

し
た
。
迎
講
・
往
生
講
な
ど
と
い
わ
れ
る
も

の
で
す
。
こ
れ
を
「
聖
聚
来
迎
会
」
と
い
い

ま
す
。

大
念
佛
寺
に
お
け
る
「
聖
聚
来
迎
会
」
の

起
源
は
、
第
七
世
法
明
上
人
（
一
二
七
九
〜

一
三
四
九
）
が
臨
終
の
行
儀
を
ま
の
あ
た
り

拝
し
た
い
と
考
え
、
菩
薩
の
面
や
衣
装
を
し

つ
ら
え
最
晩
年
の
貞
和
五
年
（
一
三
四
九
）

春
、
自
ら
行
者
と
な
っ
て
来
迎
の
儀
式
を
執

り
行
っ
た
こ
と
に
始
ま
り
ま
す
。

近
世
に
入
り
明
和
六
年（
一
七
六
九
）第
四

十
九
世
尭
海
上
人
の
と
き
、
阿
弥
陀
経
一
万

部
を
読
誦
し
て
檀
信
徒
と
有
縁
無
縁
諸
霊
の

追
善
を
祈
っ
て
万
部
会
が
創
始
さ
れ
ま
し

た
。こ

の
二
つ
の
法
会
が
合
体
し
て
今
日
に
及

ん
で
い
る
の
が「
万
部
お
ね
り
」の
儀
式
で
す
。

一
年
間
の
闘
病
生
活
を
経
て
妻
が
亡

く
な
っ
た
の
は
平
成
二
十
五
年
の
四
月

で
し
た
。
あ
と
か
た
づ
け
を
終
え
て
、

ほ
っ
と
し
て
い
た
時
に
、
大
念
佛
寺
の

菩
薩
役
の
方
か
ら
「
万
部
お
ね
り
」
に

使
用
さ
れ
る
菩
薩
面
の
新
調
の
お
話
が

あ
り
ま
し
た
。

私
の
師
匠
で
あ
る
高
野
唯
閑
先
生
が

三
十
数
年
前
に
十
五
面
を
制
作
さ
れ
、

今
回
あ
と
十
面
を
私
に
ま
か
せ
て
頂
く

事
と
な
り
ま
し
た
。
檜
材
の
調
達
や
桐

箱
へ
の
納
め
具
合
な
ど
、
普
段
に
は
な

い
事
な
の
で
、
慎
重
に
準
備
を
し
て
い

き
ま
し
た
。
大
念
佛
寺
に
伝
わ
る
江
戸

時
代
の
菩
薩
面
二
十
五
面
も
拝
見
す
る

機
会
を
得
て
、
身
の
引
き
締
ま
る
思
い

で
し
た
。
そ
の
年
の
十
月
に
は
京
都
の

「
龍
谷
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
」
で
開
催
さ
れ
て
い
た

「
極
楽
へ
の
い
ざ
な
い
」
（
練
り
供
養
を
め
ぐ
る

美
術
）
の
展
示
を
拝
見
し
、
阿
弥
陀
如
来
と
そ
の

一
行
の
お
迎
え
を
待
つ
臨
終
観
に
つ
い
て
、
絵
画

や
彫
刻
の
中
に
そ
の
あ
り
が
た
み
を
感
じ
と
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

翌
年
の
五
月
に
は
、
実
際
に
「
万
部

お
ね
り
」
を
拝
見
し
、
「
来
迎
会
」
を

目
の
当
り
に
で
き
た
こ
と
に
感
動
し
ま

し
た
。
制
作
に
あ
た
っ
て
は
、
菩
薩
役

の
方
々
の
体
格
が
大
き
く
な
っ
て
い
る

為
に
、
面
の
寸
法
の
変
更
や
、
使
用
し

や
す
く
す
る
為
に
目
の
穴
や
口
の
開
け

方
等
、
工
夫
し
た
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
し

た
。し

か
し
、
や
は
り
「
表
情
」
が
い
ち

ば
ん
難
し
く
、
一
気
に
は
進
め
ら
れ
ず
、

迷
い
が
お
き
て
度
々
立
ち
止
ま
っ
て
し

ま
っ
た
の
で
す
が
、
心
の

中
の
亡
き
妻
を
思
い
出
し
、

気
を
落
ち
つ
け
て
仕
事
を

続
け
、
や
っ
と
完
成
の
運

び
と
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
末
永
く

「
お
ね
り
」
に
加
わ
り
、

皆
様
に
極
楽
の
雰
囲
気
を

感
じ
て
頂
け
る
よ
う
祈
っ

て
お
り
ま
す
。

て
ら
　
　
い
　
　
　
い
ち
ゆ
う

た
か
の
ゆ
い
か
ん

ま

た
か
の
ゆ
い
か
ん

じ
も
つ

し
れ
ん
だ
い

ど
う
ば
ん

ひ
つ

ひ
ょ
う
し
ば
ん

し
ょ
う
こ

よ
う
こ

か
っ
こ

し
ん
こ

け
ま
ん

た
い
こ

け
ど
う

こ
う
ろ

し
ょ
う

く
　
ご

ひ
ち
り
き

お
う
て
き

び
　
わ

「
万
部
お
ね
り
」の
い
わ
れ

本
堂
南
側
　
瑞
祥
閣
ベ
ラ
ン
ダ

に
て
午
後
十
二
時
四
十
分
頃
か
ら

毎
日
実
施

郷
土
芸
能
で
あ
る
和
太
鼓
や
民
謡
な

ど
を
披
露
奉
納
し
ま
す
。
是
非
、
お
楽

し
み
く
だ
さ
い
。

新調された菩薩面



だ い ね ん ぶ つ だ い ね ん ぶ つ

念
仏
は
暗
闇
を
照
ら
す
光
明
で
あ
る

煩
悩
の
闇
路

人
に
は
お
し
な
べ
て
迷
い
が
つ
き
も

の
で
す
。
迷
い
と
い
え
ば
、
仏
教
で
は

煩
悩
と
い
う
語
が
よ
く
知
ら
れ
て
い
ま

す
。
煩
悩
と
は
私
た
ち
の
身
体
や
心
を

悩
ま
せ
、
か
き
乱
し
、
煩
ら
わ
せ
、
惑

わ
し
汚
す
精
神
作
用
の
こ
と
で
、
一
口

で
い
え
ば
底
な
し
の
迷
い
の
闇
の
こ
と

で
す
。

古
来
、
煩
悩
の
同
意
語
と
し
て
、
妄

念
（
迷
い
の
心
、
迷
妄
の
執
念
）
、
三

毒
が
あ
り
ま
す
が
、
そ
れ
以
外
に
も
惑
、

使
（
煩
悩
は
人
を
駆
使
し
て
迷
い
の
世

界
を
さ
ま
よ
わ
せ
る
意
味
）
眠
（
身
心

を
に
ぶ
く
さ
せ
る
こ
と
）
、
随
眠
（
潜

在
的
な
煩
悩
の
こ
と
で
、
内
心
に
潜
む

悪
へ
の
傾
向
）
、
見
（
誤
っ
た
見
解
）
、

纏
（
ま
つ
わ
り
つ
く
意
）
な
ど
が
あ
り

ま
す
。

除
夜
の
鐘
の
数
で
よ
く
知
ら
れ
て
い

る
よ
う
に
、
人
間
の
煩
悩
は
百
八
あ
る

と
い
う
の
が
通
説
に
な
っ
て
い
ま
す
。

貪
（
貪
欲
、
む
さ
ぼ
り
）
、
嗔
（
腹

立
ち
、
怒
り
）
痴
（
暗
い
心
）
を
三
毒

ま
た
は
三
惑
と
い
っ
て
、
根
本
煩
悩
と

も
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
に
加
え
て

慢
（
お
ご
り
、
た
か
ぶ
り
）
、
疑
、
邪

見
（
誤
っ
た
考
え
）
、
辺
見
（
か
た
よ

っ
た
考
え
）
な
ど
が
、
四
諦
と
名
づ
け

る
四
種
の
真
理
す
な
わ
ち
こ
の
世
は
苦

で
あ
る
と
い
う
こ
と
の
真
理
と
、
そ
の

原
因
で
あ
る
執
着
心
を
見
極
め
る
真
理
、

そ
れ
を
滅
す
る
真
理
と
道
筋
へ
の
真
理
、

こ
の
四
つ
の
真
理
を
蝕
む
煩
悩
に
八
十

八
を
数
え
（
八
十
八
使
）
、
さ
ら
に
十

随
眠
、
十
纏
と
い
う
煩
悩
を
加
え
て
百

八
と
し
ま
す
。
こ
れ
は
仏
教
の
根
本
聖

典
の
一
つ
で
あ
る
倶
舎
論
の
説
で
す
が
、

百
八
煩
悩
に
つ
い
て
は
、
他
の
説
も
あ

り
ま
す
。

眼
耳
鼻
舌
身
意
の
六
根
が
、
そ
の
対

境
と
し
て
の
色
声
香
味
触
法
を
感
じ
る

と
き
、
好
（
こ
の
む
）
、
悪
（
に
く

む
）
、
平
（
非
好
非
悪
の
こ
と
で
、
好

ま
ず
憎
ま
ず
の
ど
ち
ら
で
も
な
い
無
関

心
な
こ
と
）
の
三
種
の
思
い
を
起
こ
す

の
で
十
八
と
な
る
。
こ
の
十
八
に
そ
れ

ぞ
れ
染
（
け
が
れ
た
心
）
と
浄
（
清

い
心
）
の
二
つ
が
あ
る
か
ら
三
十
六
と

な
る
。
こ
れ
が
過
去
、
現
在
、
未
来
の

三
世
に
わ
た
っ
て
活
動
す
る
か
ら
百
八

と
な
る
と
い
う
わ
け
で
す
。

そ
の
他
に
も
別
の
数
え
か
た
も
あ
り

ま
す
が
、
要
す
る
に
そ
れ
だ
け
人
間
の

迷
い
が
多
岐
に
わ
た
っ
て
厖
大
で
あ
る

こ
と
を
表
し
て
い
る
の
で
す
。
　

仏
さ
ま
の
教
え
が
無
量
で
あ
る
こ
と

を
表
現
す
る
の
に
、
八
万
四
千
の
法
門

と
い
い
ま
す
が
、
そ
れ
と
同
じ
よ
う
に
、

人
間
の
欲
や
迷
い
な
ど
が
強
大
で
あ
る

こ
と
を
、
八
万
四
千
の
煩
悩
と
い
い
ま

す
。
と
て
も
百
八
ど
こ
ろ
で
は
な
い
わ

け
で
す
。

先
の
例
で
い
え
ば
、
六
根
の
は
た
ら

き
は
人
間
が
生
き
て
い
く
上
で
な
く
て

は
な
ら
な
い
大
切
な
も
の
で
す
が
、
ま

た
そ
れ
に
よ
っ
て
沢
山
の
煩
悩
を
作
り

出
し
て
い
る
こ
と
も
事
実
で
す
。
眼
に

見
え
る
も
の
、
耳
に
き
こ
え
る
音
声
、

舌
で
感
じ
る
味
覚
、
身
体
に
感
じ
る
触

感
も
、
あ
ら
ゆ
る
現
象
を
受
け
と
め
る

心
の
は
た
ら
き
も
、
人
に
よ
り
、
ま
た

そ
の
時
に
よ
り
ま
ち
ま
ち
で
す
。
そ
れ

ら
は
す
べ
て
人
間
の
煩
悩
と
な
り
ま
す
。

た
と
え
ば
空
腹
の
と
き
は
お
い
し
い
、

お
い
し
い
と
食
し
た
物
も
、
満
腹
時
に

は
厭
ま
し
い
も
の
に
な
り
ま
す
。
好
き

も
嫌
い
も
す
べ
て
煩
悩
で
す
。

こ
の
よ
う
に
煩
悩
い
っ
ぱ
い
の
世
界

を
迷
い
の
世
界
と
い
い
ま
す
。
そ
れ
は

暗
闇
の
世
界
で
も
あ
り
ま
す
。
い
う
な

れ
ば
私
た
ち
は
闇
路
を
さ
ま
よ
う
凡
夫

で
あ
り
ま
す
。

光
の
世
界
へ

〝
暗
闇
に
こ
そ
光
は
尊
い
〞
と
い
わ

れ
ま
す
が
、
暗
闇
の
中
で
は
一
歩
も
進

む
こ
と
は
で
ま
せ
ん
。
も
ち
ろ
ん
何
も

見
え
ま
せ
ん
。
そ
の
中
で
は
マ
ッ
チ
一

本
の
明
か
り
で
も
、
こ
の
上
な
く
尊
い

も
の
と
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
い

わ
ん
や
一
条
の
確
か
な
光
明
は
、
ど
ん

な
に
か
有
難
い
こ
と
で
し
ょ
う
。

念
仏
は
わ
が
足
許
を
し
っ
か
り
照
ら

し
、
心
の
闇
路
に
希
望
と
勇
気
と
喜
び

を
与
え
て
く
れ
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

そ
の
念
仏
を
持
ち
つ
づ
け
て
放
さ
な

い
こ
と
を
、
阿
弥
陀
経
に
は
「
執
持
名

号
」
と
説
か
れ
て
い
ま
す
。

喜
び
に
つ
け
悲
し
み
に
つ
け
、
い
つ

も
南
無
阿
弥
陀
仏
と
一
緒
で
あ
る
と
い

う
生
き
方
を
い
う
の
で
す
。

と
こ
ろ
で
古
え
の
念
仏
者
は
、
前
述

の
暗
闇
と
光
明
と
の
関
係
に
つ
い
て
興

味
あ
る
話
を
残
し
て
い
ま
す
。

私
た
ち
は
物
が
見
え
る
の
は
、
己
れ

の
眼
の
お
か
げ
と
感
じ
ま
す
。
あ
る
い

は
視
力
が
あ
る
か
ら
と
思
う
で
し
ょ
う
。

眼
す
な
わ
ち
視
力
に
よ
っ
て
物
を
見
る

こ
と
が
で
き
る
な
ら
、
夜
で
も
見
え
る

は
ず
で
あ
り
ま
す
。
と
こ
ろ
が
夜
の
暗

闇
で
は
何
も
見
え
な
い
の
で
す
。
頼
り

に
し
て
い
る
眼
が
は
た
ら
か
な
い
の
で

す
。
こ
こ
に
己
れ
の
眼
の
限
界
が
あ
る

こ
と
に
気
付
き
ま
す
。
つ
ま
り
自
分
の

力
の
弱
さ
、
ち
っ
ぽ
け
な
自
分
の
存
在

を
感
じ
な
い
わ
け
に
は
い
き
ま
せ
ん
。

念
仏
門
で
は
こ
れ
を
自
力
の
脆
さ
と

受
け
取
り
ま
す
。
す
な
わ
ち
自
己
の
力

を
過
信
し
て
い
て
も
、
よ
く
よ
く
考
え

て
み
れ
ば
そ
れ
が
い
か
に
脆
弱
で
あ
る

か
が
わ
か
り
ま
す
。

物
ひ
と
つ
見
る
こ
と
が
で
き
る
の
も
、

明
る
さ
、
光
明
の
お
か
げ
と
受
け
取
っ

た
と
き
、
自
己
を
と
り
ま
く
大
き
な
世

界
の
存
在
に
気
付
く
の
で
、
そ
の
光
明

が
私
た
ち
の
眼
の
は
た
ら
き
を
蘇
ら
せ

て
く
れ
る
の
で
す
。

こ
の
大
き
な
世
界
の
は
た
ら
き
を

〝
仏
の
力
〞
と
い
た
だ
い
た
と
き
、
暗

闇
の
中
の
光
は
仏
の
光
明
そ
の
も
の
と

な
り
ま
す
。

そ
の
仏
の
光
明
に
浴
す
る
こ
と
が
で

き
る
の
は
、
念
仏
衆
生
す
な
わ
ち
念
仏

を
喜
び
信
じ
て
称
え
る
人
で
あ
り
ま
す
。

ま
ず
こ
の
口
に
念
仏
を
称
え
る
人
に

な
る
こ
と
が
第
一
で
あ
り
ま
す
。
そ
れ

ゆ
え
本
宗
で
は
「
日
課
念
仏
」
と
い
っ

て
、
一
日
百
遍
の
念
仏
を
誓
っ
て
称
え

る
こ
と
と
、
「
早
旦
の
念
仏
」
と
い
っ

て
、
朝
、
洗
面
漱
口
の
あ
と
西
方
に
向

か
い
十
遍
の
念
仏
を
称
え
る
こ
と
が
大

切
な
行
と
な
っ
て
い
ま
す
。
し
か
も
こ

れ
は
尽
未
来
際
と
い
っ
て
、
後
の
世
を

経
て
も
未
来
永
劫
に
称
え
続
け
る
こ
と

が
説
か
れ
て
い
ま
す
。

念
仏
を
称
え
続
け
て
い
れ
ば
、
信
心

が
堅
固
な
も
の
と
な
る
。
そ
し
て
念
仏

の
温
か
み
が
湧
く
。
喜
び
の
心
と
な
る
。

ど
ん
な
と
き
で
も
仏
さ
ま
の
守
護
を
い

た
だ
け
る
。
す
な
わ
ち
執
持
名
号
の
人

と
な
っ
て
、
縁
あ
る
す
べ
て
の
人
び
と

と
共
に
、
大
い
な
る
救
い
の
中
に
生
き

往
く
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
。
こ
れ
を

決
定
往
生
と
い
い
ま
す
。

縁
あ
っ
て
開
宗
九
百
年
記
念
・
大
通

上
人
三
百
回
御
遠
忌
の
佳
節
に
め
ぐ
り

会
っ
た
私
た
ち
は
、
今
こ
そ
声
高
ら
か

に
念
仏
唱
和
の
鉦
を
力
強
く
打
鳴
ら
し
、

わ
が
足
許
を
、
さ
ら
に
は
私
た
ち
の
周

囲
を
、
光
り
輝
く
楽
土
に
し
た
い
も
の

で
あ
り
ま
す
。

〝
念
仏
は
暗
闇
を
照
ら
す
光
明
で
あ

る
〞私

た
ち
一
人
ひ
と
り
が
光
明
を
点
じ

る
人
で
あ
る
こ
と
を
心
に
銘
記
し
て
、

御
遠
忌
の
報
恩
行
に
い
そ
し
も
う
で
は

あ
り
ま
せ
ん
か
。

融
通
念
佛
宗
宗
務
総
長

五
月
二
日
の
洋
舞
と
は
、
ミ
ュ
ー
ジ

カ
ル
な
ど
で
よ
く
見
る
ダ
ン
ス
で
欧
米

の
バ
レ
エ
や
ジ
ャ
ズ
ダ
ン
ス
な
ど
の
総

称
で
す
。
今
回
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン

で
は
、
夢
の
お
つ
げ
に
従
い
冒
険
の
旅

に
出
る
若
者
の
奮
闘
記
を
ダ
ン
ス
シ
ー

ン
で
綴
り
ま
す
。
後
半
の
ダ
ン
ス
シ
ョ

ー
で
は
四
季
折
々
の
妖
精
達
が
軽
や
か

に
踊
り
ま
す
。
　

五
月
三
日
、
七
日
の
ペ
ル
シ
ャ
伝
統

楽
器
サ
ン
ト
ゥ
ー
ル
は
、
数
千
年
の
歴

史
を
持
ち
ま
す
。
悠
久
の
ペ
ル
シ
ャ
を

雅
で
エ
キ
ゾ
チ
ッ
ク
で
あ
り
な
が
ら
透

明
感
の
あ
る
音
色
を
奏
で
ま
す
。
今
回

テ
ヘ
ラ
ン
生
ま
れ
の
サ
ン
ト
ゥ
ー
ル
の

第
一
人
者
を
招
き
、
二
千
年
の
歴
史
を

口
伝
で
伝
承
さ
れ
て
来
た
仏
教
音
楽
声

明
と
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
で
す
。
ど

う
か
悠
久
の
時
間
を
お
楽
し
み
く
だ
さ

い
。

五
月
二
日
、三
日
、七
日
午
前
十
時
三
十
分
〜
十
一
時
三
十
分

融
通
声
明
研
究
会

声
明
と
天
女
の
舞
を
思
わ
せ
る
物
語
風
ダ
ン
ス
シ
ョ
ー

声
明
と
歴
史
あ
る
ペル
シ
ャ
伝
統
楽
器
サ
ン
ト
ゥ
ー
ル

融
通
声
明
コ
ン
サ
ー
ト

今
年
は
開
宗
九
百
年
記
念
・
大
通
上

人
三
百
回
御
遠
忌
に
あ
た
り
慶
讃
歌

『
法
の
よ
ろ
こ
び
』
を
奉
納
さ
せ
て
頂

き
ま
す
。
仏
教
讃
歌
、
メ
ッ
セ
ー
ジ
ソ

ン
グ
と
共
に
今
回
は
ご
参
詣
の
皆
様
と

ご
一
緒
に
『
ふ
る
さ
と
』
を
合
唱
さ
せ

て
頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
ど
う

ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
次
に
私
達
、
聖
歌
隊
を
ご
指
導
頂
い

て
お
り
ま
す
声
楽
家
　
河
田
早
紀
先
生

（
ピ
ア
ノ
伴
奏
　
　
木
寿
美
代
先
生
）

の
独
唱
が
ご
ざ
い
ま
す
。
再
興
大
通
上

人
三
百
回
忌
奉
讃
歌
『
生
命
燃
ゆ
』
他
、

堂
内
の
皆
様
の
心
の
中
に
語
り
か
け
響

き
わ
た
る
事
と
思
い
ま
す
。
一
日
と
六

日
十
時
半
よ
り
奉
納
致
し
ま
す
の
で
ど

う
ぞ
ご
参
拝
下
さ
い
ま
せ
。

仏
教
讃
歌
奉
納

五
月
一
日
　
午
前
十
時
三
十
分
〜
十
一
時
三
十
分

五
月
六
日
　
午
前
十
時
三
十
分
〜
十
一
時
三
十
分

融
通
念
佛
宗
聖
歌
隊

我
々
楽
役
（
楽
融
会
）
は
、
総
本
山

や
末
寺
等
の
行
事
に
於
い
て
、
儀
式
の

円
滑
な
進
行
を
促
し
、
人
の
死
を
悼
み
、

ご
家
族
や
ご
親
族
の
お
心
を
お
慰
め
し
、

尚
且
つ
、
儀
式
の
荘
厳
を
目
的
と
し
、

鋭
意
奏
楽
さ
せ
て
頂
い
て
お
り
ま
す
。

特
筆
す
べ
き
は
、
総
本
山
大
念
佛
寺
直

属
の
雅
楽
団
体
で
あ
り
、
そ
の
会
員
全

員
が
、
融
通
念
佛
宗
在
籍
の
僧
侶
で
あ

る
と
い
う
こ
と
で
す
。

さ
て
、
お
陰
様
で
毎
回
満
堂
の
参
詣
者
に
楽
し
ん
で
頂
き
、

好
評
を
博
し
て
い
る
演
奏
会
で
す
が
、

今
回
の
演
奏
曲
目
は
、

第
一
部
は
【
管
絃
】
平
調
音
取
・
鶏
徳
・
陪
臚

第
二
部
は
【
舞
楽
】
迦
陵
頻
・
還
城
楽
で
す
。

万
部
法
要
の
ひ
と
時
に
、
雅
な
平
安
の
調
べ
に
浸
っ
て
頂
き
、

皆
様
方
の
お
心
が
少
し
で
も
癒
さ
れ
れ
ば
幸
甚
に
存
じ
ま
す
。

五
月
四
日
　
午
前
十
時
三
十
分
〜
十
一
時
三
十
分

融
通
念
佛
宗
青
年
会
　会
長
　
吉
　
村
　
明
　
山

雅
の
ハ
ー
モ
ニ
ー楽

融
会

青
年
会
だ
よ
り

落
語
会
と
ぬ
り
え
展
示
の
お
知
ら
せ

一
人
一
切
人
　
一
切
人
一
人
　
一
行

一
切
行
　
一
切
行
一
行
　
是
名
他
力
往

生
、
十
界
一
念
　
融
通
念
佛
　
億
百

万
遍
　
功
徳
円
満

約
九
百
年
前
、
宗
祖
良
忍
上
人
が
阿

弥
陀
様
か
ら
お
念
仏
と
共
に
授
け
ら
れ

た
御
文
で
す
。

私
達
は
世
界
中
の
人
々
と
、
お
互
い

生
か
し
生
か
さ
れ
て
い
ま
す
。
共
々
に

唱
え
る
念
仏
を
通
じ
て
そ
の
事
に
気
付

き
、
感
謝
し
、
喜
べ
る
こ
と
が
出
来
た

な
ら
、
こ
の
世
は
感
謝
と
喜
び
に
溢
れ

た
素
晴
ら
し
い
世
界
に
な
る
で
し
ょ
う
。

青
年
会
で
は
開
宗
九
百
年
を
迎
え
る

に
あ
た
り
、
多
く
の
人
々
が
共
に
笑
い
、

楽
し
め
る
落
語
会
を
開
催
さ
せ
て
頂
く

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

日
　
　
時
　
五
月
四
日
　
十
八
時
開
場
　 

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
十
八
時
三
十
分
開
演

場
　
　
所
　
瑞
祥
閣

出
演
者
　桂
小
枝
、
笑
福
亭
純
瓶
、
桂
坊
枝
、
林
家
染
八

　
　
　
　
（
都
合
に
よ
り
変
更
あ
り
）

入
場
無
料
（
先
着
百
名
）

落
語
会
を
通
じ
て
、
少
し

で
も
多
く
の
人
が
、
共
に
喜

び
合
え
る
事
を
心
よ
り
祈
念

い
た
し
ま
す
。

又
、
毎
年
好
評
を
頂
い
て

お
り
ま
す
「
ぼ
さ
つ
さ
ま
ぬ

り
え
」
も
御
遠
忌
法
要
期
間

中
、
毘
沙
門
堂
に
お
い
て
展

示
を
行
い
ま
す
。

九
百
年
の
歴
史
を
、

次
の
世
代
へ
と
引
き
継

ぐ
た
め
に
、
青
年
会
で

は
こ
れ
か
ら
も
研
修
会

を
は
じ
め
と
す
る
様
々

な
活
動
を
通
し
て
研
鑽

を
重
ね
て
い
く
所
存
で

す
。

ぼ
ん
の
う

こ
と
ば

わ
ず

け
が

ま
ど

も
う

ね
ん

わ
く
　

し

ず
い
め
ん

み
ん（
め
ん
）

て
ん

け
ん

と
ん

し
ん

ち

ま
ん

ぎ
　
　
じ
ゃ

け
ん

む
し
ば

じ
っ
て
ん

く
し
ゃ
ろ
ん

げ
ん
に

び
ぜ
っ
し
ん
に

し
き
し
ょ
う
こ
う
み
そ
く
ほ
う

ろ
っ
こ
ん

び
ょ
う

お

せ
ん

じ
ょ
う

し
た
い

め

ぼ
う
だ
い

や
み
じ

い
と

ご
う

し
ゅ
う
じ
み
ょ
う

ぜ
い
じ
ゃ
く

し
ゅ
じ
ょ
う

そ
う
た
ん

そ
う
こ
う

ぎ
ょ
う

じ
ん
み
ら
い
さ
い

け
ん
ご

あ
た
た

け
つ
じ
ょ
う
お
う
じ
ょ
う

か
せ
つ

大通上人直筆名号

大通上人遺像

じ
　り
き
　
　
も
ろ

が
く
や
く
　

が
く
ゆ
う
か
い

い
た

の
り

み
や
び

な
ぐ
さ

か
ん
げ
ん
　
ひ
ょ
う
じ
ょ
う
の
ね
と
り
　　
け
い
と
く

　

　ば
い
ろ

ぶ
が
く
　
　か
り
ょ
う
び
ん

げ
ん
じ
ょ
う
ら
く

し
ょ
う
ご
ん

（7）第72号 平成27年4月 （2）第72号 平成27年4月だ い ね ん ぶ つ だ い ね ん ぶ つ

念
仏
は
暗
闇
を
照
ら
す
光
明
で
あ
る

煩
悩
の
闇
路

人
に
は
お
し
な
べ
て
迷
い
が
つ
き
も

の
で
す
。
迷
い
と
い
え
ば
、
仏
教
で
は

煩
悩
と
い
う
語
が
よ
く
知
ら
れ
て
い
ま

す
。
煩
悩
と
は
私
た
ち
の
身
体
や
心
を

悩
ま
せ
、
か
き
乱
し
、
煩
ら
わ
せ
、
惑

わ
し
汚
す
精
神
作
用
の
こ
と
で
、
一
口

で
い
え
ば
底
な
し
の
迷
い
の
闇
の
こ
と

で
す
。

古
来
、
煩
悩
の
同
意
語
と
し
て
、
妄

念
（
迷
い
の
心
、
迷
妄
の
執
念
）
、
三

毒
が
あ
り
ま
す
が
、
そ
れ
以
外
に
も
惑
、

使
（
煩
悩
は
人
を
駆
使
し
て
迷
い
の
世

界
を
さ
ま
よ
わ
せ
る
意
味
）
眠
（
身
心

を
に
ぶ
く
さ
せ
る
こ
と
）
、
随
眠
（
潜

在
的
な
煩
悩
の
こ
と
で
、
内
心
に
潜
む

悪
へ
の
傾
向
）
、
見
（
誤
っ
た
見
解
）
、

纏
（
ま
つ
わ
り
つ
く
意
）
な
ど
が
あ
り

ま
す
。

除
夜
の
鐘
の
数
で
よ
く
知
ら
れ
て
い

る
よ
う
に
、
人
間
の
煩
悩
は
百
八
あ
る

と
い
う
の
が
通
説
に
な
っ
て
い
ま
す
。

貪
（
貪
欲
、
む
さ
ぼ
り
）
、
嗔
（
腹

立
ち
、
怒
り
）
痴
（
暗
い
心
）
を
三
毒

ま
た
は
三
惑
と
い
っ
て
、
根
本
煩
悩
と

も
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
に
加
え
て

慢
（
お
ご
り
、
た
か
ぶ
り
）
、
疑
、
邪

見
（
誤
っ
た
考
え
）
、
辺
見
（
か
た
よ

っ
た
考
え
）
な
ど
が
、
四
諦
と
名
づ
け

る
四
種
の
真
理
す
な
わ
ち
こ
の
世
は
苦

で
あ
る
と
い
う
こ
と
の
真
理
と
、
そ
の

原
因
で
あ
る
執
着
心
を
見
極
め
る
真
理
、

そ
れ
を
滅
す
る
真
理
と
道
筋
へ
の
真
理
、

こ
の
四
つ
の
真
理
を
蝕
む
煩
悩
に
八
十

八
を
数
え
（
八
十
八
使
）
、
さ
ら
に
十

随
眠
、
十
纏
と
い
う
煩
悩
を
加
え
て
百

八
と
し
ま
す
。
こ
れ
は
仏
教
の
根
本
聖

典
の
一
つ
で
あ
る
倶
舎
論
の
説
で
す
が
、

百
八
煩
悩
に
つ
い
て
は
、
他
の
説
も
あ

り
ま
す
。

眼
耳
鼻
舌
身
意
の
六
根
が
、
そ
の
対

境
と
し
て
の
色
声
香
味
触
法
を
感
じ
る

と
き
、
好
（
こ
の
む
）
、
悪
（
に
く

む
）
、
平
（
非
好
非
悪
の
こ
と
で
、
好

ま
ず
憎
ま
ず
の
ど
ち
ら
で
も
な
い
無
関

心
な
こ
と
）
の
三
種
の
思
い
を
起
こ
す

の
で
十
八
と
な
る
。
こ
の
十
八
に
そ
れ

ぞ
れ
染
（
け
が
れ
た
心
）
と
浄
（
清

い
心
）
の
二
つ
が
あ
る
か
ら
三
十
六
と

な
る
。
こ
れ
が
過
去
、
現
在
、
未
来
の

三
世
に
わ
た
っ
て
活
動
す
る
か
ら
百
八

と
な
る
と
い
う
わ
け
で
す
。

そ
の
他
に
も
別
の
数
え
か
た
も
あ
り

ま
す
が
、
要
す
る
に
そ
れ
だ
け
人
間
の

迷
い
が
多
岐
に
わ
た
っ
て
厖
大
で
あ
る

こ
と
を
表
し
て
い
る
の
で
す
。
　

仏
さ
ま
の
教
え
が
無
量
で
あ
る
こ
と

を
表
現
す
る
の
に
、
八
万
四
千
の
法
門

と
い
い
ま
す
が
、
そ
れ
と
同
じ
よ
う
に
、

人
間
の
欲
や
迷
い
な
ど
が
強
大
で
あ
る

こ
と
を
、
八
万
四
千
の
煩
悩
と
い
い
ま

す
。
と
て
も
百
八
ど
こ
ろ
で
は
な
い
わ

け
で
す
。

先
の
例
で
い
え
ば
、
六
根
の
は
た
ら

き
は
人
間
が
生
き
て
い
く
上
で
な
く
て

は
な
ら
な
い
大
切
な
も
の
で
す
が
、
ま

た
そ
れ
に
よ
っ
て
沢
山
の
煩
悩
を
作
り

出
し
て
い
る
こ
と
も
事
実
で
す
。
眼
に

見
え
る
も
の
、
耳
に
き
こ
え
る
音
声
、

舌
で
感
じ
る
味
覚
、
身
体
に
感
じ
る
触

感
も
、
あ
ら
ゆ
る
現
象
を
受
け
と
め
る

心
の
は
た
ら
き
も
、
人
に
よ
り
、
ま
た

そ
の
時
に
よ
り
ま
ち
ま
ち
で
す
。
そ
れ

ら
は
す
べ
て
人
間
の
煩
悩
と
な
り
ま
す
。

た
と
え
ば
空
腹
の
と
き
は
お
い
し
い
、

お
い
し
い
と
食
し
た
物
も
、
満
腹
時
に

は
厭
ま
し
い
も
の
に
な
り
ま
す
。
好
き

も
嫌
い
も
す
べ
て
煩
悩
で
す
。

こ
の
よ
う
に
煩
悩
い
っ
ぱ
い
の
世
界

を
迷
い
の
世
界
と
い
い
ま
す
。
そ
れ
は

暗
闇
の
世
界
で
も
あ
り
ま
す
。
い
う
な

れ
ば
私
た
ち
は
闇
路
を
さ
ま
よ
う
凡
夫

で
あ
り
ま
す
。

光
の
世
界
へ

〝
暗
闇
に
こ
そ
光
は
尊
い
〞
と
い
わ

れ
ま
す
が
、
暗
闇
の
中
で
は
一
歩
も
進

む
こ
と
は
で
ま
せ
ん
。
も
ち
ろ
ん
何
も

見
え
ま
せ
ん
。
そ
の
中
で
は
マ
ッ
チ
一

本
の
明
か
り
で
も
、
こ
の
上
な
く
尊
い

も
の
と
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
い

わ
ん
や
一
条
の
確
か
な
光
明
は
、
ど
ん

な
に
か
有
難
い
こ
と
で
し
ょ
う
。

念
仏
は
わ
が
足
許
を
し
っ
か
り
照
ら

し
、
心
の
闇
路
に
希
望
と
勇
気
と
喜
び

を
与
え
て
く
れ
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

そ
の
念
仏
を
持
ち
つ
づ
け
て
放
さ
な

い
こ
と
を
、
阿
弥
陀
経
に
は
「
執
持
名

号
」
と
説
か
れ
て
い
ま
す
。

喜
び
に
つ
け
悲
し
み
に
つ
け
、
い
つ

も
南
無
阿
弥
陀
仏
と
一
緒
で
あ
る
と
い

う
生
き
方
を
い
う
の
で
す
。

と
こ
ろ
で
古
え
の
念
仏
者
は
、
前
述

の
暗
闇
と
光
明
と
の
関
係
に
つ
い
て
興

味
あ
る
話
を
残
し
て
い
ま
す
。

私
た
ち
は
物
が
見
え
る
の
は
、
己
れ

の
眼
の
お
か
げ
と
感
じ
ま
す
。
あ
る
い

は
視
力
が
あ
る
か
ら
と
思
う
で
し
ょ
う
。

眼
す
な
わ
ち
視
力
に
よ
っ
て
物
を
見
る

こ
と
が
で
き
る
な
ら
、
夜
で
も
見
え
る

は
ず
で
あ
り
ま
す
。
と
こ
ろ
が
夜
の
暗

闇
で
は
何
も
見
え
な
い
の
で
す
。
頼
り

に
し
て
い
る
眼
が
は
た
ら
か
な
い
の
で

す
。
こ
こ
に
己
れ
の
眼
の
限
界
が
あ
る

こ
と
に
気
付
き
ま
す
。
つ
ま
り
自
分
の

力
の
弱
さ
、
ち
っ
ぽ
け
な
自
分
の
存
在

を
感
じ
な
い
わ
け
に
は
い
き
ま
せ
ん
。

念
仏
門
で
は
こ
れ
を
自
力
の
脆
さ
と

受
け
取
り
ま
す
。
す
な
わ
ち
自
己
の
力

を
過
信
し
て
い
て
も
、
よ
く
よ
く
考
え

て
み
れ
ば
そ
れ
が
い
か
に
脆
弱
で
あ
る

か
が
わ
か
り
ま
す
。

物
ひ
と
つ
見
る
こ
と
が
で
き
る
の
も
、

明
る
さ
、
光
明
の
お
か
げ
と
受
け
取
っ

た
と
き
、
自
己
を
と
り
ま
く
大
き
な
世

界
の
存
在
に
気
付
く
の
で
、
そ
の
光
明

が
私
た
ち
の
眼
の
は
た
ら
き
を
蘇
ら
せ

て
く
れ
る
の
で
す
。

こ
の
大
き
な
世
界
の
は
た
ら
き
を

〝
仏
の
力
〞
と
い
た
だ
い
た
と
き
、
暗

闇
の
中
の
光
は
仏
の
光
明
そ
の
も
の
と

な
り
ま
す
。

そ
の
仏
の
光
明
に
浴
す
る
こ
と
が
で

き
る
の
は
、
念
仏
衆
生
す
な
わ
ち
念
仏

を
喜
び
信
じ
て
称
え
る
人
で
あ
り
ま
す
。

ま
ず
こ
の
口
に
念
仏
を
称
え
る
人
に

な
る
こ
と
が
第
一
で
あ
り
ま
す
。
そ
れ

ゆ
え
本
宗
で
は
「
日
課
念
仏
」
と
い
っ

て
、
一
日
百
遍
の
念
仏
を
誓
っ
て
称
え

る
こ
と
と
、
「
早
旦
の
念
仏
」
と
い
っ

て
、
朝
、
洗
面
漱
口
の
あ
と
西
方
に
向

か
い
十
遍
の
念
仏
を
称
え
る
こ
と
が
大

切
な
行
と
な
っ
て
い
ま
す
。
し
か
も
こ

れ
は
尽
未
来
際
と
い
っ
て
、
後
の
世
を

経
て
も
未
来
永
劫
に
称
え
続
け
る
こ
と

が
説
か
れ
て
い
ま
す
。

念
仏
を
称
え
続
け
て
い
れ
ば
、
信
心

が
堅
固
な
も
の
と
な
る
。
そ
し
て
念
仏

の
温
か
み
が
湧
く
。
喜
び
の
心
と
な
る
。

ど
ん
な
と
き
で
も
仏
さ
ま
の
守
護
を
い

た
だ
け
る
。
す
な
わ
ち
執
持
名
号
の
人

と
な
っ
て
、
縁
あ
る
す
べ
て
の
人
び
と

と
共
に
、
大
い
な
る
救
い
の
中
に
生
き

往
く
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
。
こ
れ
を

決
定
往
生
と
い
い
ま
す
。

縁
あ
っ
て
開
宗
九
百
年
記
念
・
大
通

上
人
三
百
回
御
遠
忌
の
佳
節
に
め
ぐ
り

会
っ
た
私
た
ち
は
、
今
こ
そ
声
高
ら
か

に
念
仏
唱
和
の
鉦
を
力
強
く
打
鳴
ら
し
、

わ
が
足
許
を
、
さ
ら
に
は
私
た
ち
の
周

囲
を
、
光
り
輝
く
楽
土
に
し
た
い
も
の

で
あ
り
ま
す
。

〝
念
仏
は
暗
闇
を
照
ら
す
光
明
で
あ

る
〞私

た
ち
一
人
ひ
と
り
が
光
明
を
点
じ

る
人
で
あ
る
こ
と
を
心
に
銘
記
し
て
、

御
遠
忌
の
報
恩
行
に
い
そ
し
も
う
で
は

あ
り
ま
せ
ん
か
。

融
通
念
佛
宗
宗
務
総
長

五
月
二
日
の
洋
舞
と
は
、
ミ
ュ
ー
ジ

カ
ル
な
ど
で
よ
く
見
る
ダ
ン
ス
で
欧
米

の
バ
レ
エ
や
ジ
ャ
ズ
ダ
ン
ス
な
ど
の
総

称
で
す
。
今
回
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン

で
は
、
夢
の
お
つ
げ
に
従
い
冒
険
の
旅

に
出
る
若
者
の
奮
闘
記
を
ダ
ン
ス
シ
ー

ン
で
綴
り
ま
す
。
後
半
の
ダ
ン
ス
シ
ョ

ー
で
は
四
季
折
々
の
妖
精
達
が
軽
や
か

に
踊
り
ま
す
。
　

五
月
三
日
、
七
日
の
ペ
ル
シ
ャ
伝
統

楽
器
サ
ン
ト
ゥ
ー
ル
は
、
数
千
年
の
歴

史
を
持
ち
ま
す
。
悠
久
の
ペ
ル
シ
ャ
を

雅
で
エ
キ
ゾ
チ
ッ
ク
で
あ
り
な
が
ら
透

明
感
の
あ
る
音
色
を
奏
で
ま
す
。
今
回

テ
ヘ
ラ
ン
生
ま
れ
の
サ
ン
ト
ゥ
ー
ル
の

第
一
人
者
を
招
き
、
二
千
年
の
歴
史
を

口
伝
で
伝
承
さ
れ
て
来
た
仏
教
音
楽
声

明
と
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
で
す
。
ど

う
か
悠
久
の
時
間
を
お
楽
し
み
く
だ
さ

い
。

五
月
二
日
、三
日
、七
日
午
前
十
時
三
十
分
〜
十
一
時
三
十
分

融
通
声
明
研
究
会

声
明
と
天
女
の
舞
を
思
わ
せ
る
物
語
風
ダ
ン
ス
シ
ョ
ー

声
明
と
歴
史
あ
る
ペル
シ
ャ
伝
統
楽
器
サ
ン
ト
ゥ
ー
ル

融
通
声
明
コ
ン
サ
ー
ト

今
年
は
開
宗
九
百
年
記
念
・
大
通
上

人
三
百
回
御
遠
忌
に
あ
た
り
慶
讃
歌

『
法
の
よ
ろ
こ
び
』
を
奉
納
さ
せ
て
頂

き
ま
す
。
仏
教
讃
歌
、
メ
ッ
セ
ー
ジ
ソ

ン
グ
と
共
に
今
回
は
ご
参
詣
の
皆
様
と

ご
一
緒
に
『
ふ
る
さ
と
』
を
合
唱
さ
せ

て
頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
ど
う

ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
次
に
私
達
、
聖
歌
隊
を
ご
指
導
頂
い

て
お
り
ま
す
声
楽
家
　
河
田
早
紀
先
生

（
ピ
ア
ノ
伴
奏
　
　
木
寿
美
代
先
生
）

の
独
唱
が
ご
ざ
い
ま
す
。
再
興
大
通
上

人
三
百
回
忌
奉
讃
歌
『
生
命
燃
ゆ
』
他
、

堂
内
の
皆
様
の
心
の
中
に
語
り
か
け
響

き
わ
た
る
事
と
思
い
ま
す
。
一
日
と
六

日
十
時
半
よ
り
奉
納
致
し
ま
す
の
で
ど

う
ぞ
ご
参
拝
下
さ
い
ま
せ
。

仏
教
讃
歌
奉
納

五
月
一
日
　
午
前
十
時
三
十
分
〜
十
一
時
三
十
分

五
月
六
日
　
午
前
十
時
三
十
分
〜
十
一
時
三
十
分

融
通
念
佛
宗
聖
歌
隊

我
々
楽
役
（
楽
融
会
）
は
、
総
本
山

や
末
寺
等
の
行
事
に
於
い
て
、
儀
式
の

円
滑
な
進
行
を
促
し
、
人
の
死
を
悼
み
、

ご
家
族
や
ご
親
族
の
お
心
を
お
慰
め
し
、

尚
且
つ
、
儀
式
の
荘
厳
を
目
的
と
し
、

鋭
意
奏
楽
さ
せ
て
頂
い
て
お
り
ま
す
。

特
筆
す
べ
き
は
、
総
本
山
大
念
佛
寺
直

属
の
雅
楽
団
体
で
あ
り
、
そ
の
会
員
全

員
が
、
融
通
念
佛
宗
在
籍
の
僧
侶
で
あ

る
と
い
う
こ
と
で
す
。

さ
て
、
お
陰
様
で
毎
回
満
堂
の
参
詣
者
に
楽
し
ん
で
頂
き
、

好
評
を
博
し
て
い
る
演
奏
会
で
す
が
、

今
回
の
演
奏
曲
目
は
、

第
一
部
は
【
管
絃
】
平
調
音
取
・
鶏
徳
・
陪
臚

第
二
部
は
【
舞
楽
】
迦
陵
頻
・
還
城
楽
で
す
。

万
部
法
要
の
ひ
と
時
に
、
雅
な
平
安
の
調
べ
に
浸
っ
て
頂
き
、

皆
様
方
の
お
心
が
少
し
で
も
癒
さ
れ
れ
ば
幸
甚
に
存
じ
ま
す
。

五
月
四
日
　
午
前
十
時
三
十
分
〜
十
一
時
三
十
分

融
通
念
佛
宗
青
年
会
　会
長
　
吉
　
村
　
明
　
山

雅
の
ハ
ー
モ
ニ
ー楽

融
会

青
年
会
だ
よ
り

落
語
会
と
ぬ
り
え
展
示
の
お
知
ら
せ

一
人
一
切
人
　
一
切
人
一
人
　
一
行

一
切
行
　
一
切
行
一
行
　
是
名
他
力
往

生
、
十
界
一
念
　
融
通
念
佛
　
億
百

万
遍
　
功
徳
円
満

約
九
百
年
前
、
宗
祖
良
忍
上
人
が
阿

弥
陀
様
か
ら
お
念
仏
と
共
に
授
け
ら
れ

た
御
文
で
す
。

私
達
は
世
界
中
の
人
々
と
、
お
互
い

生
か
し
生
か
さ
れ
て
い
ま
す
。
共
々
に

唱
え
る
念
仏
を
通
じ
て
そ
の
事
に
気
付

き
、
感
謝
し
、
喜
べ
る
こ
と
が
出
来
た

な
ら
、
こ
の
世
は
感
謝
と
喜
び
に
溢
れ

た
素
晴
ら
し
い
世
界
に
な
る
で
し
ょ
う
。

青
年
会
で
は
開
宗
九
百
年
を
迎
え
る

に
あ
た
り
、
多
く
の
人
々
が
共
に
笑
い
、

楽
し
め
る
落
語
会
を
開
催
さ
せ
て
頂
く

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

日
　
　
時
　
五
月
四
日
　
十
八
時
開
場
　 

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
十
八
時
三
十
分
開
演

場
　
　
所
　
瑞
祥
閣

出
演
者
　桂
小
枝
、
笑
福
亭
純
瓶
、
桂
坊
枝
、
林
家
染
八

　
　
　
　
（
都
合
に
よ
り
変
更
あ
り
）

入
場
無
料
（
先
着
百
名
）

落
語
会
を
通
じ
て
、
少
し

で
も
多
く
の
人
が
、
共
に
喜

び
合
え
る
事
を
心
よ
り
祈
念

い
た
し
ま
す
。

又
、
毎
年
好
評
を
頂
い
て

お
り
ま
す
「
ぼ
さ
つ
さ
ま
ぬ

り
え
」
も
御
遠
忌
法
要
期
間

中
、
毘
沙
門
堂
に
お
い
て
展

示
を
行
い
ま
す
。

九
百
年
の
歴
史
を
、

次
の
世
代
へ
と
引
き
継

ぐ
た
め
に
、
青
年
会
で

は
こ
れ
か
ら
も
研
修
会

を
は
じ
め
と
す
る
様
々

な
活
動
を
通
し
て
研
鑽

を
重
ね
て
い
く
所
存
で

す
。

ぼ
ん
の
う

こ
と
ば

わ
ず

け
が

ま
ど

も
う

ね
ん

わ
く
　

し

ず
い
め
ん

み
ん（
め
ん
）

て
ん

け
ん

と
ん

し
ん

ち

ま
ん

ぎ
　
　
じ
ゃ

け
ん

む
し
ば

じ
っ
て
ん

く
し
ゃ
ろ
ん

げ
ん
に

び
ぜ
っ
し
ん
に

し
き
し
ょ
う
こ
う
み
そ
く
ほ
う

ろ
っ
こ
ん

び
ょ
う

お

せ
ん

じ
ょ
う

し
た
い

め

ぼ
う
だ
い

や
み
じ

い
と

ご
う

し
ゅ
う
じ
み
ょ
う

ぜ
い
じ
ゃ
く

し
ゅ
じ
ょ
う

そ
う
た
ん

そ
う
こ
う

ぎ
ょ
う

じ
ん
み
ら
い
さ
い

け
ん
ご

あ
た
た

け
つ
じ
ょ
う
お
う
じ
ょ
う

か
せ
つ

大通上人直筆名号

大通上人遺像

じ
　り
き
　
　
も
ろ

が
く
や
く
　

が
く
ゆ
う
か
い

い
た

の
り

み
や
び

な
ぐ
さ

か
ん
げ
ん
　
ひ
ょ
う
じ
ょ
う
の
ね
と
り
　　
け
い
と
く

　

　ば
い
ろ

ぶ
が
く
　
　か
り
ょ
う
び
ん

げ
ん
じ
ょ
う
ら
く

し
ょ
う
ご
ん
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お
稚
児
さ
ん
募
集

　
た
く
さ
ん
の
お
参
り
の
方
に
身
守
ら
れ
、
ほ
と
け
さ
ま
を
身
近
に
感
じ
ら
れ

る
す
ば
ら
し
い
渡
御
と
な
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

　
「
菩
薩
様
と
の
記
念
撮
影
」
も
大
変
貴
重
な
経
験
と
な
り
ま
す
。

　
是
非
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

■
日
程
　
五
月
一
日
〜
七
日
　
雨
天
決
行

■
費
用
　
お
一
人
｠
五
千
円
（
一
日
）

◎
塔
婆
回
向

　
　
本
堂
に
て
受
付

　
　
　
（
十
時
か
ら
十
五
時
ま
で
）

　
　
○
万
部
中
常
回
向（
七
日
間
）五
千
円

　
　
　
　
※
万
部
終
了
後
で
あ
っ
て
も
七
日
間

　
　
　
　
　
　
ご
回
向
致
し
ま
す
。

　
　
○
当
日
回
向
｠
（
一
日
） 

三
千
円

◎
各
種
勧
進

　
　
○
巻
線
香
（
御
本
尊
用
） 

五
百
円

　
　
○
本
堂
正
面
用
ロ
ウ
ソ
ク 

二
千
円

　
　
○
脇
壇
用
ロ
ウ
ソ
ク   

　
一
千
円

　
　
○
本
堂
大
屋
根 

瓦
勧
進
｠
二
千
円

勧
進
の
ご
案
内

と
う
　
ば
　
え
　
こ
う

と
ぎ
ょ

ま
ん
　
ぶ
　
け
ち
え
ん
　
え
　
こ
う

ご
　
お
ん
　
き

◎
万
部
結
縁
回
向

万
部
輿
に
納
め
た
万
部
経
に
霊
名
を

記
し
、
管
長
猊
下
に
よ
っ
て
永
代
に
渡

っ
て
回
向
さ
れ
ま
す
。

伝
統
あ
る
こ
の
法
会
に
、
よ
き
ご
縁

を
結
ん
で
い
た
だ
き
た
く
お
勧
め
申
し

上
げ
ま
す
。

永
代
回
向
料
｠ 

一
霊
｠
一
〇
万
円

申
込
受
付
（
本
堂
売
店
・
寺
務
所
）

◎
御
遠
忌 

写
経
納
経

　
納
経
さ
れ
た
写
経
は
、

延
喜
殿
に
て
永
代
奉
納

さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

「
般
若
心
経
」
ま
た
は

「
日
課
浄
業
」
の
二
種

納
経
料
｠

一
巻
　
一
千
円

受
付

（
本
堂
売
店
・
寺
務
所
）

ご
し

※
白
足
袋
か
白
靴
下
を
御
用
意
く
だ

　
さ
い
。

申
し
込
み
　
大
念
佛
寺
寺
務
所
ま
で

電
話
〇
六
＿
六
七
九
一
＿
〇
〇
二
六

※
当
日
の
申
し
込
み
は
午
前
十
一
時

　
ま
で
受
け
付
け
て
お
り
ま
す
。

平成27年 御遠忌法要 日程・時間表

仏教讃歌奉納

八島念仏講
やしま あんど

安堵念仏講

５月1日○金日程
５月2日○土 ５月3日○日

憲法記念日
５月4日○月
みどりの日

５月5日○火
こどもの日

魚山流詠讃歌舞 魚山流詠讃歌舞 魚山流詠讃歌舞 魚山流詠讃歌舞

融通声明
コンサート

融通声明
コンサート 雅のハーモニー

時間

6時30分

9時30分

半斎勤行 半斎勤行 半斎勤行 半斎勤行 半斎勤行

おつとめ　
阿弥陀経 読誦
日課念仏

おつとめ　
阿弥陀経 読誦
日課念仏

おつとめ　
阿弥陀経 読誦
日課念仏

おつとめ　
阿弥陀経 読誦
日課念仏

おつとめ　
阿弥陀経 読誦
日課念仏

10時

10時30分
11時

12時

12時40分

1時

3時30分

11時30分

※各種奉納行事の内容・時間については、変更する場合がございます。
○万部中は、駐車場がございません。公共交通機関をご利用下さい。

世界平和祈願
護摩供養

（本堂北側境内地）

布　教布　教

郷土芸能奉納 郷土芸能奉納 郷土芸能奉納 郷土芸能奉納 郷土芸能奉納

布　教 布　教

魚山流詠讃歌舞

布　教

仏教讃歌奉納

５月7日○木５月6日○水
振替休日

魚山流詠讃歌舞 魚山流詠讃歌舞

融通声明
コンサート

大念佛寺奉賛会
祈願法要

半斎勤行 半斎勤行

おつとめ　
阿弥陀経 読誦
日課念仏

おつとめ　
阿弥陀経 読誦
日課念仏

布　教 布　教
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総本山大念佛寺
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融
通
念
佛
宗
開
宗
九
百
年
記
念
・

大
通
上
人
三
百
回
御
遠
忌
と
い
う
難

遭
遇
の
大
法
要
に
お
会
い
す
る
こ
と

が
で
き
、
皆
様
と
共
に
お
慶
び
申
し

上
げ
ま
す
。

融
通
念
佛
宗
は
平
安
時
代
の
末
頃
、

良
忍
上
人
（
聖
應
大
師
）
に
よ
っ
て

開
か
れ
た
伝
統
仏
教
で
あ
り
、
日
本

で
初
め
て
誕
生
し
た
国
産
仏
教
の
宗

派
で
あ
り
ま
す
。
良
忍
上
人
は
応
徳

元
年
（
一
〇
八
四
）
十
二
歳
で
比
叡

山
延
暦
寺
に
入
り
勉
学
修
行
さ
れ
、

忽
ち
頭
角
を
現
し
二
十
一
歳
で
講
主

を
つ
と
め
ら
れ
ま
す
が
、
当
時
の
世

相
は
ま
さ
に
末
法
で
、
政
治
的
権
力

も
貴
族
よ
り
武
士
に
移
り
つ
つ
あ
り

ま
し
た
。
比
叡
山
も
真
面
目
に
勉
学

修
行
す
る
者
が
減
少
し
、
僧
兵
や
僧

徒
、
衆
徒
と
呼
ば
れ
る
武
力
を
持
っ

た
集
団
が
横
行
す
る
よ
う
に
な
り
、

他
の
大
社
寺
も
武
力
を
持
ち
、
世
の

中
は
混
乱
濁
世
に
陥
っ
て
い
ま
し
た
。

良
忍
上
人
は
道
を
求
め
て
二
十
三
歳

の
時
、
比
叡
山
を
下
り
大
原
に
移
り

修
行
を
続
け
ら
れ
ま
す
。
良
忍
上
人

は
天
性
、
音
楽
才
能
に
勝
れ
「
声

明
」
と
い
う
仏
教
音
楽
の
大
家
と
し

て
も
有
名
で
あ
り
、
「
声
明
業
中
興

の
祖
」
と
敬
称
さ
れ
て
い
ま
す
。

天
仁
二
年
（
一
一
〇
九
）
大
原
に

来
迎
院
を
建
立
さ
れ
、
念
仏
行
者
と

し
て
修
行
に
励
ま
れ
ま
す
。

永
久
五
年
（
一
一
一
七
）
五
月
十

五
日
、
阿
弥
陀
如
来
よ
り
「
一
人
一

切
人
　
一
切
人
一
人
　
一
行
一
切
行

　
一
切
行
一
行
　
是
名
他
力
往
生
　

十
界
一
念
　
融
通
念
仏
　
億
百
万
遍

　
功
徳
円
満
」
の
御
文
を
授
与
さ
れ
、

更
に
「
十
一
尊
天
得
如
来
」
の
御
姿

を
授
与
さ
れ
た
の
で
あ
り
ま
す
。
良

忍
上
人
は
こ
の
直
授
を
多
く
の
人
々
、

特
に
庶
民
の
間
に
布
演
す
べ
く
、
大

原
を
出
て
京
か
ら
大
阪
の
地
で
融
通

念
仏
を
ひ
ろ
め
ら
れ
、
平
野
の
地
が

念
仏
弘
通
相
応
の
地
と
い
う
聖
徳
太

子
の
夢
告
を
得

て
大
念
佛
寺
を

開
創
さ
れ
た
の

で
あ
り
ま
す
。

そ
の
後
、
融

通
念
仏
は
い
ろ

ん
な
ル
ー
ト
で

ひ
ろ
ま
っ
て
い

き
ま
し
た
が
、

宗
団
と
し
て
は

盛
衰
を
重
ね
つ

つ
江
戸
時
代
に

入
り
ま
し
た
。

　
元
禄
二
年

（
一
六
八
九
）
大
通
上
人
は
大
念
佛

寺
第
四
十
六
世
と
な
り
、
当
時
、
宗

内
が
い
ろ
い
ろ
と
混
乱
し
て
い
た
の

を
治
め
、
宗
門
再
興
に
尽
力
さ
れ
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。
す
で
に
四
十
五

世
　
良
観
上
人
を
助
け
て
宗
門
再
興

の
願
書
を
も
っ
て
江
戸
に
下
り
、
寺

社
奉
行
に
差
し
出
す
な
ど
、
幕
府
の

裁
許
を
得
る
た
め
に
努
力
さ
れ
て
い

ま
す
。
当
時
大
阪
か
ら
江
戸
へ
行
く

こ
と
は
旅
程
二
十
日
程
要
す
る
難
行

で
し
た
。

宗
門
再
興
の
裁
許
を
受
け
た
後
も
、

た
び
た
び
江
戸
に
お
も
む
き
、
元
禄

六
年
（
一
六
九
三
）
江
戸
城
に
て
天

得
如
来
御
開
帳
等
　
融
通
念
仏
弘
通

に
奔
走
さ
れ
ま
し
た
。

大
念
佛
寺
山
内
に
於
い
て
は
本
堂

修
造
、
阿
弥
陀
堂
・
位
牌
堂
・
宝
蔵

の
建
立
、
ま
た
元
禄
十
四
年
（
一
七

〇
一
）
京
都
に
円
満
寺
を
建
立
し
、

盛
ん
に
融
通
念
仏
を
勧
進
さ
れ
ま
し

た
。
ま
た
教
学
面
で
は
『
融
通
圓
門

章
』
『
融
通
念
佛
信
解
章
』
等
の
著

述
、
（
宝
永
六
年
、
一
七
〇
九
）
南

都
東
大
寺
の
大
仏
殿
落
慶
法
要
に
請

ぜ
ら
れ
、
導
師
と
な
り
親
修
さ
れ
ま

し
た
。
大
通
上
人
の
宗
内
外
に
於
け

る
功
労
は
誠
に
偉
大
で
あ
り
、
本
宗

今
日
あ
る
は
全
く
大
通
上
人
の
お
か

げ
で
あ
り
ま
す
。
三
百
回
御
遠
忌
に

あ
た
り
報
恩
謝
徳
の
誠
を
捧
げ
た
い

も
の
で
あ
り
ま
す
。

開
宗
九
百
年
記
念
・
大
通
上
人
三
百
回
御
遠
忌
　大
法
要
特
集

倍
　
巌
　
良
　
舜

ば
い
　
　
が
ん

　
　
り
ょ
う
　
　
し
ゅ
ん

融
通
念
佛
宗
管
長

開
宗
九
百
年
記
念
・
大
通
上
人

   

三
百
回
御
遠
忌
に
よ
せ
て

京都大原　音無しの滝

御遠忌法要標語

念仏は暗闇を照らす光明である

郷土芸能奉納 郷土芸能奉納

二十五菩薩練供養

菩薩 伝供

お勤め
供養楽

お稚児

詠讃歌舞

禅門講

諸講元

聖歌隊

万部輿 渡御

お渡り

在家勤行式

二十五菩薩練供養

還 御

二十五菩薩練供養

菩薩 伝供

お勤め
供養楽

お稚児

詠讃歌舞

禅門講

諸講元

万部輿 渡御

お渡り

在家勤行式

二十五菩薩練供養

還 御

二十五菩薩練供養

菩薩 伝供

お勤め
供養楽

お稚児

詠讃歌舞

禅門講

諸講元

万部輿 渡御

お渡り

在家勤行式

二十五菩薩練供養

還 御

二十五菩薩練供養

菩薩 伝供

お勤め
供養楽

お稚児

詠讃歌舞

禅門講

諸講元

万部輿 渡御

お渡り

在家勤行式

二十五菩薩練供養

還 御

二十五菩薩練供養

菩薩 伝供

お勤め
供養楽

お稚児

詠讃歌舞

禅門講

諸講元

万部輿 渡御

お渡り

在家勤行式

二十五菩薩練供養

還 御

二十五菩薩練供養

菩薩 伝供

お勤め
供養楽

お稚児

詠讃歌舞

禅門講

諸講元

聖歌隊

万部輿 渡御

お渡り

在家勤行式

二十五菩薩練供養

還 御

二十五菩薩練供養

菩薩 伝供

お勤め
供養楽

お稚児

詠讃歌舞

禅門講

諸講元

万部輿 渡御

お渡り

在家勤行式

二十五菩薩練供養

還 御

な
ん

そ
う
ぐ
う

し
ょ
う
お
う
だ
い
し

た
ち
ま

す
ぐ

し
ょ
う

み
ょ
う

し
ょ
う
み
ょ
う
ご
う

ら
い
ご
う
い
ん

ぎ
ょ
う
じ
ゃ

い
ち
に
ん
い
っ

さ
い
に
ん
　
　
い
っ
さ
い
に
ん
い
ち
に
ん
　
　
い
ち
ぎ
ょ
う
い
っ
さ
い
ぎ
ょ
う
　

い
っ
さ
い
ぎ
ょ
う
い
ち
ぎ
ょ
う
　
　
ぜ
み
ょ
う
た
り
き
お
う
じ
ょ
う
　

じ
っ
か
い
い
ち
ね
ん
　
　
ゆ
う
づ
う
ね
ん
ぶ
つ
　
　
お
く
ひ
ゃ
く
ま
ん
べ
ん

く
　ど
く
え
ん
ま
ん
　
　
　
　
　
ご
　も
ん

て
ん
と
く
に
ょ
ら
い

じ
き
じ
ゅふ

　え
ん

ぐ
　づ
う

ひ
ら
　の

て
ん

と
く
に
ょ
ら
い

し
ん
げ
し
ょ
う

し
ょ
う

こ
ん
に
ち

し
ん
し
ゅ
う

開
宗
九
百
年
記
念
・
大
通
上
人
三
百
回
御
遠
忌
　大
法
要
特
集

万部輿

だ い ね ん ぶ つ
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お
稚
児
さ
ん
募
集

　
た
く
さ
ん
の
お
参
り
の
方
に
身
守
ら
れ
、
ほ
と
け
さ
ま
を
身
近
に
感
じ
ら
れ

る
す
ば
ら
し
い
渡
御
と
な
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

　
「
菩
薩
様
と
の
記
念
撮
影
」
も
大
変
貴
重
な
経
験
と
な
り
ま
す
。

　
是
非
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

■
日
程
　
五
月
一
日
〜
七
日
　
雨
天
決
行

■
費
用
　
お
一
人
｠
五
千
円
（
一
日
）

◎
塔
婆
回
向

　
　
本
堂
に
て
受
付

　
　
　
（
十
時
か
ら
十
五
時
ま
で
）

　
　
○
万
部
中
常
回
向（
七
日
間
）五
千
円

　
　
　
　
※
万
部
終
了
後
で
あ
っ
て
も
七
日
間

　
　
　
　
　
　
ご
回
向
致
し
ま
す
。

　
　
○
当
日
回
向
｠
（
一
日
） 

三
千
円

◎
各
種
勧
進

　
　
○
巻
線
香
（
御
本
尊
用
） 

五
百
円

　
　
○
本
堂
正
面
用
ロ
ウ
ソ
ク 

二
千
円

　
　
○
脇
壇
用
ロ
ウ
ソ
ク   

　
一
千
円

　
　
○
本
堂
大
屋
根 

瓦
勧
進
｠
二
千
円

勧
進
の
ご
案
内

と
う
　
ば
　
え
　
こ
う

と
ぎ
ょ

ま
ん
　
ぶ
　
け
ち
え
ん
　
え
　
こ
う

ご
　
お
ん
　
き

◎
万
部
結
縁
回
向

万
部
輿
に
納
め
た
万
部
経
に
霊
名
を

記
し
、
管
長
猊
下
に
よ
っ
て
永
代
に
渡

っ
て
回
向
さ
れ
ま
す
。

伝
統
あ
る
こ
の
法
会
に
、
よ
き
ご
縁

を
結
ん
で
い
た
だ
き
た
く
お
勧
め
申
し

上
げ
ま
す
。

永
代
回
向
料
｠ 

一
霊
｠
一
〇
万
円

申
込
受
付
（
本
堂
売
店
・
寺
務
所
）

◎
御
遠
忌 

写
経
納
経

　
納
経
さ
れ
た
写
経
は
、

延
喜
殿
に
て
永
代
奉
納

さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

「
般
若
心
経
」
ま
た
は

「
日
課
浄
業
」
の
二
種

納
経
料
｠

一
巻
　
一
千
円

受
付

（
本
堂
売
店
・
寺
務
所
）

ご
し

※
白
足
袋
か
白
靴
下
を
御
用
意
く
だ

　
さ
い
。

申
し
込
み
　
大
念
佛
寺
寺
務
所
ま
で

電
話
〇
六
＿
六
七
九
一
＿
〇
〇
二
六

※
当
日
の
申
し
込
み
は
午
前
十
一
時

　
ま
で
受
け
付
け
て
お
り
ま
す
。

平成27年 御遠忌法要 日程・時間表

仏教讃歌奉納

八島念仏講
やしま あんど

安堵念仏講

５月1日○金日程
５月2日○土 ５月3日○日

憲法記念日
５月4日○月
みどりの日

５月5日○火
こどもの日

魚山流詠讃歌舞 魚山流詠讃歌舞 魚山流詠讃歌舞 魚山流詠讃歌舞

融通声明
コンサート

融通声明
コンサート 雅のハーモニー

時間

6時30分

9時30分

半斎勤行 半斎勤行 半斎勤行 半斎勤行 半斎勤行

おつとめ　
阿弥陀経 読誦
日課念仏

おつとめ　
阿弥陀経 読誦
日課念仏

おつとめ　
阿弥陀経 読誦
日課念仏

おつとめ　
阿弥陀経 読誦
日課念仏

おつとめ　
阿弥陀経 読誦
日課念仏

10時

10時30分
11時

12時

12時40分

1時

3時30分

11時30分

※各種奉納行事の内容・時間については、変更する場合がございます。
○万部中は、駐車場がございません。公共交通機関をご利用下さい。

世界平和祈願
護摩供養

（本堂北側境内地）

布　教布　教

郷土芸能奉納 郷土芸能奉納 郷土芸能奉納 郷土芸能奉納 郷土芸能奉納

布　教 布　教

魚山流詠讃歌舞

布　教

仏教讃歌奉納

５月7日○木５月6日○水
振替休日

魚山流詠讃歌舞 魚山流詠讃歌舞

融通声明
コンサート

大念佛寺奉賛会
祈願法要

半斎勤行 半斎勤行

おつとめ　
阿弥陀経 読誦
日課念仏

おつとめ　
阿弥陀経 読誦
日課念仏

布　教 布　教
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融
通
念
佛
宗
開
宗
九
百
年
記
念
・

大
通
上
人
三
百
回
御
遠
忌
と
い
う
難

遭
遇
の
大
法
要
に
お
会
い
す
る
こ
と

が
で
き
、
皆
様
と
共
に
お
慶
び
申
し

上
げ
ま
す
。

融
通
念
佛
宗
は
平
安
時
代
の
末
頃
、

良
忍
上
人
（
聖
應
大
師
）
に
よ
っ
て

開
か
れ
た
伝
統
仏
教
で
あ
り
、
日
本

で
初
め
て
誕
生
し
た
国
産
仏
教
の
宗

派
で
あ
り
ま
す
。
良
忍
上
人
は
応
徳

元
年
（
一
〇
八
四
）
十
二
歳
で
比
叡

山
延
暦
寺
に
入
り
勉
学
修
行
さ
れ
、

忽
ち
頭
角
を
現
し
二
十
一
歳
で
講
主

を
つ
と
め
ら
れ
ま
す
が
、
当
時
の
世

相
は
ま
さ
に
末
法
で
、
政
治
的
権
力

も
貴
族
よ
り
武
士
に
移
り
つ
つ
あ
り

ま
し
た
。
比
叡
山
も
真
面
目
に
勉
学

修
行
す
る
者
が
減
少
し
、
僧
兵
や
僧

徒
、
衆
徒
と
呼
ば
れ
る
武
力
を
持
っ

た
集
団
が
横
行
す
る
よ
う
に
な
り
、

他
の
大
社
寺
も
武
力
を
持
ち
、
世
の

中
は
混
乱
濁
世
に
陥
っ
て
い
ま
し
た
。

良
忍
上
人
は
道
を
求
め
て
二
十
三
歳

の
時
、
比
叡
山
を
下
り
大
原
に
移
り

修
行
を
続
け
ら
れ
ま
す
。
良
忍
上
人

は
天
性
、
音
楽
才
能
に
勝
れ
「
声

明
」
と
い
う
仏
教
音
楽
の
大
家
と
し

て
も
有
名
で
あ
り
、
「
声
明
業
中
興

の
祖
」
と
敬
称
さ
れ
て
い
ま
す
。

天
仁
二
年
（
一
一
〇
九
）
大
原
に

来
迎
院
を
建
立
さ
れ
、
念
仏
行
者
と

し
て
修
行
に
励
ま
れ
ま
す
。

永
久
五
年
（
一
一
一
七
）
五
月
十

五
日
、
阿
弥
陀
如
来
よ
り
「
一
人
一

切
人
　
一
切
人
一
人
　
一
行
一
切
行

　
一
切
行
一
行
　
是
名
他
力
往
生
　

十
界
一
念
　
融
通
念
仏
　
億
百
万
遍

　
功
徳
円
満
」
の
御
文
を
授
与
さ
れ
、

更
に
「
十
一
尊
天
得
如
来
」
の
御
姿

を
授
与
さ
れ
た
の
で
あ
り
ま
す
。
良

忍
上
人
は
こ
の
直
授
を
多
く
の
人
々
、

特
に
庶
民
の
間
に
布
演
す
べ
く
、
大

原
を
出
て
京
か
ら
大
阪
の
地
で
融
通

念
仏
を
ひ
ろ
め
ら
れ
、
平
野
の
地
が

念
仏
弘
通
相
応
の
地
と
い
う
聖
徳
太

子
の
夢
告
を
得

て
大
念
佛
寺
を

開
創
さ
れ
た
の

で
あ
り
ま
す
。

そ
の
後
、
融

通
念
仏
は
い
ろ

ん
な
ル
ー
ト
で

ひ
ろ
ま
っ
て
い

き
ま
し
た
が
、

宗
団
と
し
て
は

盛
衰
を
重
ね
つ

つ
江
戸
時
代
に

入
り
ま
し
た
。

　
元
禄
二
年

（
一
六
八
九
）
大
通
上
人
は
大
念
佛

寺
第
四
十
六
世
と
な
り
、
当
時
、
宗

内
が
い
ろ
い
ろ
と
混
乱
し
て
い
た
の

を
治
め
、
宗
門
再
興
に
尽
力
さ
れ
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。
す
で
に
四
十
五

世
　
良
観
上
人
を
助
け
て
宗
門
再
興

の
願
書
を
も
っ
て
江
戸
に
下
り
、
寺

社
奉
行
に
差
し
出
す
な
ど
、
幕
府
の

裁
許
を
得
る
た
め
に
努
力
さ
れ
て
い

ま
す
。
当
時
大
阪
か
ら
江
戸
へ
行
く

こ
と
は
旅
程
二
十
日
程
要
す
る
難
行

で
し
た
。

宗
門
再
興
の
裁
許
を
受
け
た
後
も
、

た
び
た
び
江
戸
に
お
も
む
き
、
元
禄

六
年
（
一
六
九
三
）
江
戸
城
に
て
天

得
如
来
御
開
帳
等
　
融
通
念
仏
弘
通

に
奔
走
さ
れ
ま
し
た
。

大
念
佛
寺
山
内
に
於
い
て
は
本
堂

修
造
、
阿
弥
陀
堂
・
位
牌
堂
・
宝
蔵

の
建
立
、
ま
た
元
禄
十
四
年
（
一
七

〇
一
）
京
都
に
円
満
寺
を
建
立
し
、

盛
ん
に
融
通
念
仏
を
勧
進
さ
れ
ま
し

た
。
ま
た
教
学
面
で
は
『
融
通
圓
門

章
』
『
融
通
念
佛
信
解
章
』
等
の
著

述
、
（
宝
永
六
年
、
一
七
〇
九
）
南

都
東
大
寺
の
大
仏
殿
落
慶
法
要
に
請

ぜ
ら
れ
、
導
師
と
な
り
親
修
さ
れ
ま

し
た
。
大
通
上
人
の
宗
内
外
に
於
け

る
功
労
は
誠
に
偉
大
で
あ
り
、
本
宗

今
日
あ
る
は
全
く
大
通
上
人
の
お
か

げ
で
あ
り
ま
す
。
三
百
回
御
遠
忌
に

あ
た
り
報
恩
謝
徳
の
誠
を
捧
げ
た
い

も
の
で
あ
り
ま
す
。

開
宗
九
百
年
記
念
・
大
通
上
人
三
百
回
御
遠
忌
　大
法
要
特
集

倍
　
巌
　
良
　
舜

ば
い
　
　
が
ん

　
　
り
ょ
う
　
　
し
ゅ
ん

融
通
念
佛
宗
管
長

開
宗
九
百
年
記
念
・
大
通
上
人

   

三
百
回
御
遠
忌
に
よ
せ
て

京都大原　音無しの滝

御遠忌法要標語

念仏は暗闇を照らす光明である

郷土芸能奉納 郷土芸能奉納

二十五菩薩練供養

菩薩 伝供

お勤め
供養楽

お稚児

詠讃歌舞

禅門講

諸講元

聖歌隊

万部輿 渡御

お渡り

在家勤行式

二十五菩薩練供養

還 御

二十五菩薩練供養

菩薩 伝供

お勤め
供養楽

お稚児

詠讃歌舞

禅門講

諸講元

万部輿 渡御

お渡り

在家勤行式

二十五菩薩練供養

還 御

二十五菩薩練供養

菩薩 伝供

お勤め
供養楽

お稚児

詠讃歌舞

禅門講

諸講元

万部輿 渡御

お渡り

在家勤行式

二十五菩薩練供養

還 御

二十五菩薩練供養

菩薩 伝供

お勤め
供養楽

お稚児

詠讃歌舞

禅門講

諸講元

万部輿 渡御

お渡り

在家勤行式

二十五菩薩練供養

還 御

二十五菩薩練供養

菩薩 伝供

お勤め
供養楽

お稚児

詠讃歌舞

禅門講

諸講元

万部輿 渡御

お渡り

在家勤行式

二十五菩薩練供養

還 御

二十五菩薩練供養

菩薩 伝供

お勤め
供養楽

お稚児

詠讃歌舞

禅門講

諸講元

聖歌隊

万部輿 渡御

お渡り

在家勤行式

二十五菩薩練供養

還 御

二十五菩薩練供養

菩薩 伝供

お勤め
供養楽

お稚児

詠讃歌舞

禅門講

諸講元

万部輿 渡御

お渡り

在家勤行式

二十五菩薩練供養

還 御

な
ん

そ
う
ぐ
う

し
ょ
う
お
う
だ
い
し

た
ち
ま

す
ぐ

し
ょ
う

み
ょ
う

し
ょ
う
み
ょ
う
ご
う

ら
い
ご
う
い
ん

ぎ
ょ
う
じ
ゃ

い
ち
に
ん
い
っ

さ
い
に
ん
　
　
い
っ
さ
い
に
ん
い
ち
に
ん
　
　
い
ち
ぎ
ょ
う
い
っ
さ
い
ぎ
ょ
う
　

い
っ
さ
い
ぎ
ょ
う
い
ち
ぎ
ょ
う
　
　
ぜ
み
ょ
う
た
り
き
お
う
じ
ょ
う
　

じ
っ
か
い
い
ち
ね
ん
　
　
ゆ
う
づ
う
ね
ん
ぶ
つ
　
　
お
く
ひ
ゃ
く
ま
ん
べ
ん

く
　ど
く
え
ん
ま
ん
　
　
　
　
　
ご
　も
ん

て
ん
と
く
に
ょ
ら
い

じ
き
じ
ゅふ

　え
ん

ぐ
　づ
う

ひ
ら
　の

て
ん

と
く
に
ょ
ら
い

し
ん
げ
し
ょ
う

し
ょ
う

こ
ん
に
ち

し
ん
し
ゅ
う

開
宗
九
百
年
記
念
・
大
通
上
人
三
百
回
御
遠
忌
　大
法
要
特
集

万部輿


